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  第一 山上の嘉信


  イエスがまだガリラヤの村々を巡って神の国の福音を宣べつたえている頃であった。彼の噂をきいて、多くの群衆が集ってきた。イエスは群衆を見るとき、大抵これを避ける。このときも彼は避けるようにして、或る山にのぼった。そうして爽やかな微風に吹かれながら、青草の上に坐した。群衆はおおむね麓にとどまり、ただイエスを師とあおいで尊敬する少数の弟子たちだけが、彼の跡を追ってきて、足許に集った。すなわちこの熱意ある人々を見おろしながら、彼はおもむろに口を開いて言った――


  第一信　祝福


  さいわいな人！それはどういう人ですか。心の貧しい人です。心の富、心の財産というものを有もたない人です。自分の胸の中に、誇るべき何ものをも見いださない人、却って様々の恥づべき霊的ガラクタのゆえに我ながら愛憎を尽かしている人、自分は罪人の首かしらだと言うことのできる人、そのたましいが陶器せとの断片かけらのように砕けてしまった人、そういう人がほんとうに幸福なのです。なぜというに、天の国はそういう人のものですから。天国といって、沢山の徳を積んだ立派な人たちに与えられるご褒美ではないのです。反対に、それは霊的無産者たちにめぐまれる賜物です。嬰児おさなごのような虚しい心のもののみがそこに受入れられるのです。


  さいわいなのは、悲しむ人だ。悲しんで泣いている人だ。心を何かに噛まれている人、その痛みのために呻いている人、歎きのために疲れている人、眼瞼まぶたは涙のためにただれ、心臓は熱のために破れようとしている人、たましいが石のように重くうなだれている人、そういう人は幸福さいわいです。なぜというに、その人は慰められるから。そうです、悲しむ者はきっと慰められる。この世では悲しむのが当り前なのです。悲しむべき事があなたがたの内にも外にも満ちているではありませんか。今の世に笑いさざめく者は誰ですか。ここでは悲しむ人がほんとうに生きている人です。だからその人はきっと慰められる、その目の涙がみんな拭われる時が来る。その心の傷がすっかり癒される時が来る。来なくてはなりません。


  さいわいなのは、柔和な人です。虐げられ、踏みつけられて、なお暴はげしい言も出さず、羊のように忍んでいる人、欺かれ、掠められて、なお取返そうともせず、奴隷のように甘んじている人、そういう人は、この世では一番みじめな人でしょう。けれども憶えていなさい、後に地を嗣ぐのはこの人たちなのです。虐げる者、掠める者らが、何時までも容ゆるしておかれる筈がない。今こそ世界は彼らのもののように任されてあるが、しかしこれは暫くの事です。やがて時が来るのです。そのとき彼らは籾糠もみがらのように吹き去られなければなりません。そうして地は彼らの手からもぎとられて、踏みつけられ欺かれた者らに付わたされるのです。世嗣が家督を嗣ぐように、柔和な人はおのれの嗣業ゆづりとして必ず地を嗣ぐのです。実にこのみじめな者、この無きがごとき者こそ、やがて全世界を領有し統治すべき未来の王者たちに相違ないのです。


  さいわいなのは、義に飢え渇く人です。義です、義しさです。義しくありたい、義がほしい。断食した人が食物を求めるように、熱病をわづらう人が喉の渇きをおぼえるように、義に飢え渇く人、牝鹿が渓川の水を慕いあえぐように、義を慕いあえぐ人、何よりも先ず第一に義しくありたいとの願いに燃えたっている人、その人は幸福さいわいです。なぜというに、その人は飽くことができるから。ほかの願いは聴かれなくとも、この願いだけはきっと聴かれる、飽くまでに、満ち足るまでに聴かれる。自分をとりまくすべての関係、自分の存在のあらゆる状態が完全に義しくなるまで、たましいが義をもって飽和されるまで、およそ義ならぬものは内にも外にもその痕跡さえ残さなくなるまで。何と幸福さいわいではありませんか。


  又さいわいなのは、憐憫あわれみある人です。人を想いやるこころ、可哀想だ気の毒だというこころの先立つ人、責めるよりもまず赦そうとする人、自分を忘れ、自分を棄て、自分を犠牲にして、人を立てようとする人、受けるよりも寧ろ与えることを喜ぶ人、その人は幸福さいわいです。なぜというに、その人自身が或る大きな憐憫あわれみを受けるからです。実に人は憐憫あわれみなしには生きることができないのです。神があなたがたを憐みたもうのでなければ、あなたがたは滅びるよりほかない。恐ろしい審判さばきというものがある。どうしてそれを免れようか。ただ彼の憐憫あわれみによるばかりです。神は憐憫ある者を憐みたもうのです。神に憐まれるものは幸福さいわいです。


  さいわいなのは、心の清い人です。すなわち心が透き徹って外から見とおせる人、思いが単純であって、裏表のない人、二心ふたごころをいだかず、虚偽いつわりを知らない人。なぜというに、その人は神を見ることができるから。不純な心では神が見えない、黒い肚はらには聖者の姿はうつらない。ただ一すじの誠をもって神のみまえに出る者のみが、まのあたり彼のみかおをあおぐことを容ゆるされるのです。そして神を見るにまさって幸福な事がどこにありますか。


  さいわいなのは、平和を作る人です。闘争をにくむこと蛇蝎のごとく、出来るならば平和を実現しようと絶えず力つとめる人、分裂を見ては堪えがたさに心おののき、いかなる代価を払っても之を癒さなければやまない人、分裂や闘争の根本原因をつきとめて、身をもってこれを取り除こうとする人、平和の殿堂のためには人柱に立つことをさえ厭わない人、そういう人は幸福さいわいだ。なぜというに、その人は神の子と呼ばれるから。神は平和を作る方です。彼はみずから絶大の犠牲を払って、万物との間の平和を実現しようとしておいでになる。だからまたすべて平和を作る者をお喜びになる。そうして我が子よといって彼らに呼びかけたもうのです。


  さいわいなのは、義のために責められた人です。義しさのために人から悪にくまれ、排斥され、迫害された人、不義姦悪なるこの世が置くに堪えなくなった人、そういう人のためにこそ別の国が備えられる。すなわち天の国です。天の国はこの世に安住する者のためには無用です。それはただ義のために責められた人たちのものです。


  皆さん！あなたがたは遠からず私のために人から罵られ、責められ、詐いつわって様々の悪口を言われるようになりますぞ。その時はあなたがたは幸福さいわいです。喜びなさい、大悦びしなさい！なぜなら、あなたがたの報いは天において大きいのだから。天の国は豊かな饗宴の備えをしてあなたがたを待っているのだから。考えてみなさい、あなたがたより前の預言者たちも、みなそういう風に責められたではありませんか。エリヤでもエリシャでも、アモスでもホセアでも、イザヤでもエレミヤでも。そうして彼らはみな天にあるものを望んで、喜んでその迫害を受けたではありませんか。


  人はあなたがたを軽しめるでしょう。世の芥のように、地の垢のようにあしらうでしょう。しかしそのためにあなたがたは自分の地位の重さを忘れてはなりませんよ。あなたがたは何ですか。垢ではない、塩です、地の塩です。塩があればこそ、物は腐らずに保つのです。あなたがたがあればこそ、世界は滅びずに存のこるのです。何でもない人たちのようだが、あなたがたの存在の意義は実に深い。然るにその塩がもし惚ぼけてしまったらどうですか。何でそれに塩づけるのですか。もうそうなっては仕様がない。外に棄てられて、人に踏まれるだけだ。あなたがたがもし俗化してしまったら、それこそ無用の長物だ。


  またあなたがたは世の芥ではない、世の光です。芥なら谷底に埋められるがいい。けれども光なら高く輝かなければならない。山の上にある町は隠れないものです。それは何処からでも見えるのです。また人はランプを点つけたとき、升の下に置きますか。置かないでしょう。必ずランプ台の上に載せるでしょう。然そうしてこそランプは初めて家の中にあるすべての物を照らすのです、すなわちランプとしての役目を果たすのです。そのとおりに、あなたがたもあなたがたの光を人の前に輝かさなければなりません。それがあなたがたの役目です。あなたがたがそうしなかったら、誰が世を照らしますか。誰が真理を伝えますか。誰が道を示しますか。全世界は今や真暗まっくらではありませんか。人々はみな牧かうもののない羊のように迷っているではありませんか。お起ちなさい、光をはなちなさい！私があなたがたの光になってあげるから。そうしたら人々はあなたがたの善い行為おこないを見て、天にいますあなたがたの父を崇めるだろう。


  第二信　天国の義


  私の言う事やする事が新しいからと言って、私は旧い律法おきてや預言者（即ち旧約全体）を破壊しに来たのだと思ってはなりません。破壊しにではない、却って成就しに来たのです。すなわち律法や預言者を十分に引伸ばして、その理想を実現するために私は来たのです。ほんとうに私はあなたがたに言うが、律法おきてはみんな完うせられるのですぞ。天も地もやがては過ぎ往くだろう。けれどもそれまでに、律法は一点、一画も過ぎゆくことなく、みんな完うせられるのです。モーセの伝えた事は、悉く満されるのです。それをするのが私の使命です。私のもたらす天の国は律法の理想の実現した国に他ならない。だから誰でも之等のいと小さい誡命いましめの一つを破り、又そういう風に人に教える者は、天の国に於いていと小さい者と呼ばれるだろう。これに反して、誰でもそれを行い、又人に教える者は、天の国に於いて大いなる者と呼ばれるだろう。かの国においては律法の義は理想的に完全に行われなければならない。私はあなたがたに言うが、あなたがたの義は当然、学者やパリサイ人よりも勝るものでなければなりません。勿論のことです。もしそうでなかったら、あなたがたは天の国に相応ふさわしくない者です、それでは決してかの国に入ることができません。あなたがたがもし私に従うなら、必ず全き義人になれる筈です。私の国の義は全き義です、律法の理想とするところはそこにあるのです。それに比べては律法はあまりに低い。だから私は律法を高め、これを十分に引伸ばして、そうしてその理想を実現するために、すなわち律法を成就するために来たのです。


  例えば、昔の人にこう言われたことをあなたがたは聴いているでしょう、いわく「なんじ殺すなかれ、殺す者は審判さばきにあうべし」と。しかし私はあなたがたに言う、すべて兄弟を怒る者は審判にあうだろう。また兄弟にむかって馬鹿という者は衆議にあうだろう。また痴者たわけという者はゲヘナ（地獄）の火にあうだろう。殺すなかれという律法の理想は、ただ殺さないというだけの事にあるのではない。怒るは殺すの始めです。怒る者すなわち殺す者です。だからもし殺す者が審判にあうなら、すべて兄弟を怒る者もまた神の審判にあわなければならない。怒って馬鹿と言う者も最後の衆議に付わたされなければならない。憎んで痴者たわけと言う者も永遠に消えぬ地獄の火に投入れられなければならない。天の国においてはすべて之らの事は一様にゆるされないのです。神の前における罪としての価値ねうちは、殺す事と全く同一です。


  だからもしあなたが神を礼拝しようとして供物そなえものを祭壇にささげるときに、そこで何か兄弟に怨まれる事、たとえば曾て彼を怒って悪言を吐いたような事があると思い出したら、供物をそのまま祭壇の前に遺しておいて、先ず往ってその兄弟と和睦しなさい。そうしてから来て、供物をささげるがいい。殺人にひとしい罪を犯しながら罪とも思わずにうち遣りおいて、それでいて神の礼拝も何もあったものではない。小さな事のように見えても、神の前にはどんなに大きな罪であり、従ってどんなに重い刑罰に値するのかを考えなければならない。既に訴えられた場合ならば、訴える人と一しょに裁判所へゆく途中で、一刻も早く和解しなさい。さもなければ、訴える人はあなたを裁判官に引渡しますぞ。裁判官はまた下役に渡し、そしてとうとう、あなたは牢屋にぶちこまれますぞ。ほんとうに私はあなたに言うが、一旦そこまで往ったら、一厘も残なく償わないかぎりは、永久にそこから出ることができないのです。そうして勿論それは償うことのできる負債ではない。


  また「姦淫するなかれ」と言われたことをあなたがたは聴いているでしょう。けれども私はあなたがたに言います、すべて色情をいだいて女を見るものは、すでに心の中で姦淫をしたのです。


  恐ろしい事です。ゲヘナに投げ入れられる罪です。その罪を犯す機会が到るところにあなたを待ち受けているのです。どうかしなければなりますまい。どうしますか。一体あなたを躓かすものは何ですか。右の目ですか。もしそうなら、右の目を抉くじり出してお棄てなさい。それは五体の一つだけが亡びて、全身がゲヘナに投げ入れられぬために必要な事だ。それともまた躓かすものは右の手ですか。もしそうなら、右の手を切ってお棄てなさい。それは五体の一つだけが亡びて、全身がゲヘナに往かぬために必要な事だ。


  またこう言われているでしょう、「妻をいだす者は離縁状を与うべし」と。しかし私はあなたがたに言う、淫行の理由による場合のほか、すべて自分の妻をだす者は、妻に姦淫をしろというのだ。また誰でも、出された女と結婚するものはみな姦淫を行うのだ。なぜなら、妻を出しても夫は依然として彼女の夫であり、夫にだされても妻は相変らず彼の妻だから。夫妻は神のまえに永遠に一体です。神がこれを合せたのです。どうして人が勝手に離すことができますか。律法の言は不完全だが、そのほんとうの精神、その理想はそこにあるのです。


  また昔の人にこう言われたことをあなたがたは聴いているでしょう、いわく「いつわり誓うなかれ、なんじの誓いは主に果たすべし」と。しかし私はあなたがたに言う、一切ちかってはなりません。偽りの誓いだけではない、誓うことその事が間違いです。なぜ誓うのですか。もし自分に真実があるなら、殊更に神かけて誓うには及びますまい。もしまた真実がないのに誓うなら、それは何という甚だしい聖名の濫用でしょう。実に容易ならぬ罪悪です。そうして大抵はそうなのです。真実がなければこそ誓うのです。誓いは真実の証明ではなくて、却って真実欠乏の証明だ。いけません。いけません。直接に神を指しては勿論のこと。たとえ間接に他のものを指してでも同様です。天を指して誓ってはいけません。天は神の聖座みくらだから。地を指して誓ってはいけません。地は神の足台だから。エルサレムを指して誓ってはいけません。エルサレムは大君エホバの都だから。また自分の頭を指して誓ってはいけません。髪の毛一筋すら自分で白くも黒くもすることが出来ないのだから。すべては神のものです。何を指しても神を指すのです。おのれの不真実の埋め合せにそうして聖名を濫用してたまりますか。


  誓うのではありません。ただ「然り」「然り」、「否」「否」と言いなさい。それでいいのです。単純な肯定でなければ、単純な否定です。真実はその中にあるのです。然りなら然りです。否なら否です。きまっていることだ。それで沢山だ。ほかに何の保証が要いろうか。それより以上の事は虚偽いつわりから出るのです。そうです、悪魔から出るのです。


  「目には目を、歯には歯を」と言われたことをあなたがたは聴いているでしょう。しかし私はあなたがたに言う、悪人に抵抗しなさるな。人がもしあなたの右の頬を撃ったら、左の方をも向けてやりなさい。あなたを訟えて下衣を取ろうとする者には、上衣をも取らしてやりなさい。人がもしあなたに一里ゆくことを強いたら、一しょに二里往きなさい。願う者にはくれてやるがいい。借りたいという者には拒まないがいい。自分の愛する者のためなら誰でもそうするでしょう。ほんとうに愛さえあればできる事です。愛は悪にむくいるに悪を以てしません。却って善を以て悪にむくいます。律法の理想とするところは結局そこにあるのです。


  「なんじの隣人を愛し、なんじの敵を憎むべし」と言われたことをあなたがたは聴いているでしょう。しかし私はあなたがたに言う、あなたがたの敵を愛しなさい、あなたがたを憎む者を善くしてやりなさい、あなたがたを誼う者を祝してやりなさい、そしてあなたがたを侮辱しあなたがたを迫害する者のために祈りなさい。難かしいですか。しかしそれでこそ天にいますあなたがたの父の子ですぞ。子は父に肖になければならない。あなたがたの父はどんな方ですか。その太陽を悪人のうえにも善人のうえにも昇らせる方、雨を義者にも不義者にも降らせる方ではありませんか。天の父のまえには隣人も敵もないのです。みな愛されるのです。みな慈悲を受けるのです。然るにあなたがたはただ自分を愛する者だけを愛したとて、何の報いに値しますか。取税人でもそうするではないか。兄弟ばかりに挨拶したとて、何の勝ることがあるのです。異邦人でもそうするではないか。報いてもらおうと思って人に貸したとて、何の嘉よみすべき事があるのです。罪人でもそうするではないか。いやしくも神の子たるものは、遥かに高いところに上らなければならない。そうです、あなたがたの天の父は完全な方です。だから私はあなたがたに言う、あなたがたも必ず完全な人におなりなさい、お父さんと同じように！


  ＊　＊　＊


  何という偉大な宣言であろう。それはほんとうに律法の成就である。有限的な律法がここに無限的なものに引き伸ばされている。天そのもののように無制限であり無条件である事がこれらイエスの言の特徴である。此の世のあらゆる制限は撤廃され、あらゆる条件は排斥されて、何でもが極端に走っている。どこまで往こうとするのか見究めがつかない。全く気味がわるい。これをこのまま素直に受入れる事は容易でない。余りに高過ぎて、ついて行くことができない。そこで大抵の人は色々の場合における例外を認めた上で、漸ようやく之に従おうとする。例えば一切ちかうなと言っても、此の世との関係においては誓約をせぬ訳にゆかぬ場合もあるなどという（マイヤー註解参照）。しかしそういう風に解釈するのは、せっかく無制限無条件に引伸ばしてくれたイエスの言にもう一度制限を加え条件をつける事であって、いわば彼を天から地に引落そうとするのである。そのくらいならば、イエスが口を開くは徒然いたづらであったのである。イエスの言を傷そこなうな。容易でないにもせよあるにもせよ、天からの音ずれは地上の小さな物尺で測ることなしに、そのままこれを受入れねばならぬ。誓うなと言ったら誓うなである。悪人に抵抗するなと言ったら抵抗するなである。何処までも絶対的な無限的な意味に解するよりほかない。然らばかのいわゆる無抵抗主義者ら（例トルストイ）のように、我々は何でもイエスの言どおりの行動をとればよいのか。一切誓わず、一切抵抗せねばそれでよいのか。否、そうではない。たとえば右の頬をうたれたとき、心の中で「この憎い奴が」と思いながら左の頬を差し出して見たところで、何になるか。それは形式本位の偽善に過ぎない。それよりもむしろ思いきり撃ち返してやる方が、どれだけ勝まさっているかわからない。イエスの言うのは形式のことではない、精神である。誓うなというは、誓う必要のないほどに誠実であれというのである。抵抗するなというは、たとえば下衣を取ろうとする者があった場合に、「君はそんなにまで困っているのか。気の毒な人だ。私は別に裕かな身ではないが、しかしさしあたり是が無くては凌げぬというわけでもないから、どうだ、是も一しょに持っていったら」と、そう心の底から言って上衣をも取らせることが出来るだけの愛をもて、というのである。この誠実、この愛は、無制限、無条件なものでなければならぬ。これには微塵の例外をもゆるすことが出来ない。しかし問題は飽くまでも精神にあって形式にない。無条件の誠実、無制限の愛さえあれば、それでよいのである。誓約の形式をとるとらぬ、左の頬をだすださぬは必ずしも問題でない。もし無条件の誠実をもって尚かつ誓い得る場合があるとしたら、誓ってもよい。もし無制限の愛をいだいて尚かつ人を撃ち返し得る場合があるとしたら、撃ち返してもよい。そうしてそういう場合がないとは誰が断じ得よう。誓う誓わぬ、出す出さぬは、みな形である。形は定きめるわけにはゆかない、又定めるべきものでない。形を固定さしたら生命いのちは死んでしまう。誠実は生命である、愛は生命である。形はどうでもよい。しかし生命は必ず無限のものでなければならぬ、誠実と愛とはいかなる場合にも例外をゆるすことなき絶対のものでなければならぬ。然り、それは実に天の父の完きがごとく完きものでなければならぬ。そうしてみずから生命であり真理であり愛であるイエスこそはこの事を我々に可能ならしめてくれるのである。彼の名は讃美すべきである。


  第三信　善は秘密に


  だが、あなたがたの義を行うについては、気をつけなさい。人に見られようとおもって、人の前でやらないように。この虚飾、この偽善が何よりもいけない。天にいますあなたがたの父はこれが大嫌いだ。この事を気をつけなければ、父から報いは得られない。


  だから、たとえば慈善をするとき、自分のまえにラッパを鳴らしなさるな。自家広告をやりなさるな。偽善者らは人に崇められようとおもって、会堂や町々でよくやることだが。ほんとうに私はあなたがたに言う、あの人たちはもうその報いを得たのです。もともと人に見られたさの慈善なのだから、見てもらえばそれで本望を遂げたわけだ。その上の望みはありはしない。しかしあなたが慈善をするときには、右手のする事を左手にも知らせなさるな。そのようにしてあなたの慈善は秘密にさるべきです。そうすれば秘密の中に見たもうあなたの父が報いて下さるだろう。慈善は秘密にです。


  また祈るときでも、あなたがたは偽善者のようにしてはいけません。彼らは人に見られようとおもって、会堂や町々の辻に立って祈ることを好むのです。ほんとうに私はあなたがたに言う、かれらはもうその報いを得たのです。かれらの祈りは確かに聴かれたのです。本来、神に聴かれるための祈りではないのだから。しかしあなたは、祈るときにはあなたの部屋に入りなさい。そしてその戸を閉じて、秘密の中にいますあなたの父に祈りなさい。そうすれば秘密の中に見たもうあなたの父が報いて下さるだろう。祈祷は単独に、かつ秘密にです。


  また祈るとき、異邦人がするように、徒いたずらに繰返言くりかえしごとを用いなさるな。かれらは言数ことばかずを多くして聴かれようと思うのです。愚かな事だ。だから彼らに倣ってはいけない。あなたがたの父は、お願いする前に、すべてあなたがたの必要なものをご存じであられる。だからあなたがたはこういう風に祈るがいい。


  
    天にいます私どものお父さま、


    聖名みなが崇められますように。


    聖国みくにが来ますように。


    聖意みこころが成されますように、天においてと同じく地におきましても。


    私どもの日用の糧を今日もお与え下さい。


    また私どもの負債おいめをお免ゆるし下さい、私どもも自分に負債ある者を免しましたように。


    また私どもを誘惑の中に陥れず、悪者あしきものからお救いだし下さい。
  


  大体こういう風に。別だんくどくどしく神にものを申し上げる必要はない。まず子どもらしい信頼をもって、肉の父にいうように、「お父さま」と呼びかけるのです。ただしそれは天にいます父であることを忘れてはならない。父ではあるが、至高いとたかき方であることを。


  さて祈るべき事の第一は、自分の事ではない、人の事でもない。神ご自身の事です。神は天地万物を創造つくり、聖意みこころのままにこれを統べ治め、またこれを完きに導きたもう方です。地とそれに充つるもの、世界とその中に住むものとはみな彼のものです。あなたがたも勿論彼のものです。あなたがたの生きているのは自分のためではなくして彼のためです。万物の存在がひとえに神の栄光のためだ。だから祈りはまず第一に神ご自身の事に関わらなければならない。中んづく彼の聖名が崇められること、神が神として最高無二の尊敬を受けたもうこと、万物が彼のみまえに絶対無下の恭順を表わすこと、それは実に人生の至上善であり、宇宙の終局目的であるのです。天地の造られた理由も、あなたがたの生きている所以も、みなそこにある。従ってあなたがたの一切の祈りはこの一つの事に尽きるのです。この事さえかなえば、凡てがかなったのです。神が神として完全に顕われたもうのであったら、もうそれで十分ではないか。ほかにまた何の願うべき事があろうか。「聖名が崇められますように！」そうです。それが祈りの始めです、また中です、また終わりです。


  そのように、聖名の崇められる事をもって、あなたがたの祈りはもはや尽きているのです。しかしながらこの大きな祈りのこころは、もう少しゆっくり天の父に言い表わされたい。この輝かしい望みのおもいは、もう少しほかの方面からも神に告白されたい。


  聖名の崇められる世界、それはすなわち聖国みくにです。神が完き統治をおこないたもう国です、従って全き義の国です。そこでは神みずから人とともにいまして、義をもって彼らを統べおさめたもう。また彼らの目の涙をことごとく拭い去りたもう。悲しむ者が慰められ、柔和なる者が地を嗣ぎ、義に飢え渇く者が飽くことのできるのは、みなこの国においてです。なんと慕わしい国ではありませんか。しかもこの国は人の努力によってうち建てられるのではない。神の定めたもうたときに、天から降くだってくるのです。あたかも刈りとった牧場にふる雨のように、地をうるおす白雨むらさめのように。願わしきはこの国の速やかに来たらんことだ。「聖国が来ますように！」これがあなたがたの第二の祈りでなくてはならない。


  聖国は今は天にあるのです。あすこでは今現に神の聖名みなが正しく崇められている。神の統治が全く行われている、神の聖意みこころがそのままに成されている。天の万軍と呼ばれる使いたちは、ひたすらにみことばを聴いてこれを守りいそしみ、また夜昼となく聖なるみ名を讃めたたえているのです。実に美わしのきわみです。然るに地上ではどうですか。昔から今まで叛逆の絶えたときがない。「エホバ天より人の子を望み見たまいしに、みなそむきいでて、悉く腐れたり。善をなすものなし、一人だになし」と聖書にあるとおりだ。この叛逆は根底から癒されなければならない。人の子はみな立ちかえって神の子となり、神の喜びたもう事のみを為すものと成らなければならない。およそ聖意みこころにかなわぬ事は地の上に絶えて見られなくなるまでに、万物が革あらたまらなければならない。「聖意が成されますように、天においてと同じく地におきましても！」あなたがたの祈りの第三はこれです。


  聖国が天から地にくだって来て、聖意が天におけると同じく地にも成されるならば、そのとき聖名は天地に隈なく崇められるのです。そうして聖名が崇められさえすれば、神が神として顕われたまいさえすれば、あなたがたの願いはもはや満ち足るのです。ほかに祈るべき事はない筈だ。けれども天の父はあなたがたが弱いものである事をご存じであられる。彼はあなたがたが先ず彼ご自身に関する永遠の事を祈ったのちに、今度は自分の立場に立って、弱い自分に関する目前の事をも祈ることをお容ゆるしになる。


  あなたがたが自分の立場に立って日々に出会う問題は何々ですか。その代表的なものは、肉については糧の問題、霊については罪の問題でしょう。それらのすべてを天の父に訴えなさい。事毎に憚らず祈りなさい。


  あなたがたの肉体を養うものは神です。だから糧を人に求めず神にお求めなさい。神に生活を支えて戴きなさい。ただし慾張ってはいけない。必要以上のものを求めるのでない。今日は今日一日分だけを願うのです。日用の糧について祈るのです。すなわち「私どもの日用の糧を今日もお与え下さい」と。今日は今日だけ。


  あなたがたは自分が罪びとである事を知っているでしょう。みな罪びとです。みな神にそむき、みな神の律法おきてを犯しているのです。即ちあなたがたは神に負債おいめある者です。しかも大きな大きな負債、とても償いきれぬものです。どうかそれを免していただく事を祈らなければならない。ついてはまず自分に負債ある者から先に自分が免してやることです。おのれ自身が神に対してどんな負債ある身であるかを思えば、人の自分に対する負債が何です。免しておしまいなさい。そうしてから神に祈りなさい、「また私どもの負債をお免し下さい、私どもも自分に負債ある者を免しましたように」と。もしあなたがたが人の過失あやまちを免してやれば、あなたがたの天の父もあなたがたを免して下さるだろう。けれどももし人を免さぬくらいならば、天の父もあなたがたの過失を免しては下さるまい。


  またあなたがたは誘惑の恐ろしさを知っているでしょう。何処からともなく悪い者が胸の中に忍びこんで、逆らいきれぬようにあなたがたに囁くのです。到るところに深い陥穽おとしあながあって、うっかりすると忽ちその中にあなたがたは転げ落ちるのです。もし神が助けて下さるのでないなら、もし神がその手を引いてお見棄てになるなら、たとえどんなに自分で努力しても到底うち勝つみこみはない。それほどに誘惑者の力は強いのです。だからひたすらに祈りなさい、「また私どもを誘惑の中に陥れず、悪者あしきものからお救いだし下さい」と。そう言って何処までも天の父にすがれば、きっと聴かれるでしょう、きっとあなたがたはすべての誘惑を征服することが出来るでしょう。


  またあなたがたは断食をするとき、偽善者のように悲しそうな容子ようすをしてはいけない。彼らは断食していることを人に見られようとおもって、その顔色を害そこなうのです、或いは灰を塗ったり、或いは穢よごれたまま洗わなかったりなどして。ほんとうに私はあなたがたに言う、彼らはもうその報いを得たのだ。断食者らしく見られればいいのだから。しかしあなたは、断食するときは頭に油を塗りなさい、また顔をきれいに洗いなさい。そのようにして、断食していることを人には見られず、ただ秘密の中にいますあなたの父だけに見られるようにすべきです。そうすれば秘密の中に見たもうあなたの父が報いて下さるだろう。断食は秘密にです。およそ善行はみなそうです。すべてあなたの義をおこなうとき、人に見せなさるな。秘密の中に父にのみ見ていただきなさい。人に見られようとおもう心は、義をその源から濁してしまうのです。いやしくもこの心があっては、どんな善行も神には喜ばれない。


  第四信　信頼


  あなたがたの財宝たからは何処にありますか。それを地に積んでは駄目ですぞ。ここでは虫も食えば錆もつくのです。また盗人ぬすびとが穴をあけて盗むのです。せっかく積んでもむだです。財宝を天に積みなさい。あすこは虫も食わず、錆もつかず、また盗人が穴をあけて盗むこともないのです。安全なのは此処ではなく、あすこです。なぜそんな事を私は言いだしましたか。つまりあなたがたの財宝たからのある所に、あなたがたの心もあるからです。もしあなたが財宝を地に積むなら、すなわちあなたの心を地に繋ぐなら、あなたは結局馬鹿を見なければならない。地のものを慕う心は、そのものと一しょに朽ちるのです。地の財宝はあなたの心を惨いたましくも裏切ります。之に反して、あなたがもし財宝を天に積むなら、すなわちあなたの心を天に移して、あすこにあるものを慕い求めるなら、それならあなたはいつまでも安全です。天の財宝はあなたを裏切ることがないから。頼るべきものは地のものではなくて天のものです。


  これは小さな問題ではありませんよ。財宝を何処に積むべきかを見わける目は大事です。元来、目というものは身の燈火ともしびなのです。全身の光はただ目から来るのです。だからもしあなたの目が正しくものを見ることができれば、あなたの全身があかるいのです。けれどももしあなたの目がわるければ、全身が暗いのです。目のよしあしは馬鹿にできない。全身の運命がそれに係わるのだから。同じように、心を何処に置くべきかの判断は大きな問題です。地のものに頼ろうか、それとも天のものに頼ろうか。ここに正しい理性の判断が必要です。もしあなたの中にある光、すなわち理性が暗かったら、あなたの全生活の暗さはどんなだろう。即ちもしあなたの理性が判断を誤って、あなたは天のものに頼らず、地のものに頼るとしたら、実にあなたの生涯のすべてが失望に終らなければならない。


  地か、天か。二つに一つです。どちらかを選ばなければなりません。両方ともというわけにはゆかない。人はふたりの主人に兼ね仕えることはできないのです。或いはこの人を憎んでかの人を愛するか、或いは反対にこの人に親しんでかの人を軽しめるか、とにかく人の心はどちらか一方に属つかないではいられないのです。あなたがたは天にも地にも財宝たからを積むことはできない。あなたがたは神と富とに兼ね仕えることはできない。もし天に心を置くというなら、断然、地を慕うことをおやめなさい。もし神に頼るというなら、絶対に富に頼るこころをお棄てなさい。


  だから私はあなたがたに言います、何を食らおうか何を飲もうかと、生命いのちのことを思い煩いなさるな、また何を着ようかと身体からだのことを思い煩いなさるな。生命は糧よりも勝るではないか。身体は衣よりも勝るではないか。あなたがたは既にその勝る方のものを有もっているのです。神がそれを与えてくださったのです。すでに身体を与えたもうた神は、どうしてそれに必要な衣を与えてくださらないだろうか。すでに生命を賜わった神は、どうしてそれに必要な糧をも下し賜わらないだろうか。空の鳥をごらん。播きもしなければ、刈りもせず、また倉に収めもしないのです。然るにあなたがたの天の父はこれを養ってくださる。あなたがたはかれらよりも遥かに優れた者ではないか。よしまた自ら思い煩ってみたところで、それが何になるのです。あなたがたの誰がそのために生命を寸陰なりとも延ばすことができよう。生命の事はみな神の聖手みてにあるのです。また何ゆえ衣のことを思い煩いますか。野の百合はどうして育つかを考えてごらんなさい。労しもしなければ、紡ぎもしない。それだのに、私はあなたがたに言います、栄華を極めたソロモンさえ、その装いはこの花の一つにも及ばなかったのです。数えるに足らぬ野の草ではありませんか。今日あって、明日ははや炉に投げ入れられる野の草。それをさえ神はこのように装いたもうのです。然らば況いわんやあなたがたに於いてをやです。ああ信仰のうすい人たち！


  だから何を食らおうか、また何を飲もうか、また何を着ようかといって、思い煩うことはおやめなさい。これらはみんな神を知らない異邦人たちが切に求める事柄です。あなたがたには天の父がある筈です。そのあなたがたの天の父は、すべてこれらの物があなたがたに必要だということをご存じであられる。だから一切みずから思い煩うことをやめて、彼にお委せしておけばよろしい。糧のことや衣のことをとやかく思い煩うのは孤児みなしごです。あなたがたは孤児ではありますまい。


  一体、神は何のためにあなたがたに身体からだを与え生命いのちを与えてくださったのです。まさか衣や糧のことを思い煩うためではあるまい。生活、生活といって、衣食の問題に追われている人は、生まれなかった方がよかったのだ。あなたがたの身体の本領はどこにありますか。神の義をおこなう事にあるのではありませんか。あなたがたの生命の目的は何ですか。神の国につらなる事ではありませんか。だからあなたがたは地につける詰まらぬ心配を断然棄て去って、まず第一に神の国と神の義とを求めなさい。神の国の市民たるに相応しきものとなること、神の義しいように義しいものとなること、何を措いてもまずそれを求めなさい。そうすればすべてそれらのもの、飲みもの食いもの着ものなどは、必ずあなたがたに加えられるでしょう。あなたがたが自分の分を尽くせば、神は彼の分を尽くしてくださる。


  だから明日あすのことを思い煩いなさるな。明日のことは明日に委しておきなさい。その日にはその日の苦労だけで十分だ。何を苦しんで翌日の分までを先取りする必要があろう。信頼の「その日暮し」がほんとうの生活です。


  第五信　審くなかれ


  あなたがたは人の過失あやまちを見ると、とかく自分の過失を忘れて人を審さばきたくなるでしょう。しかし審きなさるな、審かれないためにです。あなたがた自身を顧みてごらん。大きな審判さばきを受くべき身ではありませんか。そんな憶えがないと誰がいえますか。活ける神の手に陥るのは恐ろしい事です。そのようにみずから審かるべき身でありながら、なお厚かましくも人を審こうとするとは。むしろ人の過失を見たら自分の罪を思いだしなさい。そうでなくて、もしあなたがたが自分を忘れて人を審くなら、もしあなたがたが高ぶった心をもって人を量るなら、そのあなたがたが審く審判で、あなたがた自身が審かれなければなりません。そのあなたがたが量る計量はかりで、あなたがた自身が量られなければなりません。神は審くものを審きたもうのです。人を審くものは自分の審判を積むのです。なぜあなたは兄弟の目にある塵を見ながら、あなた自身の目にある梁木うつばりを認めないのですか。どうしてあなたは兄弟にむかって、お前の目から塵を取りのぞかせろと言おうとするのですか、ごらん、あなた自身の目に梁木があるのに。偽善者よ、まず自分の目から梁木を取りのぞくがいい。そうしたらはっきりと見えて、兄弟の目から塵を取り除くことができるだろう。


  虚しい事のついでに、もう一つ私は注意しよう。聖なる物を犬に遣ってはいけませんよ。また真珠を豚の前に抛ほうってはいけませんよ。恐らくかれらはそれを足の下に踏みつけ、そうして振りむいてあなたがたに噛みつくだろう。あなたがたは思うかも知れない、犬でも豚でもただ好よくしてやりさえすればいいのだと。しかしそういう親切の虚しさは、妄りに審くことと変わらないのです。犬には犬に遣るべきものがあり、豚には豚に抛ほうるべきものがある。もしあなたがほんとうに聖なる物の聖さを解するなら、また真珠の貴さを知るなら、どうしてそれをパン屑や蝗豆のように、造作もなく犬豚のまえに投げだすことができよう。偽りの謙遜は倣慢ほどわるい。


  第六信　求めよ


  求めなさい、そうすれば与えられるでしょう。尋ねなさい、そうすれば見いだすでしょう。叩きなさい、そうすれば開かれるでしょう。ついに与えられるまで、見いだすまで、開かれるまで、ひたすらに求めなさい、余念なく尋ねなさい、一心に叩きなさい。なぜというに、すべて求める者は得、尋ねる者は見いだし、叩く者は開かれるに相違ないのだから。昔からそうでした。今もその通りです。この後とても変わりはありません。天にいますあなたがたの父は、与えることを喜びたもう方です。必ず惜しむことなく与えたもう方です。彼は限りなき富を天に備えて、あなたがたの求めるのを待っておいでなさる。求めて与えられなかった人は誰ですか。必ず与えられることを信じなかった人ではありませんか。そんな人は仕方がない。疑うものは風に動かされる海の波のようなものだ。求めるようでもあれば、求めないようでもある。結局ほんとうには求めていないのだ。その人が何物も受けないのは当然の事です。あなたがたは疑わないで信じなさい。信じて、子どもらしい信頼をもって、求めなさい。あなたがたの中には子どものある人もあるだろう。そういう人にその子どもがパンを求めたとき、誰が石を与えますか。また魚を求めたとき、誰が蛇を与えますか。それならば、あなたがたはとても比べられぬほど悪い者でありながら、なお善い賜物を子どもらに与えることを知っているではありませんか。まして天にいますあなたがたの父は、求める者に善いものを与えて下さらない筈があろうか。善いもの、そうです、一ばん善いものです。それをきっと与えてくださるのです。断じて間違いはありません。この事に関わるかぎり、あなたがたを失望させる虞おそれは絶対にないのです。


  このように、天の父は吝おしみなく善いものをあなたがたに与えてくださる。そうしてそれは言うまでもなく、あなたがたにとって最も望ましい事です。あなたがたに最も望ましい事を、神は必ずかなわして下さる。蓋けだし彼はあなたがたの要求をご自身の要求のように感じたもうのです。天にいますあなたがたの父はそういう性格の方です。だからあなたがたも考えなければならない。ほんとうに私はあなたがたに言う、凡て人に為せられようと思うことは、そのようにまた人に為しなさい。これこそ神のみこころです。これこそ律法そのものです、預言者そのものです。この事ができれば、律法の義はことごとく完うされるのです。およそ誡命いましめは「姦淫するなかれ、殺すなかれ、盗むなかれ」と数々あるが、しかしすべてはこの一言に帰するのです。もう一度私は言います、「凡て人に為せられようと思うことは、そのようにまた人に為しなさい」と。これは律法の完全まったきです。


  第七信　磐の上の家


  狭い門から入りなさい。なぜなら、滅亡ほろびにみちびく門は大きくて、その路は広いのだから。立派です、愉快です、便利です。宮殿の玄関のようです、大都会の広小路のようです。大いに心惹かれます。だからそこから入る者が多いのです。大抵はその方に押しよせます。これに反して、生命いのちにみちびく門は狭くて、その路は細いのだから。窮屈です、陰気です、貧弱です。墓地の入口のような、裏街うらまちの露地のような。少しも見栄みばえがありません。だからこれを見いだす者は少ないのです。何千人に一人とかいうほどの、極めて僅かの人たちだけがこれを選ぶに過ぎません。誰しも大きくて広い方が好ましい。けれども気をつけなさい、だまされぬように。そちらの行先にまつものは滅亡の谷だ。却ってこちらの見すぼらしい方にこそ輝かしい生命の国が横たわっているのです。生命は狭い門からです。


  また気をつけなさい、偽預言者たちに。彼らは羊の皮をかぶってくるけれども、一枚剥いで見れば、内は奪い掠める狼なのです。あなたがたを真理から虚偽へ、生命から滅亡へ、神から悪魔へと堕落させようとするのが、彼らの目的なのです。実に恐ろしい奴らです。だまされては大変だ。だが、よく気をつければ、見ぬくことは必ずしも難かしくない。その結ぶ果みによって知ることができる。果というものは正直なものです。考えてごらんなさい。茨いばらから葡萄をとる者がありますか。薊あざみから無花果を摘む者がありますか。そのように、すべて善い樹は善い果をむすぶのです、悪い樹は悪い果をむすぶのです。反対に、善い樹は悪い果みを結ぶことができない、悪い樹は善い果を結ぶことができない、さればこそ、すべて善い果をむすばない樹は悪い樹ときめられて、伐られて火に投げ入れられるのです。偽預言者たちを見わけるのも同じことだ、やはりその果をよくしらべるのだ。すなわち彼らがほんとうに義をおこなっているかどうかと。彼らは預言者らしい言を発してはいる。しかし私にむかって主よ主よという者がみんな天の国に入るのではない。ただ天にいます私の父のみこころを行う者だけがそこに入るのです。そうでなかったら、その日々の実生活が義しいものでなかったら、たとえどんなに神の子らしい装いをしていても、伐られて火に投げ入れられるよりほかない。恐らくその日には多くの者が私にむかって言うだろう、「主よ、主よ、私たちはあなたの名によって預言したではありませんか」「主よ、私たちはあなたの名によって悪鬼を逐い出したではありませんか」「私たちはあなたの名によって多くの能力ちからある業わざをしたではありませんか」と。その時私は明白に彼らに言うだろう、「私はちっともお前たちを知らない。そこを退のきなさい、この不法をおこなう人たち！」と。


  それゆえ、行うことが肝心です。行うかどうかによって、真実ほんとうか虚偽うそかが判るのです、真実ほんとうに私の言を聴くものは、必ず行うのです、行なわないではいられない。これに反して、聴いて行なわない者は、実は聴かないのだ。心から私に属つき従う者ではないのだ。偽りの従者に過ぎないのだ。だから凡て私のこれらの言をきいて行う者は、ちょうど磐の上に家を建てた慧かしこい人に擬なぞらえられるだろう。やがて来るべき日が来る。そのとき豪雨は沛然はいぜんとふりそそぐ。濁流は滔々と氾濫する。暴風はすさまじく吹きあれる。そうしてその家をうつ。けれども倒れない。それは私という磐の上にしっかりと建てられたからです。また凡て私のこれらの言をきいて行なわない者は、ちょうど砂の上に家を建てた愚かな人に擬なぞらえられるだろう。雨がふる。流れがみなぎる。風が吹く。そうしてその家をうつ。すると忽ち倒れる。しかもその倒れ方たるや惨憺たるものだ。


  ＊　＊　＊


  
    イエスの言はようやく終った。人々は長いあいだ彼の容子ようすに目をそそぎながら、電気にでも撃たれたかのように黙然と聴いていた。聴いている間は自分の心もちもはっきりと意識されなかった。しかしいま声が消えてみると、彼らは何か大きな感じに圧されている。驚きである。それはイエスの話ぶりが学者のようではなくて、権威ある者のようであったからであった。
  


  〔『旧約と新約』第一〇四号、一九二九年二月〕


  



  第二 空の鳥、野の百合


  我等の霊の渇きは、晩おそかれ早かれ、ナザレの人の子に向かって帰らねばならぬ。イエスの言葉にまさりて清冽なる泉はない。もし聖書が人生の緑の野であるならば、福音書は特に瑞々みずみすしき若葉の叢くさむらである。ガリラヤの山上よりまた湖畔より響き出でし声の鮮かさよ、なつかしさよ。ここに神学の衣を着けない真理の単純なる発露がある、ここに土の匂いを帯びない真清水の味がある、ここに永遠の生命そのもののいぶきがある。


  
    この故にわれ汝らに告ぐ、何を食らい、何を飲まんと、生命いのちのことを思い煩い、何を着んと、体のことを思い煩うなかれ。生命は糧にまさり、体は衣に勝るならずや。（マタイ六の二五）
  


  時はいま春である。うす霞の空に雲雀ひばりは声をつくして歌い、若草の野に花はよそおい美しくかおる。ひとり市に村に人の子らわびしく思いわずらうは何ゆえか。


  我等に生命がある、養わねばならぬ。我等に体がある、纏まとわねばならぬ。まず生活の保証なくして、何の善き事か完うし得られよう。まず充ち足るまでに糧を我等に与えよ、また衣をも。然らば我等は安んじておのおの己が使命にいそしむであろう。まず貧しさより我等を解放せよ、然らば我等にも修養の余裕は生まるるであろう。まず我等をして必要なる資金を積ましめよ、然らば我等が献身的の奉仕は始まるであろう。


  然るに人は多くして地は狭い。土は呪われて徒らに荊棘と薊あざみとを生ずる。加うるに社会組織は乱れて階級は階級を圧制する。虐げらるる者は額に汗するもなお食うことを許されない。


  ここに於いてか生活問題の脅威は大である。人々みな己が家にありて思いわずらう、曰く生命のために何を食らい何を飲むべきか、曰く体のために何を着るべきかと。


  愚かなるかな、生命を懐いて糧のために憂え、体を備えて衣のために悶える人々！思え、汝らの生命は如何にして獲得せられ、汝らの体は如何にして具備せられたかを。汝ら曾て自ら思いわずらって之等のものを造り出さなかったのである。汝らみな価なくして之を受けたではないか。汝らの天の父は汝らの知らざる時、知らざる所に於いて、之を造り、しかして之を汝らに与えたではないか。


  愚かなる者よ、生命と糧と何いずれがまさるか、体と衣と何れが貴いか。汝らのために生命をさえ産み体をさえ造って之を与えた者は、何とてそれに添えて必要なる糧および衣をも汝らに供給しないであろうか。


  生活の保証をと人々はあせり求める、或いは雇主に向かって、或いは社会制度に向かって、或いは国家政府に向かって。何たる見苦しき戸惑いぞ。汝等は神の保証を見ないのか、汝等自ら労せずして受けたところの汝等の生命又は体そのものの中に、何よりも確かな神の保証を。疑いもなく、神は汝等をして飢え又は凍えしめんが為に之等のものを造らなかったのである。もしくは汝等をして思い煩わしめんが為でもない。断じてさる筈がない。神は或る高き目的のために健やかなる生命と体とを造り、之を汝等に与えていう、めぐまれたる子らよ、往け、往って汝等の使命を完うせよと。然るに汝等答えて曰う、父よ、我等飢え且つ凍えんことを恐れる。我等をして先ず何を食らい何を飲み何を着んかを思い煩わしめよ。我等をしてまず何処かに生活の保証を求めしめよ。然るのち我等己が使命に就つくであろうと。さながら生命と体とを神より貰わなかった者の口吻こうふんである。禍いなるかな、勝れる賜物を忘れ、使命を後にして思い煩いを先にする者。


  まず勝れるものを与えて、必然劣れるものを待ち望ましむるは、神の取りたもう途である。「己の聖子みこを惜しまずして我ら凡てのために付わたし給いし者は、などか之にそえて万物を我らに賜わざらんや」（ロマ八の三二）。神の独子にまさる貴き賜物は絶対にない。しかして神は先ずこの至上のものを我等に賜うたのである。ここに人類の偉大なる希望の根拠がある。既にキリストを受けた者が、どうして天国の栄光を望まずにいられようか。既にエホバを捉えた者が、どうして豊かなる生活を期待せずにいられようか。「エホバは我が牧者なり、我れ乏しきことあらじ」（詩二三の一）。我等に造られたる生命がある、故に豊かに養われるであろう。我等に与えられたる体がある、故に美しく装われるであろう。


  
    空の鳥を見よ、播かず、刈らず、倉に収めず、然るに汝らの天の父はこれを養いたもう。汝らは之よりも遥かに優すぐるる者ならずや。汝らのうち誰か思い煩ってその生命を寸陰も延べ得んや。（マタイ六の二六、二七）
  


  真理は研究室よりも寧ろ野にある、神学書よりも寧ろ自然にある。暫く出でて、一羽の鳥、一茎の野花に、尽きせぬ恩恵の音ずれを学べ。


  春、朝まだき、窓外既に喜ばしき囀さえずりの声を聴く。思いわずらいを知らぬ小さきものが、早やその讃美を始めたのである。かくて日の落つるまで、きょうも彼等は福いなる空中の舞踏を続けるであろう。彼等は曾て播かない、刈らない、また貯えない。しかも彼等に糧の欠乏ありしを聞かない。踊りつつ彼等は集め、歌いつつ彼等は啄ついばむ。彼等に生命を与えた者が、ひそかに餌をも所在に備えて、以て彼等を養いたもうのである。


  大空に鳥の歌たかく響きわたる時、地には讃美のこえ絶えて、憐むべき人の子らの呻吟のみ伝わるとは、何たる自然の皮肉ぞ。ああ我等は何ゆえに歌うことが出来ないのか。兄弟姉妹よ、何ゆえに我等は歌い得ないのか。空の鳥をすらかく養う者は実に我等の天の父ではないか。「二羽一銭にて売られる雀」よりも我等は劣る者であるのか。神は如何ばかり遥かに優るる者として我等を造ったかを思え。「われ汝の指のわざなる天を観、なんじの設け給える月と星とを見るに、世の人は如何なるものなれば之をみこころに止め給うや、人の子はいかなるものなれば之を顧み給うや。ただ少しく人を神よりも卑ひくく造りて、栄さかえと尊貴とうときとを被こうぶらせ、又これに聖手のわざを治めしめ、万物をその足下に置き給えり」（詩八の三―六）。また贖われしのちの我等の特権の高さを思え。「見よ、父の我らに賜いし愛の如何に大いなるかを。我ら神の子と称えらる。既に神の子たり」（ヨハネ一書三の一）。この故に人としては、嬰児みどりご、乳児ちのみごの口にさえ讃美を備えられ（マタイ二一の一六）、クリスチャンとしては、詩と讃美と霊の歌とをもて語り合い、また主に向かいて心より且つうたい、かつ讃美せんことを奨められている（エペソ五の一九）。「聖徒は栄光の故によりて喜び、そのふしどにて悦びうたうべし」とあるではないか（詩一四九の五）。然るに何事ぞ、讃美は之を雀や雲雀に譲って、思い煩いは首のうなだるるまでに自ら之を引受けようとする。己が尊貴と神の栄光とを汚すこと之よりも甚だしきはない。浅ましいかな、人の子、殊に神を父と呼ぶクリスチャンのやから。


  自ら思いわずらう事によって我等は生命のために果たして何ほどの貢献を為し得るか。神取らんと欲したもう時に当たって、たとえ一代の名医がその天才を尽くすとても、之を寸陰だに延ばすことが出来ない。生命の建造と保護とは一いつにエホバの聖手にある。「エホバ家を建てたもうにあらずば、建つるものの勤労はむなしく、エホバ城を護りたもうにあらずば、衛士えじの醒め居るは徒労むなしきことなり。なんじら早く起き遅く寝いねて辛苦の糧を食らうは空しきなり」（詩一二七の一、二）。思いわずらいに勝る徒労はない。これ生命の保存ではなくして、却ってその最大の浪費である。


  
    又なにゆえ衣のことを思い煩うや。野の百合は如何にして育つかを思え。労せず、紡がざるなり。されどわれ汝らに告ぐ、栄華を極めたるソロモンだに、その装い、この花の一つにも如しかざりき。今日ありて、明日炉に投げ入れらるる野の草をも神はかく装いたまえば、まして汝らをや。ああ信仰うすき者よ。（マタイ六の二八―三〇）
  


  小だかき丘のかげ、うち繁る小草の間に黙然としてかおる白百合一輪、之を見出でて心躍らぬほどの者はめぐみに与かるべくもない。


  その気高き装いは誰が手のわざか。無心の野花に思い煩いはない。百合は曾て自ら労せず、自ら紡がないのである。ただ己に体を与えし者に凡てを委せて、その装いたもうままにかおるのみ。神は野の草を生え出でしめたが故に、また之がために美しき衣を備えたもうのである。


  神の備えたもう装いの美しさよ。人の技巧に成る装いの卑しさよ。


  人そのものは一切の聖手のわざを治むるの地位に立たしめられ、諸の天、その星と日と月、全地、その万物、野の獣、空の鳥、海の魚、諸の海路をかようものまで、みな其の足下に置かれている。かくて一人の嬰児みどりご乳児ちのみごに全宇宙を以てしても代えがたき尊貴がある。しかして人のうちのいとも位高きもの、大王ソロモン、しかしてまた彼自身が栄華の極みにあった時のその比たぐいなき装い（ソロモンの栄華が如何ばかり盛んなるものであったかは歴代志下九の一五以下を見よ）、恐らくそれは人の手の営み得るかぎりの美しさであって、世は前にも後にも之にまさるものを示し得ないであろう。人の自ら思いわずらって造り出すべき装いは此処に至って窮まる。


  然るにこの燦爛として眩まばゆき大王の栄華を、一たび野の百合に対比せよ。人そのものを神のわざとして見て、栄光に充つる大自然の全体だに、その貴さ、乳児ちのみごのひとりにも如しかないことを我等は知った。然るにいま人のわざに着目する時、栄華を極めたるソロモンだに、その装い、自然のうちのいと小さき野花の一つにも如しかないことを見るのである。何たる対照！何たる倒錯！何たる諷刺！


  価値判断は神の目に於いて顛倒する。自然に近きものほど、装いとして美しくある。柔和、恬静なる霊の婦人が、それにふさわしき飾りなき清潔の衣を纏まといたる、又は忠実なる農夫が土に塗れし粗布の労働服を着けたる、いずれも遥かにソロモンの装いにまさりて、美しき好箇の画題である。虚飾を排斥せよ。美は人の技巧に無い、神の直接のみわざにある、もしくはそれに似たるものの中にある。もし多くの人が、殊に婦人たちが、この一つの単純なる真理に目さむるならば、如何ばかり無益の思いわずらいが節約せられ得るであろう。かつまた如何ばかり我等の社会が美化せられ得るであろう。


  体を与えし造り主は、またそれに添えて適ふさわしき衣を備える。これその者をして使命を完うせしめんがためである。野の草の使命は何か。恐らくは一夕、村の童らの鎌にかけられて、貧しき竈かまどを温むるの料とせらるる時に、彼等の謙遜なる望みは足るのであろう。かく今日ありて明日炉に投げ入れらるる野の草をすら、まばゆきほどの美しさを以て神は装いたもうものを、まして我等をや。ああ我等の使命は何か。人として、クリスチャンとして、我等の負わせられたる使命は何か。思うてここに至る時、「ああ信仰うすき者よ」との一言が両刃の剣のように我等を刺すを覚える。まことに思い煩いはただ迷謬ではない、不信である、罪悪である。


  
    さらば何を食らい、何を飲み、何を着んとて、思い煩うなかれ。これみな異邦人の切に求むる所なり。汝らの天の父は凡てこれらの物の汝らに必要なるを知り給うなり。（マタイ六の三一、三二）
  


  棄てよ、不信のこころを。やめよ、思い煩いを。父の愛の充つる世界にありながら、何を食らおうか何を飲もうか、何を着ようかと、如何に不信者（異邦人）らしき心理よ。我ら願わくは信頼ぶかき子どもの如くあらんことを。凡て之等のものの我等に無くてならぬ事を、我等自身よりも能よく知っている者は天の父である。彼をして我らのために適当なる糧と衣とを備えしめよ。しかして我等をして彼を信じつつ委ねられたる使命のために全力を尽くさしめよ。


  再び問う、我等の使命は何か。人として、クリスチャンとして（クリスチャンは人の最も人らしきものに過ぎない）、我等に負わせられたる使命は何か。


  
    まず神の国と神の義とを求めよ。然らば凡てこれらの物は汝らに加えらるべし。（マタイ六の三三）
  


  神はまことに我等をして食いもの飲みもの着物の類を思い煩わしめんが為に我等を造り又は贖い給わなかったのである。否、彼の目に於ける我等の貴さは我等自身の日ごろ想像するよりも遥かにまさる。彼は我等をして彼自身の仲間たらしめんことを欲するのである。換言すれば、彼は己の国を、己の義を、そのままに我等のものたらしめんことを欲するのである。我等が天国の民たらんこと、しかして神の義なるが如くに義なるものとならんこと、ここに我等の使命がある。糧と衣との思いわずらいではない、神の国と神の義との追求である。そのための生命であり、そのための体である。


  求めよ、天国を、義を。之を求めつつある時にのみ我等は天の父のみむねにかなって己が本分を尽くしつつあるのである。子弟が余念なく修学しつつある時、之に学資を給しない父兄があろうか。軍人が生命を賭して国の為に戦いつつある時、之に兵糧を送らない国民があろうか。然らば我等の天の父を世の父兄又は国民よりも劣るものとなすは誰であるか。疑う者は先ず自ら試みよ。試みに先ず汝の一切をささげて神の国と義とを求めて見よ。証明は実験にある。疑いの声を出す者はみな実験を惜しむ卑怯の徒である。私は敢えて問う、天国と神の義との追求にその生涯をささげたる聖徒らにして、「わがさかづきは溢るるなり」との歓びの叫びを挙げなかった者が唯の一人でもかつてあったかと。あらば私に告げよ、読者よ、如何。


  しかし私は強いて多くの人の執拗なる懐疑に一歩を譲って、或る場合を仮想する。もしここにひとりの男もしくは女が、イエスの奨めに従って、神の国と神の義との追求に一切をささげたが為に、例えば餓死してしまったとせよ。


  すべての人がいとつまらぬ思い煩いの為に討ち死にしつつある間に、ひとり天国と神の義とのための戦死！ああそれは如何ばかりの光栄ぞ、幸福ぞ。かくて斃たおれたる彼又は彼女に何の後悔の念おもいがあり得ようか。かえって之を羨むことを知らない者こそ呪われたる人でなければならぬ。


  
    この故に明日のことを思い煩うなかれ、明日は明日みずから思い煩わん。一日の苦労は一日にて足れり。（マタイ六の三四）
  


  今日に迫れる餓死又は凍死の危険はない。すべての思い煩いは少なくとも明日以後に係わると言うことが出来る。未だ実現せざる、しかして実際ついに実現せずに終るべき危険のために、人々は思いわずらいつつあるのである。


  さらぬだになやみ多き人生である。思いわずらわずとも我等の経験すべき苦労は決して少なくない。何を苦しんで重荷の上に更に無益の重荷を重ねようか。今日には今日に属する苦労がある。きょう一日の分としてはそれにて既に足るのである。然るをそれにて足らずとて、慾ふかくも明日の分までをも盗み来たり、かくて苦労の上になお思い煩いを積むものは誰であるか。明日に属する苦労は明日自身をして之に当らしめよ。しかして知る人ぞ知る、明日がやがて今日の限界内に移り来る時、それは糧と衣との危険をまた次の一日に委ねて来ることを。


  クリスチャンもまた神に似て永遠の現在に生きる。彼は後ろにあるものを忘れる、それと共に明日のことを思いわずらわない。ただ今日と称うるうちに神の国と神の義とを求めてしかして自ら安んずる。かくの如くにして今日既に彼は神の国に在るのである。


  〔第三四号、一九二三年四月〕


  



  第三 患難について


  一　患難問答　最も善き事


  問 「あなたは今度の災害（大正十二年関東大震災。――編者）を国民に対する神の審判と見るならば、多くの罹災者もまた自分の罪のために罰せられたのであると考えますか。」


  答 「いや、断じてそうではありません。そういう風な考え方は、何か言いがたき不快を覚えさせるほど私に縁遠きものであります。人（個人）の患難を見て、冷ややかにも直ちにその人の罪を連想するような心持はイエスの僕たる者の胸のうちに場所を見出すべからざるものであると私は信じます。その事を教えんがためにヨブ記という世界最大の書が著わされたではありませんか。又イザヤが「まことに彼は我らの病患なやみを負い我らの悲しみを担えり。然るに我ら思えらく、彼はせめられ、神にうたれ苦しめらるるなりと。」と言ったのも、かかる高ぶりの心情に対する大いなる皮肉ではありませんか（ヨハネ九の三参照）。私は今度の罹災者もまた我らの病患を負い我らの悲しみを担ったのであると信じます。彼らは我らに代わって撃たれたのであります。我らは彼らに負う所こそあれ、審くべき何ものをも有もちません。私はただ心よりの哀悼と同情とを彼らに寄せるのみであります。」


  問 「然らばなぜ彼らのみが選ばれたのでありましょうか。」


  答 「それはほんとうに聖旨みこころであります。神は彼らひとりびとりについて、最も善き事を為したもうたのであるに相違ありません。そしてその動機は深き深き愛であったに相違ありません。恐らくすべての罹災者が、此の事なかりせば受くべからざりし大いなる恩恵を既に受け、又は受けんとしつつあるのでありましょう。そして大いなる災害が彼ら自身にとっては大いなる感謝に値するのでありましょう。例えば横浜フェリス女学校長ミス・カイパーの立派なる最期のことなどを聞きます時に、私共は不幸というごとき感じを悉く忘れて、彼女のために感謝の声を挙げざるを得ません。神は確かに彼女を選びて最も善き事を行いたまいました。そしてその他の人々の場合にも、神の方より見ましたならば、みな同様であろうと思います。」


  問 「あなたのいわゆる最も善き事とは何ですか、霊性の進歩とでもいうような事を意味しますか。」


  答 「霊性の進歩はすぐれて善き事ではありますが、しかしそれにもまさりて最も善き事があります。聖旨の成る事であります。人生の或る患難は余りに深刻であって、それが自分の霊性の進歩のために与えられし恩恵であると聞いても、なお尽きざる所あるの思いを禁じ得ません。しかし最後にそれが神自身のためであることを知る時に、私共の心は満たされて余りあります。けだし聖旨の成就は霊性の進歩よりも遥かにまさる事なるが故であります。人は結局自分の為に生き得るものでありません。生命は愛であります、従って生命は相対的存在者であります。生命は愛する者に己をささぐるに由てのみ充実します。そしてその愛の対象たる人格が偉大であればあるほど、生命の充実は全きを得るのであります。神のため、その聖旨の成就のためにわが生命をささぐるにまさる幸福が何処にありましょうか。人生最も善き事は神の聖旨の成就であります。そのための患難と解して、患難は最大の恩恵であり、特権であり、幸福であります。」


  
    注 フェリス女学校長ミス・カイパーは、震災当時校舎の梁の下敷になりながら、救助に来たらんとする女生徒を危険の故に制止し、別辞を述べ、讃美歌「ややにうつりきし」を歌いつつ、猛火につつまれて聖国に去ったとの事であります。何たる壮烈の最期でしょう！
  


  〔第四一号、一九二三年一一月〕


  二　嬰児の死　或る幼き姉妹の告別式に臨みて


  ひとりの嬰児おさなご殊に小さき乳児ちのみごの死は、世の人々より見れば何でもない事であります。役場の吏員りいんは訳もなく戸籍帳簿に一本の棒を引くでありましょう。医者は無雑作に死亡統計に一つの数を加えるでありましょう。かくて何ら特別の注意を惹くこともなく、物の失せしが如くに忘れ去られるでありましょう。


  しかしながら世の人々に取って何でもないこの一つの出来事は、その父たり母たる者に取っては最大の問題であります。彼らに取っては実に全世界を失うにまさる問題なのであります。おのが愛する子を失う事、その事よりも心を衝つかれる何事がありましょうか。


  何いずれが果たして正当でしょうか。嬰児の生と死とは顧みるに足らぬ小事であるか、或いはその中に何か深き意味があるのであるか。神は果たして如何にこの問題を見たもうのでありましょうか。


  イエスは常に嬰児を重んじたまいました。彼は言いました、「幼児らを許せ、我に来るを止むな、天国はかくのごとき者の国なり」と。また「まことに汝らに告ぐ、もし汝ら翻りて幼児おさなごの如くならずば、天国に入いるを得じ。されば誰にてもこの幼児のごとく己を卑ひくうする者は、これ天国にて大いなる者なり。また我が名のためにかくのごとき一人の幼児を受くる者は、我を受くるなり」と。殊に注意すべきはその後に附け加えられし次の一言であります。


  
    汝ら慎みてこの小さき者の一人をも侮るな、我なんじらに告ぐ、彼らの聖使みつかいたちは天にありて天にいますわが父の御顔を常に見るなり。（マタイ一八の一〇）
  


  言葉は少しく不思議でありますが、意味は解するに難くありません。彼らの聖使みつかいたちは天にありて神の聖顔みかおを常に見るというは、神の聖座にいと近き所に侍する天使たち、即ち多くの天使たちのうち最も位高き少数の天使たちが、特別に嬰児の保護者として選ばれているとの意味でありましょう。言い換えれば、神は宇宙間何ものにも勝りて嬰児を重んじたもうとのことであります。実に驚くべきみことばであります。


  何故に数えるに足らぬ嬰児が神の眼にさほどに貴いのでありましょうか。その問題に答えて、ユダヤの詩人が既に数千年前に申しました。


  
    我らの主エホバよ、なんじの聖名みなは地にあまねくして尊きかな。その栄光を天におきたまえり。なんじは嬰児おさなごちのみごの口により力の基をおきて敵にそなえたまえり。こは仇人あたびととうらみを報いるものとを鎮静おししづめんがためなり。（詩八の一、二）
  


  神はその栄光を天におきたもう。太陽と月と美しき遊星、更にその一つ一つが太陽であるところの無数の恒星、涯はてしなき蒼穹に各々幾億万哩の距離を隔てながら荘大無比の密集団を形造って輝いているあの星また星、あすこに言いがたき神の栄光が顕われている。しかしながら天のすべての栄光にもまして地には神の尊き聖名が崇められつつあると詩人は言うのであります。地の何ものによってでありましょうか。曰く嬰児おさなごであります、乳児ちのみごであります。神はまだ片言さえ操られぬ乳児の口に城砦を築いて以て彼の敵に備えたもう、神の栄光を汚さんとするサタンとその軍勢とを之によって鎮静せしめたもうというのであります。その奇しき勝利によってあまねく聖名を発揚したもうというのであります。


  それは戯言たわごとでありましょうか、はた誇張でありましょうか。否、それは驚くべきしかしながら疑うべからざる事実ではありませんか。嬰児乳児を子にもつ親は知るのであります、その母の胸によりすがれる小さきもののあどけなき口の動きに、いじらしき眼の輝きに、そのすべての挙動に、然り、ただその存在その事に、言うべからざる不思議が籠もっていることを。彼らの柔らかきほほえみに天使の面影がないと誰が言いましょう。彼らの身のまわりに何処となく天国の余光が漂っていないと誰が申しましょう。実に天上幾千万の星にもまして地上一人の嬰児こそは驚くべき奇蹟であります。その小さき身の中に限りなき栄光が秘められてあるのであります。その無意味なるが如く見える一切の行動は神に対する大いなる讃美であります。サタンの軍勢もこの純潔にして無邪気なる奉仕の前には攻撃の鋒先を悉く鈍らせざるを得ないのであります。まことに聖徒の強き信仰にも勝りて堅固なる城砦は嬰児乳児の口であります。


  故にたとえ世にあること僅かに数ヶ月に過ぎませんでも、彼らの生涯は立派なる勝利の生涯であります、彼らの死は神の前に貴き凱旋であります。今日野にありて明日炉に投げ入れられる一輪の百合すらソロモンの栄華の極みにもまさる栄光を帯びるではありませんか。必ずしも短きを惜しむに足りません。神の眼には千年も一日に過ぎません。長さではありません、質であります。いかによく神の栄光を顕わすことが出来たか、それによって人の生涯の価値が定まるのであります。


  嬰児の生涯が栄光の生涯であるように、その死もまた栄光の死であります。嬰児に罪はありません。彼は死するに当たりて自ら罪なくして苦しむのであります。罪なき者の死！それは正しく贖罪の死ではありませんか、或る程度に於いてイエスの十字架の再現ではありませんか。嬰児の臨終を見守る親の胸が剣にて刺し貫かるるのおもいあるは、主としてその為ではありませんか。嬰児の死は殉教者の死よりも貴き犠牲の死であります。まことに栄光の死であります。


  もしキリストの十字架が全人類の運命を永久的に変化せしめるほどの事実であるならば、もしイエスの死が宇宙万物の大調和を復興せしめるほどの原因であるならば、然らば嬰児の死もまた何らかの有力なる原因でなくてはなりません。少なくともそれは両親の生涯を一変せしめるに足るだけの事実ではありませんか。


  一たびその経験をもった者はみな言うのであります、人生最も辛き事は子を失う事であると。私は自ら経験せざるが故にその味を知りません。しかしながら人の経験の辛さは随分と深刻な所まで往き得るものであるのに、その最も甚だしきものとしてすべての経験者が殆ど例外なく一致するところのこの酒杯は、余程苦いものであるに相違ありません。それを思って私は両親の君たちと共に泣きたくあります。同情の及ばない事を憾うらみとします。何の言葉を以て慰め上げましょうか。


  ただ私にも私相応の一つの経験があります。今は私もまた少しく苦き酒杯について語ることを許され得るとおもいます。ここに私は明白に申上げます。患難は最大の恩恵であると。患難に遭わずして神に近づくことは出来ません。十字架を負わずして神を識しることは出来ません。少なくとも私一人の実験としては、涙の中より神を見上ぐる時に、最も明らかに聖顔を拝することが出来るのであります。そして神の聖顔を仰ぐにまさる福さいわいが何処にありますか。神の心を識るに勝る善事が何処にありますか。


  神はその愛する者を懲らしめたまいます。殊にその生涯の危機に於いて。然らば人生最も辛き経験と称せらるるものに遭遇するが如きは、まさしく意味深き時ではありますまいか。愛する者を天国に送るは大いなる経験であります。これ実は送るにあらずして共に往くのであります。生涯の立場の一変であります。今より後天国本位の生涯が始まるのであります、始まらなければなりません。従って必ずや多くの新しき恩恵と能力とが加えられるでありましょう。再び新しき家庭が実現するでありましょう。


  嬰児の生涯はいと小さき蕾つぼみのままに散りました。しかし勿論それで終ったのではありません。蕾はかの国に至って膨らみつつあります、生命はなおも成長を続けつつあります。しかも今はすべての苦痛を取り除かれて。かくて私は信じます、来たるべき復活の晨あしたには、もはや昨日までの如き幼稚にして惨ましき姿に於いてではなく、生命発達の絶頂に於ける最も美しき装いに於いて、再び彼女を抱き、永遠にわが子として抱くを得るであろうことを。


  〔第五四号一九二四年一二月〕


  三　神を義とすること


  信ずるとは何か。ヘブル語にて「アーマン」という。アブラハムがエホバを信じてその信仰を義と認められたという時に、「彼はエホバを（に）アーマンした」とある（創世一五の六）。アーマンはアーメンと同義の動詞である。アブラハムはエホバに対してただアーメン（然り）と言ったのである。いかばかり理性にかなわず常識にそむく事であっても、いやしくもエホバの言いたもう事、為したもう事である以上、アブラハムはただ然りと言って無条件に之を受け入れたのである。ただそれだけである。それが彼の信仰であった。しかしてその信仰をエホバは彼の義と認めたのであった。


  信ずるとはかくのごとくにアーマンすることである。ただアーメンのみを以て神に対することである。彼の一切を単純に無条件に肯定することである。彼が与えるというものは、よしいかばかり値せざる高大なる恩恵であっても、遠慮せず狐疑せず辞退せずしてこれを受けることである。彼が奪い取るものは、よしいかばかり手放しがたき惜しきものであっても、つぶやかず逆わず背かずしてこれを聖手に委ねることである。いかなる場合にも目を閉じ彼の為すがままに従うことである。即ち文字どおりの盲従である。神に対して盲従すること、これを信仰という。


  少しく言い換えれば、信仰とは神を義とすることである。神の道はすべてそのままに「義しい」と定めてしまうことである。神が神である限り、これは当然の事でなければならぬ。「されば汝ものいうときは義しとせられ、なんじ審判さばくときは咎なしとせられたもう」とダビデはいった（詩五一の四）。そのとき彼は真の信仰を言い表わしたのであった。「なんじの道は義なるかな、真なるかな」と殉教者らが歌うをヨハネは聞いた（黙示録一五の三）。そのとき彼は真の信仰の告白を聞いたのであった。神は永遠より永遠までを目ざして、人の解しがたき大股を以て、憚らず踏みつけ踏みつけ歩み給う。我らは踏みつけられながら、ただ神の道であるがゆえにこれを不義とせずして義とし、しかして之を甘受する。その時我らはすなわち神を信ずる者である。


  アブラハムは夫妻ともにすでに年老いて死にたるごとき状であるにも拘わらず、天の星にたぐうべき数多の子孫を与えんとの神の約束を聞いて、神を義とした。しかしてアーメンを以てこれに応じた。彼はまたその後、漸くにして与えられたる独子イサクを燔祭として献げよとの神の命令を聞いて、再び彼を義とした。しかしてアーメンを以てこれに応じた。理性は何とでも言わば言え、常識は何とでも言わば言え、人情または道徳または世の人は何とでも言わば言え、アブラハムはただ目を盲にし、心を石にして、頭から無条件に神の道を義としたのである。


  私は如何にして神を義とすることを学んだか。五年前に私の妻が逝った。人には何でもなきこの出来事が、私には嘗め得るかぎりの苦杯であった。私のいのりは投げやられ私の信頼は裏切られた（と私は思った）。私は神を見失った。私は彼を恨み、彼を責め、彼を疑った。告別の式の日が来た。某教会堂の教壇の前に彼女のなきがらをすえ、数多の会衆に取囲まれながら、黙然として私は坐した。私の心は暗黒そのものであった。友人の司会により式は始まった。恩師は壇上に立った。力づよき錆び声の演説は始まった。あたかも私の心を代言するかのごとき数句がつづいた。しかしそののちに「しかしながら神様にもまた申し分があると信じます」との前置に次いで、左のごとき一句が来た、曰く「私どもは神様の御言葉を聞き、その聖業みわざを義とし奉るべきであります」と。神の聖業を義とし奉るべきであります！この一言が私の耳に響いたときに、私の心の奥底から確実なるアーメンが湧き上った。ほんとうにそうである。神の為したもうた事である。私は有無をいわず頭を下ぐべきである。たとい死であればとて、彼のみわざを彼是あれこれと批議すべき筋が何処にあろうか。アーメン！アーメン！


  
    神を義と！ああ然り、私のために


    　準蝿なわはトペテの谷に落ちても


    　わたしは神を義とすべきである。


    さらば私は血まみれのまま


    　受けよう、感謝して、すべての笞むちを、


    　讃めたたえよう、聖名を、とこしえに。


    かく思いさだめしその時に


    　わたしの霊は会堂を脱ぬけて


    　かがやく栄光の国にあった。


    ――羔の婚姻第一歌より
  


  そのとき真実に私の霊は私の肉体を離れ、会堂を脱けて、何処かいと福さいわいなる国に入った。私の周囲には光が充ち満ちて居った。私ははじめて鮮やかに神を見た。


  かくして私は神を義とすることを学んだ。それは私にとっては最大なる経験であった。私の回心であり更生であった。その時までも回心更生の前味はなかったではない。しかし私が確実に新生命を獲得したのは実にこの日であった。


  〔第八四号、一九二七年六月〕


  四　祝福の病床　病床旬日の感


  病気そのものが本来の性質上、慕い求むべきものでない事は言うまでもない。聖書の教える所によれば（デリッチの研究に従う）、第一に、病気の本質的理由は神の怒りにある。「われらは汝の怒りによりて消えうせ、汝の憤りによりて怖おじまどう」（詩九〇の七）。「エホバよ、願わくは憤りをもて我をせめ、烈しき怒りをもて我をこらしめたもうなかれ。……われ萎みおとろえるなり」（詩六の一、二）。罪（人類の）がある、故に神の怒りがある。怒りがある、故に霊魂の衰弱と天然の萎靡いびとがある。人の堕落ゆえに、すべての造られたるものは虚無に服せしめられた（ロマ八の二〇）。天然は人知れず大いなる萎靡負頽に苦しんでいる。しかして人の肉体は天然の一部である。故に肉体の病気もまた「造られたるものの歎き」（ロマ八の二二）に属し、神の怒りの発現を証あかしする。病気をその根本に遡って観察するとき、この性質を否定することが出来ない。


  第二に、病気の本質的状態は混乱である。「人床にありて疼痛いたみに攻められ、その骨の中に絶えず戦闘たたかいのあるあり」（ヨブ三三の一九）。戦闘の原語 rib は shalom（平和）の反対であって、力と力との間に相互的調和が失われたる状態を示す。病気は人の生命を組立つる諸要素の間に於ける調和の消失である、平衡の混乱である、その相互的敵対である。身体と血気と霊との諸勢力が各自の中にまた相互の間に平和を維持するとき、その状態を呼んで健康という。旧約聖書は平和と健康とに同一の語（shalom）を共用する。平和即ち健康である。これに反して病気は戦闘であり、騒擾であり、混乱である。


  第三に、病気の本質的経過は死への傾向である。聖書に「癒える」ことを「生きる」（chaiah）という。故に病むはやがて死ぬのである。聖書を待つまでもなく何人もその事を知る。


  理由に於いては怒りであり、状態に於いては混乱であり、傾向に於いては死である。その出発点よりその目標まで、病気自体に美わしき所は一つもない。


  この故に通常、病気は人生最大の不幸の一つと見られる。この不幸より脱るべく人々はあらゆる熱心をそそぐ。癒されんがためには如何なる犠牲を払うことをも惜しまない。霊魂のなやみを憂えるものは少なくして、肉体の平安を希うものは巷に満ちる。二人暫くぶりに相会するとき、互いにまず問うはこの意味に於ける平安である。神癒を標傍するところ老若男女の蝟集いしゅうせざるはない。癒されしものの感謝は熱くしてその証詞は高い。


  しかしながらかくのごとくにのみ病気を見るは果たして正当なる見方であるか。病気は如何なる場合にも禍いであるか。これに罹かかりしものはひたすら癒されんことをのみ願うべきであるか。我らはイエスが或る人の盲目について「この人の罪にも親の罪にもあらず、ただ彼の上に神の業の顕われんためなり」と言ったことを知る（ヨハネ九の三）。またヨブの悪疾は彼に対する神の愛より出たことを知る。またパウロがその肉体の刺の取り去られんことを祈ったときに、「わが恩恵めぐみなんじに足れり」との答を聴いたことを知る（後コリント一二の九）。病気を見るに必ずしも暗き方面よりのみすべきでない事は確かである。我らはここに病気の明るき見方の一二を考えて見ようと思う。


  まず注意すべきは、病人のみが病人でない事である。医学は知らず、聖書の立場よりすれば、世に病人ならぬものは一人もないのである。人の霊魂とその身体との間に密接の関係がある。霊魂が義しき状態にあらぬときに、身体もまた調和の状態にあるを得ない。何となれば曲がれる霊魂は或いは積極的に身体を罪の衝動の道具として用い、或いは消極的にこれが制御を誤まりてその機能を撹乱に導くからである。故に病気の起源は堕落の始めに遡る。アダムが罪を犯した日に彼は既に病めるものとなったのである。その日以来、入はみな罪人であり又みな病人である。之を霊魂について見れば、「義人なし、一人だになし」である（ロマ三の一〇）。倫理的に見て優れたる義人も神の前には大いなる罪人である。同じようにこれを身体について見れば、「健康者なし、一人だになし」である。医学的に見て珍しき健康体も創造者の前には甚だしき病体である。


  この事実はまた他の方面よりも立証せられる。先に見た通り、人の肉体は天然の一部である（創世二の七）。しかして天然は或る理由によって既に創造当初の完さを失い、その全体として滅亡の僕たる状態にあるとは、聖書が教える重大なる真理の一つである。天然全体が病者である。万物が病の床に呻吟しているのである。完全なる健康状態は何処にもない。人という人はみな病人である


  この故にいわゆる病人は特に病気の人ではなくして、病気の自覚ある人たるに外ならない。いわゆる健康者は自覚なき病人に過ぎない。


  しかしてすべて自覚者は福いである。何はともあれ、彼らは実在なるものの一端に触れたのであって従って人生に関する正確なる知識の緒いとぐちを握ったのである。この経験は決して軽んずべきものでない。自覚なきところに人生はない。故に古の哲人は「まず汝自身を知れ」と叫んだのである。すべての自覚は高き代価を払うに値する特権である。


  「心の貧しき者は福いなり」とイエスは言った。客観的に見て、世に心の貧しからぬ者があろうか。義人なし、一人だになしである。人はみな霊的の乞食である。然るにも拘わらず、多くの人はそれを自覚しない。世のいわゆる義人、道徳家は自覚なき不義者に外ならない。イエスが謂うところの心の貧しき者はただその自覚ある者である。彼らはその自覚のゆえに福いである。同じ真理をイエスはまた別の言葉に表わしていった、「健やかなる者は医者を要せず、ただ病める者これを要す……我は正しき者を招かんとにあらで、罪人を招かんとて来たれり」と。


  病気の自覚は無力と苦痛と寂寞との自覚である。しかしてその故に人々は病気を厭う。何ぞ知ろう、この自覚こそ却って真実にして健全なる経験であることを。


  思うに人々は人生について甚だしき誤解を抱いている。彼らは恰もアダム夫妻の大いなる間違いが曾て無かったかのように考えている。彼らは今の人生をこのままに享味エンジョイしようと欲している。しかし聖書の教えるところによれば、宇宙は創造の始めとは全く別のものに変わってしまったのである。今の世界は悪しき酒に酔い且つ狂える世界である。これと共に歌いこれと共に踊るほど愚かなる事はない。真実に生きんと欲するものは必ず世に対して死なねばならぬ。


  病床に於いて我らに醒めくる無力と苦痛と寂寞とは、即ち我らが世に対して死ぬことの実際的訓練の一つである。病気は少なくとも暫時我らを世より葬る。しかしてかく葬らるるは福いである。何となればその時人の真実の故郷をおもう思いが我らの胸に湧くからである。


  人の故郷は何処にあるか。「永遠」にある、永遠の父の家こそ我らの住処である。「永遠」の幻を以てしなければ我らの霊魂の饑は満たされない。然るに世と共に歩むとき幻は我らの眼より消え失せる。身いよいよ肥えて魂いよいよ衰える人の何ぞ多いか。


  病床は幻を見るに適する。ここに我らは苦痛や孤独に促されて、我らの眼を世より人よりそむけ、之を挙げて山にむける。病者は他の一切の事に無能である。しかしただ祈りの事に有能であり得る。病室の空気は世の擾乱の噂を伝えるには余りに重い。しかし静かなる細き声を聴くにふさう。主は病める者を顧み、屡々その枕頭をおとずれたもう。彼はわづらう者を慰め、これを祝福するをこのみたもう。


  もし私の信ずるように、人生の目的は神を知るにあるとするならば、然らば病気の意味は深い。之がために蒙るべきすべての損失も、永遠の立場より見て畢竟ひっきよう何であるか。


  病室人なく、窓外風やみて、夕日地のはてよりガラス戸を射る。「平安なれ」とわがたましいに告ぐる声をきく。


  〔第七〇号、一九二六年四月〕


  五　病床感話


  〔一九二九年十二月八日朝、集会の感話として病床にて口授したるもの。――編者〕


  
    かくて我わが前さきに天より聞きし声のまた我に語りて『汝往きて海と地とに跨またがりて立てる御使みつかいの手にある展ひらきたる巻物を取れ』と言うを聞けり。われ御使のもとに往きて小さき巻物を我に与えんことを請いたれば、彼いう『これを取りて食らい尽くせ、さらば汝の腹苦くならん、然れどもその口には蜜のごとく甘からん。』われ御使の手より小さき巻物をとりて食らい尽くしたれば、口には蜜のごとく甘かりしが、食らいし後わが腹は苦くなれり。（黙示録第十章八～十節）
  


  使徒ヨハネは一人の天の使いから小さな巻物を受けとってそれを食べました。すると口には大変に甘くお腹には大変に苦くありました。私も今度神様の使いから小さな巻物を戴きました。そうしてそれを食べさせられました。ヨハネの巻物は世界の審判に関するものでありましたが、私の戴いたものはヨハネのそれとは違って、私一個に関する極小さなものに過ぎませんでした。それは即ち私の病気でありました。私は自分の病気が自分の不注意に本づくことを知っています。そうして神様に対して、また私を愛する人に対して、その外すべて私と関係ある人々に対して、誠に申訳なく感じて居ります。しかしそれにも拘わらず、私はこの病気がやはり神様のおゆるしなしには起こらなかったことを信じます。否これもまた神様御自身の聖心による、神様御自身のみ業であることを信じます。一羽の雀さえ聖心みこころによらなければ地に隕ちません。どんな小さな事でも悉く神様の御業であるということは、近年に至って私の愈々いよいよハッキリと思わせられる真理であります。


  私の病気はそれ故神様から戴いた賜物であるとしか考えられません。そうしてこの病気は偶然にもお腹に関するものでありましたから、私がそれを食べましたときにお腹は苦くありました。ただそれは肉体の苦痛であったばかりでなく、また様々の意味に於いて私の苦痛でありました。たとえば、そのために安息日の礼拝に出席できないこと、また尽くさねばならぬ勤めを尽くすことが出来ないこと、多くの人にわずらいをかけることなどは、みな私にとっての苦痛より外のものではありません。私のしようとすることが善きことであり、神様の聖心に叶うことであると思えば、尚更それを妨げられたことが残念でもあり、不思議でもあります。神様のなさることは昔も今も変わらず、苦いもので満ちて居ります。私がもし神様に対する絶対の信頼を有もっていませんでしたら、かかる苦痛も堪え易きものでなかったに相違ありません。しかしながら、私にとってもまたヨハネにとってと同じ様に、もう一面の消息があるのであります。ヨハネのお腹に苦くあった巻物は、彼の口には大変にスイートなものでありました。丁度その様に、私に与えられた辛い賜物も、私にはまた最も甘美なものと感ぜられざるを得ないのであります。私を喜ばせるものは多くありますが、何よりも勝るものは神様を知ることであります。神様を知り、その真理に与あずかるということが、どんなに恵まれた事であり、かつ自分にとって力づよき事であるかということを、近年私は泌み泌みと味わわせられました。もしこの一つの経験がありませんでしたら、過去数年の間私はどんな谷底におちいっていたかわかりません。神の真理の甘さが私を救ってくれた唯一の力でありました。そして不思議なことに、神の真理の甘さは所謂幸福の中に於いてよりも、むしろ苦痛の中に於いて一層ハッキリとさとられるのであります。神様の御業が自分にとって辛くあるとき、それが自分の願いに背き予定を打破し、自分の理解を超越するときに、始めて神様がどういう方であるかをハッキリと知ることが出来るのであります。私は今度の病気におきましても、また新しくその事を経験しました。偶然なことが原因になって、重大な結果を惹き起こすことなど、普通の考えからは余りに心外なことと思われます。私の今度の病気も一寸した不注意がもとになって、意外の重態にたち至ったらしくあります。神様は何故そういう意地悪をなし給うのであるかとさえ、思われないではありません。しかし私は知っています、神様のなさり方はいつもそれであることを。それが何故であるか、理由を知りません。しかし神様のなし給うたことであります。それ故にそれが一番いいことであったに相違ありません。そうして私の様なものがこの様に理智にも感情にも欲求にも背く様な事の中に在って、神様に絶対の信頼と感謝と讃美とを捧げ得るということ、そのこと自体が、驚異すべき恩恵でなくてはなりません。私はこういう心持が自分に与えられたと云うだけで、神を讃美せざるを得ないのであります。神様は本当に讃美すべき方であります。すべての苦きものが甘くせられます。すべての暗きものが明るくせられます。神様を信じ神様と共にあるということその事が、やはり人生の至上善であると思います。私の巻物は苦くあると共に甘くあります。それは蜂の巣の滴したたりにも勝る甘さであります。私は今日一言このことを御報告して讃美を共にしたくあります。


  〔第一二二号、一九三〇年八月〕


  六　病床の三発見


  〔一九三〇年二月二日安息日の朝集会の為に病臥のまま自ら執筆したるもの。――編者〕


  皆さんにお目にかからないのも昨年秋以来の事です。随分久しくなりました。今度こそと思っていましたが、どうしても医者の許しが出ません。それで、出席の代わりに今日は一言所感を代読していただきます。


  病床に於いて私は色々のものを発見しました。その中三つだけをここに報告したいとおもいます。


  第一は、食物の味についてであります。胃病だから又食物の話かと笑わないで下さい。


  度々絶食したあとで少しづつ摂取する食物がどんなに味のよいものであるかは、経験して見なければ到底分りません。皆さんもどうですか、一度試みて御覧になったら。およそその種類の如何を問わず、何でもであります。牛乳でもスープでも、ビスケットでもカステラでも、お交まじりでも葛湯でも、ジャガイモやホウレンソーのウラゴシでも、乃至は氷の一かけでも、一切です。一切私の舌に触れるかぎりの食物が、みな驚くべき美味を備えている事を私は初めて発見しました。ミルトンの楽園喪失に、アダムとエバとが天の使いをもてなした御馳走の事が書いてありますが、此頃私が病床においていただく御馳走は決してそれに劣りません。それこそは所謂いわゆる山海の珍味ばかりです。


  これは何故ですか。飢えのためであるといえば至って簡単に説明がつきます。そうしてそれに相違はありません。ダンテも「飢えをもってドングリに味をつける」と申して居ります。しかし私はもう一歩進んで尋ねます。なぜ飢えが物に味をつけるのですか。どんなに飢えたからといって、まさか塵芥ちりあくたや垢などにまで味がつく訳はありますまい。物がおいしいのは、たしかにその物の味と我々の舌又は腹との間に微妙な調和が存在するからであります。聖書に「目に日を見るは楽し」とあります。日の光と我々の目との間に美しい調和が備えられてあるからであります。つまり光は目のため、目は光のためです。同じように、聖書には又「食物は腹のため、腹は食物のため」とあります。神様は人をおつくりになると共に、又その食物をおつくりになりました。そうして二者の間に微妙な調和を備え、又相互的要求をお備えになりました。それ故に本来すべての食物が我々には限りなくおいしい筈なのであります。それが当り前なのです。然るに私どもは贅沢をして、却って物の原始的の味を忘れてしまいました。言いかえれば人間の罪のために自然界本来の調和が失われてしまいました。世の人々は「飢えを以てドングリに味をつける」のではなく、反対に飽満を以てネクタルの味を掻き消しているのであります。まことに愚かな事です。


  私は病床に投ぜられて、食を断たれました。そのとき人々は「好きな物も食べられずに」などといって同情してくれました。けれども私自身の経験はその反対でした。断食のために、私は一旦失っていた食物との調和を回復しました。すべてが私に無限の美味を呈して来ました。アダム以来忘れられていたものを私は発見したのです。即ち神様のおつくりになった世界の大調和の一部です。実に天地には人の知らない驚くべき大調和が秘められてあるのであります。それは私共の想像することのできないほど素晴らしいものであります。ベートーフェンの交響楽がどんなに優れているといっても、到底比較にも何にもなりません。ゲーテが歌いましたように、太陽ははらからの星の群れと共に、合唱しながら上って来ます。万物にそのような調和が備えられてあります。それを今私共は見ることが出来ません。しかしやがてそれを発見する日が来るであろうと聖書は預言しています。すなわち申します、「エホバいいたもう、その日われ応えん、我は天にこたえ、天は地にこたえ、地は穀物と酒と油とにこたえ、また是等のものはエズレルに応えん」と。神と天との調和であります、天と地との調和であります、地とその産物との調和であります、そうしてまた地の産物と人との調和であります。天地万物の大調和であります。この大調和は人の罪のために今はみな掻き乱されています。今は神の怒りが天から顕われています。今は混乱と争闘とが宇宙に充ちています。今は天災があります、地変があります。飢饉があります、戦争があります。人と万物とが相軋ります。食物さえ原始の味を失っています。どこを見るも矛盾だらけです。ほんとうにつまらぬ世界であります。けれどもこれで終るのではありません。神様は又調和回復の途をお開き下さいました。キリストの十字架によってその途をお開き下さいました。「その十字架の血によって平和をなし、或いは地にあるもの或いは天にあるもの、万よろづの物をして己と和がしむるを善しとしたまいたればなり」とあります。失われた大調和は必ず回復せられるでありましょう。すべての争いはなくなり、戦はやむでありましょう。人は人と和らぎ、また万物と和ぐでありましょう。万物はまた神と和ぐでありましょう。罪と死ともろもろのわざわいとが消え失せるでありましょう。私どもの涙がみな拭われるでありましょう。そうして心から溢れるところの大讃美が全宇宙にみなぎるでありましょう。これは病床における私の空想でしょうか。そうではありません。聖書の預言であります、神の約束であります。キリストの十字架がこれを保証します。何と福いな希望ではありませんか。私は皆さんと一緒にもう一度神様の聖名をたたえたくあります


  ここまで書いて疲れましたから、今日はこれで失礼します。平安と恩寵今日も皆さんの上にあふれんことを。


  〔第一二二号、一九三〇年八月〕


  



  第四 いのり


  一　祈祷の精神


  人は語る。彼はその心の思いを何処かに吐露せずしては已むことが出来ないように造られたのである。人は誠に発言的生物である。


  多くの人は常に人を目あてにして語る。彼等の口を開くは人に聴かれんが為である。その期待する所は人よりの反響にある。しかしてかく人よりの反響を唯一の又は最大の期待とする発言は、自ら不純なるを免れない。何となれば人と人との関係そのものが乱れているからである。又人は何人も他の人を完全に了解する事が出来ないからである。人の耳を本位として、我等の告白はよし虚偽と迄堕落しないにしても、少なくとも心の最も深き所を留保したる皮相なるものに終り易きを免れない。


  故に深き告白は屡々独白（monologue）の形を取る。誰を相手ともなく、恰も自己に向って語るが如くに語るのである。筐底きょうていに蔵められたる日誌、又は密室にて綴られし懺悔録等にその例を見る。これらの文態の生まれ出でしは素々もともとかくの如き要求に応ぜんが為であったのである。人に向って語るに適せざる、理解なき者の接触を許さんには余りに主観的なる消息を隠れたる所に漏らさんが為に、特別の文態が要求せらるるのである。従って伝記の資料として、日誌又は懺悔録等は書翰の類にもまして貴重である。人の深き思いを如実に描き出さんと欲するブラウニングの詩が、殆ど皆独白の形を取れる所以もまた此処にあるのではないか。人よりの反響を求めんが為ではなく、ただ己が心に溢れしものが何処かに漏れざるを得ずして自ら唇を衝ついて出でたる独白は確かに偽りなき声である。獄窓に倚れる囚人の独り言、秘められたる政治家の手記、書斎に於けるファウストの呟き、ネクルドフの月下の歎声等に、この世の論客の叫びの及ばざる真理がある。霊魂の発言は、人を目あてとせざる所に於いて遥かに純粋であり、自然である。


  しかしながらここに疑問がある。独白といいて全く相手方なき単独の告白は、果たして我等の霊魂を満足せしむることが出来るか。そもそも語ることその事が何者かを対象とせずしては意味を為さない事ではないか。人が発言的生物である所以は、彼が個性を備える人格者であって、従って他の人格者との間の交渉なくしては生くるに堪えないからではないか。すべて個性的存在者即ち人格者の生命は他の人格者との関係に於いて存立する。絶対的孤独は彼等の堪えざる所である。しかして人格者間の完全なる交通は言語に由らずしては果たされない。心と心との間に架せらるる最も優れたる橋は言語である。言語は実に人格者の特権である。「言語の能力こそ奇しきもの、否、むしろ聖なるものである。それは低き被造物の曾て渡りしことなきルビコンである」（アドルフ・サフィール。動物学者は猿の言語について云々するも、それは自己意識の発表としての言語ではない）。人は語る。然り、彼は聴かれんが為に語る、何者か自己以外の人格者を目あてとして語る。全く相手方なき絶対の独白、虚空に向かっての告白は彼に取って無意義である。人格的存在者はかくの如き寂しさに堪えない。


  ここに於いてか知る。独白は実は言語の変態であることを。それは人に聴かれんと欲する発言の不純性より免れんが為に、已むを得ずして選ばれたる避け所に過ぎない。言者の自覚するにもせよ、又はせざるにもせよ、独白もまた必ず何者かを目あてとして漏れ出づるのである。それは或いは知己を後世に求めつつあるであろう。或いは漠然と誰かは知らず自己を了解し得べき人格者を何処かに期待しつつあるであろう。兎に角独白は言語の正統なる形態ではない。その響きは世の反響を求めないだけに、より多く純粋であり深刻であるとはいえ、もしその対象にして後世の知己にあらんか、すなわち矢張り人を本位とする声に外ならない。またもし何ら明確なる対象を有せざる告白ならんか、然らば如何にしてそれが我等の霊魂に満足を与えることを得ようか。


  我等は己が全霊全心の声をそのままに吐露し得べき完き人格者を要求する。人としての凡ての悩みと喜びと願いとを注ぎ出してこれを託し得べき偉大なる心を見出さんと欲する。かくの如き心と絶えざる交通に入りてこそ我等の内的生命の発展がある。かくの如き人格者に対する残なき告白にこそ我等の自己意識の全部が籠もっているのである。


  かくの如き心を求めて之を得ず、遂に自己の良心を相手としてその『瞑想録』を綴りし者はマーカス・アウレリアスであった。かくの如き人格者に訴えることを知らず、いたずらに世間を目あてにしてその『懺悔録』を認めたる者はルソーであった。然るに独り福いなりしはアウガスチンである。彼もまた聴かれんが為に己が生涯を告白した。しかしながら彼の前に立ちたる対象は自己でもなく世間でもなかった。彼はその目を衷に向けずまた周囲に着けずして上を仰いだ。しかして曰うた、


  
    「ああ主よ、汝は偉大にまします、汝はいたく讃美せらるべき方である。汝の能力は偉大にして汝の智慧は無限である。」
  


  これ彼が自叙伝の巻頭の詞であるに注意せよ。暫くの絶え間もなく彼はただ「主」を仰ぎ見つつ筆を進めて居る。『懺悔録』一篇、悉く主に対する彼の告白である。彼より後幾多の人が同じように自叙伝をものしたるに拘わらず、何人も厳密に彼の態度に倣いし者はなかった。アウガスチン懺悔録の比なき貴さは主として此処にある。それは人に対するの告白ではない、さりとて又目ざす者なき空しき独白でもない、偉大なる能力と無限の智慧との所有者なる讃美すべき「主」に聴かれんが為の懺悔である。即ち真実なる意味に於いての懺悔である。故に飽く迄に純粋である、また極めて深刻である。


  誠に福いなるはアウガスチンの如くに、自己の全人格を以て迫り得べき「主」を見出したる人である。彼の前に立ち、その大いなる心を以て抱擁せらるる時、さながら豊かなる日光に包まれし草木の如く、我等の生命は伸び伸びとして、限りなき調和を獲得せざるを得ない。人としての存在の最も正しき状態は、かくして主と交わる所にある。人としての心の最も深き発言は、主に対するの告白に於いてある。


  主に対するの告白殊に願い、之を称していのりという。故にいのりは主を知らざる者の絶対に経験する能わざる所である。人は意識的にか無意識的にか、皆祈らんことを欲する。何となれば彼は本来発言的生物であって、しかしてその対象は人より以上のものたるを要するからである。この本来の欲求は屡々いのりに似たる形態を以て表わるるを見る。例えば神社仏閣の前に額ぬかづき、又はその他有形無形の信仰的対象を捉えて、己が衷心の願いを披瀝ひれきするの類である。通常これをも祈祷の名を以て呼んでいる。しかしかくの如きは断じて真のいのりではない。イエス・キリストの父なる唯ひとりの神を対象とせずして、いのりは何人の口にも上らないのである。人は祈らんことを欲しながら、まことの神を知らざる間、遂に祈ることを知らない。


  いのりは人として発し得べき最も正しく且つ深き言語である。何となればこれ我等がまことの神の前に正しき立場に立ちて己が全心を吐露するの声であるからである。生まれながらの人としてにあらず、信仰によりて新たに生まれし者、神の子たるの霊を受けたる者、キリストをその心に宿す者、かくの如き者として我等が神に対して発表する心一杯の告白であるからである。故にいのりは肉につける人の声ではない、新たに生まれたる霊の人の声である。然り、それは語る者自身の声たると共に、また彼の衷に宿る所のみたまの声、キリストの声である。キリストが彼を動かして、父たる神に向かいその口を開かしむるのである。人は一たび神にそむきしが故に、もはや何人も人としての正しき言を発することが出来ない。ただ完き人なるキリスト・イエスのみこれを為し得る。彼が地上にありし間、山の上にて、湖の畔にて、天を仰ぎつつ語りし熱き言こそ、人の最も純粋なる霊的生活の表現であった。人類はその唯一の典型たる人の子イエスに於いて、神に対する理想的の告白を発表したのである。しかしてすべて彼イエスを受くるものは、今も彼の霊によりて神の子らしく語る事が出来る。祈りは実にキリストの霊が神に対するの発言である。我等がキリストを信じて受けたる「子とせられたる者の霊」がアバ父と呼びての告白である。故にそれは我等が人として発し得べき最も正しく且つ深き声でなくてはならぬ。


  いのりは人格的交通の経験としてこの上なく親しきものである。それは霊と霊との接触である。霊なる神に対する子たる者の霊の肉薄である。いのりに於いて我等は己が全人格を意識的に父の前に暴露するのである。いのりに於いて我等の霊魂はその凡ての衣を脱ぎ棄てて、全く赤裸々となるのである。いのりに於いて我等は最も深き思いを残なく神の手にささぐるのである。かくも親しき人格的経験は極度の誠実を条件とせずしては成り立たない。祈らんとする者の心はひとえに神に向かって集中せねばならぬ。彼にしていやしくもその目的を神以外の所に置かんか、それは断じて祈りではない、偽善である。然り、誠実を欠きたる祈りはすべて偽善である。およそいのりと相容れざるものにして不誠実の如きはない。


  
    汝等祈る時、偽善者の如くあらざれ。彼等は人に顕わさんとて会堂や大路の角に立ちて祈ることを好む。誠に汝等に告ぐ、彼等は既にその報いを得たり。（五）
  


  偽善なる祈りの標本は多くのユダヤ人にあった。彼等は神を識れる人々であった。即ち当時の信者たちであった。しかし彼等に誠実が欠けて居った。彼等が祈る時にその目的は神に聴かれんよりもむしろ人に見られん事にあったのである。己が篤き信仰的態度に人の注意を惹かん事にあったのである。故に彼等は隠れたる祈りについて熱心と興味とを有もたなかった。彼等は好んで人の集まり易き場所を選び人の目に立ち易き態度を以て祈った。即ち或いは会堂或いは大路の交叉点に突立ちて祈った。誠に彼等の言は神に対する祈りに相違なかった。しかしながらその内実の目的は人よりの反響にあった。これをしも祈りと言わんか、然り、或る意味に於いてはそう言い得る。何となれば凡ての祈りは聴かる。しかして彼等の怪しき祈りもまた既に報いられたからである。即ちそれを人に見られし事に於いて、彼等の願いは見事に達せられたのである。安価なるかな、偽善者の祈り。ここに我等はイエスの意味深き諧謔を聴く。


  しかしてかくの如きはイエス時代のユダヤ人のみの事であろうか。現在の基督者の間にも同じようなる醜態を我等は認めないか。講壇の上より演説するが如き教師の祈祷、会衆の感動を唆そそらんために特殊の調子を帯ぶる伝道者の祈祷等は我等の屡々遭遇せねばならぬ禍いである。殊に甚だしきに至っては祈祷に事よせて兄弟姉妹の誰彼に宛てつけたる批評又は感想を発表する信者さえ有る。否、有るどころではない、我国の基督教界には何故にやかかる不思議なる信者が充ちている。何たる卑劣の精神ぞ。誰かかくの如き偽の祈りに和して聖なる「アーメン」を唱えることが出来ようか。余は思う、今の基督教界に於いて「エホバの言を聴くことの饑饉」も素もとより激烈であるとはいえ、なお「祈祷の霊」の饑饉には及ばないと。ああ、我等は全地の基督者の上に純なる祈祷の霊の雨の如くに注がれんことを切に願う。かくて祈祷らしき祈祷の芳香が到る所より天に向かって立ち上らんことを願う。


  誠に今の多くの祈祷は祈祷ではない。神のみを目あてとする誠実を以てせずして、我等の声は少しも彼に訴えないのである。しかして多くの場合に於いて祈る者自身もまた必ずしも神に訴えんことを願わない。彼等はむしろ人に訴えんことを欲する。或いはただこれによって一箇の形式を充たさんと欲する。或いは高々自己の精神状態を清新ならしめんことを目的として祈る、かくて彼等もまた「既にその報いを得たり」である。会衆の悪感、教師の虚栄、形式の履行、又は主観的感情の満足、これその報いである。彼等の祈祷によって天は開けず山は移らざるは勿論、神の栄光は如何なる態に於いても一切現われないのである。現に見よ、今日何処の教会に聖徒の集いらしき腸に浸み亙るほどの恩恵味を湛えるものがあるか。「はらから相睦みて共に居り、ヘルモンの露下りてシオンの山に流るるが如き」集会は果たして何処にあるか。しかしてその主たる原因は外ではない、会衆全体の純なる祈祷の霊の欠乏にある。


  
    汝は祈るとき、己が部屋に入り、戸を閉じて、隠れたるに在す汝の父に祈れ。さらば隠れたるに見給う汝の父は報い給わん。（六）
  


  祈祷は何よりも個人的なる交渉である。神とその子との水入らずの対話である。モーセは友と物言う如くに面を合わせて神と語った。イエスは「父よ、汝われにいまし、われ汝に居る」「我がものは皆汝のもの、汝のものは皆わがものなり」といって、人称の差別を没却せんほどに父と一つになって居った。ルーテルのいのりについて彼と共に在りし人の記録にいう「彼が一日に三時間しかも最も研究に適する時を祈祷の中に過ごさない日とてはない。或る時私は幸いにも彼の祈りを聞くことが出来た。ああ、彼の言に現われたる信仰よ。その敬虔なる態度に接しては、何人も彼が真に神と共に語りつつあることを認めざるを得ない。しかもその信頼と希望との溢れたる有様はさながら父又は友と語るものに異ならない云々」と（ヂェトリッヒよりメランヒトンヘの書翰の一節）。


  かかる個人的の経験である。その処には人に見られんがため又は人に聴かれんがためというが如き不純なる分子の一亳いちごうだに介在するを許さない。凡ての神聖なる事実と同じく、祈祷もまた局外者の干渉を絶対に排斥するのである。故にもし祈祷の精神に適わしき環境を求めんか、まず第一に己が部屋である。他人を交えざる己が部屋に入り、戸を閉じて、唯ひとり見えざる所にいます父と相対し、しかして心ゆくばかりに彼と語るべきである。密室に於ける単独の祈祷こそ祈祷の最も純粋なる形式である。


  ただし己が部屋というも、それは必ずしも木材と石材とをもて組立てたる家屋の中たるを要しない。「我等の家の棟梁は香柏、その垂木は松の木なり」（雅歌一の一七）とあるが如く鬱蒼うっそうとして茂る大樹の森も我等の部屋である。天を摩して聳そびえる山の頂もまたそうである。その他野原も川端も海浜も、何いずれか静かなる祈祷の場所に適せざるものがあろうか。否、森の部屋に入り緑葉の戸を閉じて、又は峯の部屋に上り白雲の戸を鎖しての祈りの如きこそ、天地の主なる父と語るにこの上なく適わしき方法である事はこれを実験したる者のみ知る。イエスは屡々ひとり山に入りて夜もすがら父と語った。何故に彼は巷の中にて屋根の下にて祈るのみにては満足することが出来なかったか。他なし、この世に属せざる彼に取っては、ヘルモンの山又はゲッセマネの園こそ「己が部屋」であったからである。誠にワーヅワースの歌いしが如く、田園に暫く手を休めて真昼の讃歌をささぐる労働者の為には「田畑は聖所、小屋はその祭壇」である。


  しかしながら祈祷の事畢竟ひっきょう形式又は環境の問題ではない。イエスのここに教える所は勿論その精神にある。精神にして謬らざらんか、会堂に於ける共同の祈祷素より可である、路傍に立ちての祈りまた決して不可ではない。否、神の子たる者はたとえ如何なる場所にありても、断えず祈るべきである。ただ祈りをして常にその神聖を保たしめよ。最も個人的なる経験に適わしき誠実を失うことなからしめよ。然らばその声は必ず隠れたるに見給う父を動かすであろう。


  
    また祈るとき、異邦人の如く徒いたずらに言を反覆するなかれ。彼等は言多きによりて聴かれんと思うなり。されば彼等に倣うなかれ。汝らの父は求めぬ前に、汝らの必要なる物を知り給う。（七、八）
  


  不誠実なるいのりに次いで戒むべきは無知なる祈りである。前者は信者たるユダヤ人の陥り易き弊害であったが、後者は未だ神を知らざる異邦人の精神に類するものである。前者は偽善である、後者は浅薄である。祈祷のこころは誠実であらねばならぬと共にまた深くなくてはならぬ。祈祷の本領即ちその根本精神は何処にあるか、この深き消息に通ぜずしては、まことの祈りは口に出でない。


  いのりは決して我等の努力ではない。これによって神の知らざる事を彼に告ぐるの努力ではない。これによって神の欲せざる事を為さしむるの努力ではない。神は告げざる前に凡てを知り、求めざる前に我等の必要物を知り給う。神はまた自ら欲せざる事を如何に熱心に求められたればとて永遠にこれを実行し給わない。いのりを我等の功績となし、その努力のうちに神を動かすの理由を見出さんとするの誤謬は、行為によって義とせられんとするの誤謬と少しも違わない。いのりは言多きによりて聴かれない。異邦人の如く徒らに反覆の言を用いるは、祈りの根本精神を解せざる無知の所為である。それは確かに真実のいのりではない。


  然らば何故に祈る必要があるか。我等の父は求めぬ前に我等の必要なる物を知り給うならば、唯に反覆の言を用いるに及ばぬばかりでなく、祈ることその事が無用ではないか。


  世には論理上一応もっともにしてしかも実験上発生の余地なき疑問が少なくない。この疑問の如きもまたその一つである。試しに思い見よ、相愛する者の間に於いては、既知の事柄といえども屡々新しき熱心を以て告白せらるるではないか。彼等は素より言多きによりて聴かれようとは思わないから、徒らに反覆の言は用いない。彼等の発言は簡潔である。しかしながらまた熱心である。然るにこれをしも無用であると言って、彼等をして沈黙を守らしむることが出来るか。論理的には或いは無用であろう。しかし実験的には必要である。愛の抑えがたき要求である。愛の世界は論理を超越する。愛は語らずしては已むことが出来ないのである。


  いのりは愛の発言である。父なる神に対する子たる者の霊の発言である。我等子たる者の霊を与えられて父の前に立つ、如何にして沈黙を守るに堪えようか。たとえわれ黙さんとするも、キリストの霊我が衷に躍りて、我をして口を開かざるを得ざらしむるのである。しかしてかく祈る時に、我等の心に言いがたき喜びがある。


  Sweet hour of prayer! sweet hour of prayer! 「静けき祈りの時はいと楽し」とは誠に我等の実験である。祈りにまさる慰めはない。祈りは決して義務ではない、特権である。祈らざるは愛の堪えがたき苦痛である。しかして神もまた子たる者の告白を聴くことを上なき悦びと為し給う。愛なる彼はこれを聴かずしては安んじ給わないのである。かくて天には聴かんと欲する父の愛あり、地には聴かれんと欲する子の愛がある。この二つの大いなる愛の間に生まれしものが即ちいのりである。然らば誰かこれを冷たき論理の鞭をもて葬り去らんとするものぞ。


  更に深き考察を用いんか、愛の告白たるいのりの霊は永遠の昔よりキリストに在って働いて居ったのである。永遠の昔より、子たるキリストが父なる神に対するの発言は即ち聖なるいのりであった。しかして天地の創造を始として、代々に亙る救贖の事に至るまで、一つとして神とキリストとの合議によらないものはない。キリストの欲求と神の意思とが相合致して、万物は存在するに至ったのである。キリストこれを求め神これを聴きて、凡ての事が成りつつあるのである。故にいのりは愛の産物であると共に、世界はいのりの産物である。今も我等に関するキリストの偉大なるいのりは間断なく神の前にささげられつつある。祈りなくして造化もなく救いもない。神に対するの愛ある所必ず祈りがなければならぬ。


  努力ではない、愛の発言である。故に言の反覆は無用である。愛は冗長なる告白を厭う。愛を包むの言は出来得る限り簡潔にして意味深きものでなくてはならぬ。一語にして我が全心を籠むるに足るもの、一句の中に天地を蔵め得るもの、かくの如き言を以て神の中心に迫る所に、愛の発言たるいのりの特色がある。ゲッセマネの園にひれ伏して、血の雫の如くに汗を垂れつつ主は祈った、


  
    「わが父よ、もし得べくばこの酒杯を我より過ぎ去らせ給え。されど我が意こころのままにとにはあらず、みこころのままに為し給え。」
  


  又十字架の上より彼は叫んだ、


  
    「父よ、彼等を赦し給え。その為す所を知らざればなり。」
  


  これらの短かき言の中に包まるる意義の大きさを思え。その他殉教者ステパノの最後の祈り、ウオルムス議会に於けるルーテルの祈りの如きみな同じ例に漏れない。


  しかし言の簡潔なるは勿論祈りの長きを妨げない。我等は短かき言を以て多くの事を祈らねばならぬ。「その頃イエス祈らんとて山に往き、神に祈りつつ夜を明かし給う」（ルカ六の一二）。これ恐らく彼が常の習いであったであろう。同じようにフランシスもまた屡々「涙をもてその衾ふすまを涵ひたし」つつ夜を徹して祈った。ルーテルがコーブルヒ滞在中日毎に少なくとも三時間を祈りの為に割さきしは前に見たる通りである。長き祈りは短くして頻繁なる祈りと共に、神の子の甘き習慣とならねばならぬ。


  二　祈祷の典型＝主のいのり


  いのりは神の子たる者が父に対する愛の発言である。故にその内容は無限であって、その形式は自由である。およそ人としての生活の触れ得べきものにして祈りの目的たり得ないものはない。己が事、人の事、神の事、肉の事、霊の事、地の事、天の事、その何いずれたるを問わない。「ただ事毎に祈りを為し、願いを為し、感謝して汝の求めを神に告げよ」とパウロも言うている。しかしてこれを表わす所の言辞もまた聖霊の導くがままである。例えば水の流るるが如くに、何の拘泥もなく自由に流露すべきである。衷より溢るる霊の声を束縛すべき法則はない。


  しかしながら祈りは放恣ほうしなる肉の人、生まれながらの人の声ではない。それはキリストを信じて彼の霊を受けたる者の告白である。故に内容は無限であり、形式は自由ではあるが、その根底に自ら神の心にかなう原理がなくてはならぬ。聖霊は神の心にかなわない事を求めない、彼の告白には自ら事の軽重に従う順序があり、これを包む言辞には自ら天的の面影を宿している。この順序に従い、この特徴を保ちて、我等の口に上り得べき一切の祈りを煮詰めたるもの、即ちいのりの正味、その真髄、その典型たるものは何であるか。いのりは聖霊の自由なる発言なるが故にこれが典型について学ぶの必要はないと言うことは出来ない。聖霊は勿論個々の場合に直接我等を導くといえども、それは必ず聖書に啓示せられたる原理の下に於いてである。聖書の啓示を離れて聖霊は働かない。いのりについてもまた我等はその原理に関する聖書的啓示を必要とする。我等が神に対する無限にして自由なる告白も或る大いなる原理の外に出づることは出来ないのである。


  
    この故に汝等はかく祈れ。（マタイ六の九）
  


  「かく祈れ」というも、祈祷の方式又は法則ではない。故に勿論いつもこの通りに祈らねばならぬ筈はない。祈祷の原理である。典型である。我等の衷なる聖霊は、この典型に従って、自由なる発言を我等に供給するのである。しかし又我等の総ての祈りの正味がここに最も簡潔に言い表わされている以上、それはまた屡々そのままの言にて我等自身の自発的祈祷として我等の口に上るべきである。キリストによって選ばれたる言は、比いなく優秀なるものでなければならぬ。


  
    　天にいます我等の父よ、


    願わくは聖名の崇められんことを。


    聖国の来たらんことを。


    聖意の天の如く、地にも行われんことを。


    我らの日用の糧を今日も与え給え。


    我らに負債ある者を我等の免ゆるしたる如く、我等の負債をも免ゆるし給え。


    我らを嘗試こころみに遇あわせず、悪より救い出し給え。


    　国と威力と栄光とはとこしえに汝のものなればなり。


    アーメン
  


  ルーテルが言ったそうである、「主の祈りほど気の毒なる殉教者はない。それはいつも何らの尊敬もなく了解もなくして濫用せらるるからである」と。誠に彼ならずしては能わざる適切なる言い方である。教会に於いて、又は家庭に於いて、この貴き祈りがいとも無雑作に機械的に合唱せらるるを聴く時、我等は堪えがたき悲しみを覚える。かくの如きは仏寺に於ける善男善女が弥陀の称号の合唱に比して果たして何ほどの差があるか。


  主の祈りをしてかくも悲惨なる殉教者たらしむるは言う迄もなく信者の祈祷の霊の欠乏による。しかし我国に於いてこの悲劇を一層助長しつつある原因として、邦訳聖書の不完全という事実をも見逃すことが出来ない。祈祷は子たる者が父と面を合わせての個人的対話である。故にその言辞は一切形式的のものたるを許さない。主のいのりをして神の子の父に対する発言そのままたらしめよ。然らずして、これを我等各自の現実の祈りとなさんと欲するも能わないのである。


  
    主の祈り私訳


    


    　天に御出なさる私どものお父さま、


    どうぞあなたの聖名みなが崇められますように。


    どうぞあなたの聖国みくにが来ますように。


    どうぞあなたの聖意みこころが行われますように、天に於いてと同じく地に於きましても。


    私どもの日用の糧を今日私どもに与えて下さい。


    そして私どもの負債を免ゆるして下さい、私共も私どもの負債者等を免ゆるしますように。


    そして私どもを誘惑の中に陥れないで下さい。


    しかし私どもを悪から救い出して下さい。


    国も力も栄も永久にあなたのものでありますから。


    アーメン
  


  先ずその著るしき構成に注意せよ。始めに呼びかけの辞である、終わりに頒詞である。しかしてその間に願う所のもの七、明らかに前後の両部分より成る。前半三条は何いずれも「あなたの」といって、みな神の事に関わる、後半四条は何いずれも「私ども」といって皆我等自身の事である。かくて三、四、及び七等の数に附着する特別の意味はここにも鮮やかに現われている。即ち三は神に関する数である。四は地に関する数である。しかして七は地上に於ける完全を表わすの数である。この一事を記憶して、我等は主の祈りの構成の偶然に非ざることを知る。


  個人的の対話である。故に自ら最初に呼びかけの辞がある。しかして呼びかけの辞は大抵その語句の簡単なるに似ず中に無量の意味を含む。恰も顔を合わせて相見る時、最初の一瞥いちべつにすべての情誼の籠もれるが如く、又はピアノを弾ずる伶人の最初の一撃に全き調べの代表せらるるが如きである。相手方に対する親しみと尊敬、否その個人的相対的の心もちの全部が、何かの形に於いて呼びかけの語調に影響せずしては済まない。我等各自が多くの友に送る書翰の場合の実験にこれを徴すれば、けだし思い半ばに過ぐるものがあるであろう。


  原語の順序に従えば「お父さま、私どもの、天に御出なさる」である。子として父を呼ばんとするに当たり、何よりも先ず口を衝いて出づる言が「お父さま！」であるは素より当然である。


  天地の神を呼んで父という。偉大なる経験である。神は我等の創造者なるが故に父であるのではない。我等は生まれながら当然に神の子であるのではない。かくの如くに教える近代の所謂基督教的思想は、聖書にも基かず、事実にも合わない。聖書は力強く主張して曰う、人はみな神の心にかなわない者である。却って彼の怒りにのみ値する者、彼の顔を仰ぎ見ることの出来ない者、彼に少しも肖にない者（彼に象かたどられて造られながら）、彼より嗣業を受くべからざる者、即ち如何なる意味に於いても子と称すべからざる者であると。しかして事実もまた証明する、或る新しき創造によらずして神との間に父子の関係を実現したるものの一人も存在しない事を。


  誠に人は霊によって新たに生まれずしては、神を現実に父と呼ぶことが出来ない。ただキリストを信じて、彼の霊を受け、全く新しき生命に入りて、始めてこの経験を味わうのである。神の子たるは十字架を信ずる者のみの特権である。


  しかして彼等に取って、神は真実に父である。人の父がその子に対して抱く所の凡ての心を、最も高き理想的の態に於いて、神は己を信ずる者に対して抱くのである。彼は限りなく彼等を愛し、常に彼等を護り且つ導き、親しく彼等を慰め又励まし、己が有する一切のものを彼等の為に与えんと欲する。この聖なる父の愛に対する満腔の信頼が即ち基督者の子ごころである。


  「お父さま！」如何に単純にして深き信頼の表白ぞ。ここに一たびキリストと共に十字架に釘つけられし後また彼と共に甦りたる者の、新しき子ごころの発露がある。ここに再生の実験者の全信仰の告白がある。


  次に「私どもの」という。信仰によって与えられし子たる者の霊を以て父の前に出づる時、我等は同じめぐみに与かりし凡ての兄弟姉妹を忘るることが出来ない。神は唯に自分一人の父ではない。彼は又彼等の父である。即ち彼等を包括したる「私どもの父」である。我等はみな同じ霊を与えられ同じ祈りのこころを以て彼の前に在るのである。何となれば、共に一つみたまを以てバプテスマせられて、我等はひとりの主キリストを首かしらとせる有機的一体の関係に結ばれたる者であるからである。かくて真実の基督者はみなその祈りを共にせざるを得ない。彼等のいと小さき一人が隠れたる所にて「父よ」と呼ぶ時、全地に於ける一同の霊がこれに和しつつある。祈りの世界に於いて、我等はみな霊と霊とをもて互いに相見、相合うのである。これ誠に如何ばかりの慰めであるか。我等はいかなる場合にも、ただ自分一人の父として神に近づくことが出来ない。愛は我等をして凡ての聖徒を憶わしむる。我等は常に彼等と共に父の前に在る。


  しかしながら「私どもの」の意義はこれのみにては尽きない。この一語に二重の意義がある。天地の神を父と仰ぐ我等のこころは、唯に凡ての聖徒に繋がるるを感ずるのみならず、又その他雲の如き無数のたましいの存在を忘るることが出来ない。いのりの霊はキリストの霊である。しかしてキリストの霊は全人類を熱愛するの霊である。彼は暫くも全人類を忘れない。否、凡ての人をして遂に神の子たらしめんことを希って、彼自ら断えず祈りつつある。然らば彼に動かされて我等もまた父を呼ぶ時、如何にして彼等を忘るることが出来ようか。神はただに我一人の父ではない。また現在の基督者のみの父として終らない。彼は遂に全人類の父たらんことを欲し給う。我等の最も切なる願いもまた其処にある。故に曰う「お父さま、私どもの」と。これ全人類を抱擁したる偉大なる同情の声である。然り、人類的熱愛の叫びである。我等はこの意味に於いてこの語を口にする。しかして言いがたき悦びを痛感する。またこれを聴く父の大いなる満足を予感する。然らずしてもし基督者の愛なるものがその同志の間にのみ限らるるものならんか、禍いなるかなクリスチャン。我はその一人たることを恥辱とする。然れども悦べ、安んぜよ、たとえ凡ての基督者が如何にあろうともイエスこそは白熱的人類愛の人であったのである。感謝すべきは、彼のこころを以て神に祈るの福いである。「お父さま、私どもの」という、子たる者が神に対する呼びかけの辞として、もはや尽きているように見える。しかし実験上、なお或るものの欠乏を感ぜざるを得ない。


  愛と希望とは如何なる場合にも必ず信仰に伴う親しき姉妹である。その何いずれかを見失う時、信仰に大いなる痛みがある。神の子たる者の生活の基調はこの三のものにある。彼は信ずると共に愛する、愛すると共にまた望む。愛せずして、望まずして、信ずる者の心は堪えがたき欠乏を感ぜざるを得ないのである。


  「お父さま」と言って、我等は満腔の信頼を吐露する。「私どもの」と言って、我等は人類的熱愛を告白する。然らば何処ぞ、我等が永遠の希望の表現は。曰く「天にお出なさる」の一句がそれである。


  我等の神は素より在いまさざる所なき神である。「天も諸天の天も容いるること能わざる」神である（歴代下二の六）。彼は天地に充ち、また天地を超越して存在し給う。彼は或る場所を限りて拝すべき方ではない。ただ霊と真まこととを以て拝すべき遍在的超自然的霊的存在者である。聖書は神のこの性質を高唱するに於いて如何なる強き言をも惜しまない。


  しかしながらそれにも拘わらず、聖書はまた屡々神の特別なる住所として天について語る。神の栄光の玉座の据えらるる所、神の権威ある統治の中心たる所、神の聖なる意思の完全に実行せらるる所として天を見る。従って神を呼んで特に天に在す者という。


  この両様の思想は果たして矛盾であるか。否、そうではない。例えば我なる者は我が全身に遍在する。しかしそれと共に、我が意思又は感情又は思想の中心たる事実に着目して、我は頭脳の中に又は心臓の中にあると言うも、誰かその真理を認めないであろうか。神は宇宙到る所にいまし、また宇宙を超えていまし給う。しかしながら同時にまた彼は特に天にいます。彼処にて彼の栄光は現われ、彼処より彼の統治は全宇宙に及ぶ。彼処より彼の霊は降り、彼の使いは来る。復活のキリストがその栄光の体をもて上りて今に至るまで在る所もまた彼処である。それが天文学上宇宙の何いずれの部分を指すかの問題に至っては素より容易に解決すべくもない。その明確なる場所は未だ我等に啓示せられないのである（思うに諸天体の幾多の系統の上に更に全宇宙の中心と見るべき場所が存在するのであろう）。何いずれにせよ、その意味する所は単なる譬喩ではない、現実の場所である。しかしてかかる場所的観念を神に結び付くる事は決して彼の純霊的性質と矛盾しない。


  天！神とキリストとの在います所、彼の栄光の充つる所、その聖意の成る所である。やがて彼処よりキリストの再び来たる時、その天的栄光と完全とがそのまま地上に実現するであろう。我等の望みは彼処にある。我等の国籍、我等の嗣業、我等の慕う所はみな彼処にある。しかして祈らんが為に父を呼ぶ時、我等は彼処を憶わずして、ただ彼のみを見ることが出来ない。「お父さま、私どもの」と言い出づる中に、天の光景は早や我等の眼前に浮かび出づるのである。祈りに於いて我等の心は既に天に在るのである。


  「天に御出なさる私共のお父さま！」信仰と愛と希望とに充ちたる如何に美しき辞よ。我等の神を呼ぶにこれよりも勝りたる言があるか。こは単に呼びかけではない。祈祷そのものである。我等の祈りの凡てがいみじくもその中に言い尽くされているのである。尊敬すべき説教者チャルマーズが死の前夜、彼は己が庭園を漫歩しつつ、低けれども強き調子にてこの一語を繰返して居ったという。その時実に彼の全生涯の祈りが吐露せられつつあったのである。我等もまたもし他の何事をも為す能わざる日に至らば、ただ安んじてこの一語のみを繰返すであろう。感謝す、主よ、この貴き詞を我等に教え給いし事。


  かくの如くにして神を呼べば、彼は応と答えて我等の顔を見守りつつ求め如何にと待ち給う。言う迄もなく彼はその子らが己に求むるに最も善きものを以てせんことを欲し給うのである。神の子として我等の求め得べき最も善きものは何であるか。


  確かにそれは我等自身に関する事ではない。何となれば我等は一たび己が罪を認め、又かかる罪人に対する神の限りなき恩恵を識って、自己を全然彼の前に投げ出したる者であるからである。神の子とせられたる者の最も著るしき特徴は、自己本位の撤廃にある。しかして之に代わる神本位の確立にある。彼は再び自己の為に生きない。彼に取って「生くるはキリスト」である。求むるは神のためである。たとえ自身は如何になろうとも、ただ神の栄光の挙らん事をのみ彼は願う。神の立場に於いての要求、これ彼の祈りの第一である。


  神の立場に身を措いて見て、我等は今更の如くに我等の世界の荒廃を痛感せざるを得ない。始めに神、天地を創造し、植生と光明と動物とを以て地を飾り、己に象かたどりて造りし人をその間に置き給いしは、疑いもなく人をして彼の聖名を崇めしめ、彼の聖意を行わしめ、しかして遂に彼の聖国を地上に実現せんが為であった。この目的を以て生まれし世界はその晨あしたには、彼のこころに適って「はなはだ善く」あった。然るに見よ人は忽ち彼にそむき、万物は之が為に呪われて、造化の目的は早くも蹂躙じゅうりんせられたのである。しかして霊界並に物界の荒廃は年を経る毎に烈しくなりまさるように見える。崇めらるべき筈の聖名はかくて汚されつつある。行わるべき筈の聖意は背かれつつある。来たるべき筈の聖国は阻まれつつある。


  この故に我等の祈りは、先ず第一に聖名の為でなければならぬ。アダム夫妻が楽園に於いてサタンに惑わされ、エホバの禁じ給いし樹の果を食ろうて彼の聖名を汚しし以来、凡ての禍が人の世界に臨んだのである。聖名の冒涜は害悪の本源である。しかして独りアダムのみならず凡ての人が同じ事を繰り返しつつある。凡ての人が神にそむき、或いは彼の聖名を忘れ、或いは之を貶けなし、或いは之を斥け、或いは之を嘲りつつある。


  我等は父の名のかく蹂躙せらるるを見るに忍びない。我等は祈る、「どうぞあなたの聖名が崇められますように」と。ああ聖名をして崇められしめよ、全人類をして神の前に跪かしめよ。凡ての人をしてその最も愛惜するものを主の前にささげしめよ。嬰児乳児の口より讃美を溢れしめよ。若き人の恋を主の為に犠牲にせしめよ。婦人の容色を信仰の為に衰えしめよ。老いたる人の心を希望の為に躍らしめよ。政治家をして正義の為には亡国を覚悟せしめよ。資本家をして愛の為に労働者の足を洗わしめよ。労働者をして内なる酒杯の溢るるにより外なる不満を忘れしめよ。凡ての家庭に於いて神をその家長たらしめよ。商店と工場とを祈祷の室となし田園を礼拝の堂と化せしめよ。かくて全地の上より偉大なる讃美の合唱を挙らしめよ。聖名はかくの如くにして崇められねばならぬ。エホバの栄光は他の一切のものの上に高く高く聖め別たれねばならぬ。


  我等はこの偉大なる祈祷の確かに聴かれつつある事を知る。キリスト十字架の上に死して、人類はその良心にかつて見ざりし革命を経験したのである。彼等は漸く己が罪を自覚し、キリストの贖いを信受して、彼を崇めつつある。しかしてキリストこそは最も適当なる神の聖名である。彼は「神の栄光の輝き、神の本質の像」である。彼に於いて聖名は確実に崇められつつある。しかしながらそれは僅かに少数者の間に過ぎない。多数者は依然として神の冒涜者である。ああ我等の願いの充たさるべき日は果たして何時か。我等は知らない。ただその日の到るまで、我等は日々にこの大いなる祈りを繰り返すであろう。


  第二に我等は聖国の為に祈る。聖名は発端であって聖国は終局である。聖名は礎であって聖国は冠である。造化の目的は完全なる国の建設にあった。しかしてもし聖名にして汚されなかったならば即ちアダム及びその子等にして神に背かなかったならば、完全にして福いなる国が幾千年の昔既に地上に実現して居ったであろう。然るに人は罪を犯し、罪は更に死をもたらして、我等の世界は涙と血とに塗れたる惨憺たるものと成ってしまった。このままにして終るは素より神の子たる者の堪え得る所でない。聖国来たらずしては造化は遂に失敗に帰するのである。故に我等は聖名の崇められん事に次いで、之が為に祈る。曰く「どうぞあなたの聖国が来ますように」と。


  この国来たらば世界は実にその面目を一新するであろう。「エホバは地の果てまでも戦争をやめしめ、弓を折り、戈ほこを断ち、戦車を火にて焼き」凡ての軍艦をダイナマイトにて爆破せしめ給うであろう。その日、我等は再び「海軍休日」といい「制限比率」というが如き微温ぬるき声を聞くことが出来ぬであろう。また「彼は民の苦しむ者の為に審判をなし、乏しき者の子らを救い、虐ぐる者を壊くだき給う」であろう。従って血腥ちなまぐさき労衝争議や物騒なる社会主義無政府主義又は過激主義等の運動は全く絶滅して、あらゆる弱者より歓呼の声が湧き出づるであろう。また彼は「とこしえまで死を呑み、すべての面より涙を拭い」給うであろう。また「昼は再び我等の光とならず、月もまた輝きて我等を照らさず、エホバ永遠に我等の光となり、我等の神は我等の栄と成り給う」であろう。加之しかのみならずすべての造られたるもの即ち自然そのものさえ「滅亡の僕たる状より解かれて、神の子らの光栄の自由に入る」であろう。詩人シラーが歌いし「ああ我が上なる天はいつまでも地に触れず、彼処は遂に此処と成らない」との歎きは、その日全く癒さるるであろう。


  この福いなる聖国は、回復せられたる楽園ではない、その完成せられたるものである。人も自然もここには創造当初の状態より遥かに完全なるものに化せらるるのである。造化の終局的目的たる国、万物の理想に達したる国、神が凡てに於いて凡てたる国、これ即ち聖国である。


  ああ聖国をして来たらしめよ。天地の創造をしてその目的を達せしめよ。神の理想をしていみじくも成就せしめ、彼の心に聖なる満足を覚えしめよ。この国地上に成るを見るまで、彼は産みの苦しみをやめ給わないのである。


  しかして聖国は確かに来たりつつある。その建設者たるキリストの迎えらるる所に、聖国の準備的実現を見つつある。信者各自の胸の中に建設せらるる平和の王国は即ち之である。この準備的実現なくして、聖国そのものは来たらない。やがて平和の王国の市民等の数満ちて、準備の完うせらるるや、俄然として聖国は地上に到来するであろう。キリスト再び顕われて、之を成就するのである。我等はその日を待ち望む、まことに衛士えじの晨あしたを待つが如くにその日を待ち望む。


  第三に我等は聖意みこころの為に祈らざるを得ない。聖名の崇拝に始まりて、聖国の到来に終る迄の間に、聖意が実行せられねばならぬ。神は己が名の崇められん事のみを欲し給わない。更に進んで己が意の確実に行われん事を求め給う。「我に向かいて主よ主よという者、悉くは天国に入らず、ただ天にいます我が父の聖意を行う者のみ之に入るべし」とキリストは言った。然るに事実は如何。神を知らざる人は言う迄もなしとして、彼の聖名を唱える者の間に於いてさえ、聖意にそむく事の如何に多きぞ。ああ基督者の誘惑に対する見苦しき敗北、彼等相互の憎悪と暗闘、教会の偽善と俗化、基督教国の私慾と不義、凡て之等の事実が神の心を痛ましむること如何ばかりなるかを思う時、我等はただ涙をもて祈るの外を知らない。曰く「どうぞあなたの聖意が行われますように、天に於いてと同じく地に於きましても」と。


  然り、我等の願いは聖意が天に於いて行わるると同じように地に於いてもまた行われん事にある。天に於けるその美わしき状態を思え。彼処にて聖意を行う者は誰か。天使である。天使と聞いて今の人、基督者までが、ただ之を詩人又は小児の想像と見る。これ確かに信仰の堕落である。我等は勿論天使について中世紀に行われたる如き迷信を抱いてはならない。又徒いたずらに好奇心を働かせてはならない。しかしながら天使の実在とその美しき活動とは聖書の啓示する厳粛なる真理の一つである。彼等は神の統治と摂理とに仕える機関であって、ひたすらに聖意を行う事を以て己が生命とする。彼等は「天にありて常に神の聖顔を見」彼と共に喜び彼と共に悲しみ、彼の欲し給う所をその声に応じて直ちに実行するのである。思うに宇宙に於ける最も讃美すべき光景の一つは、天にありて実現する神の聖意と天使の活動との完き調和にあるであろう。ダビデが彼等を呼びて「聖意を行う僕ら」と言いしは誠に適切なる命名である。


  しかして我等は願う、凡て地にありて聖名を崇むる者もまた彼等の如くに神に仕えんことを。基督者よ、天使の如くに神と親しくあれ、彼等の如くに潔くあれ、彼等の如くに愛に充ちてあれ、彼等が神の指図に従わずしては思わず、語らず、行わざるが如くに、汝の心の小さき思い、汝の口の一言、汝の歩むと立つと坐るとに至るまで、悉く之を聖意にかなうものたらしめよ。しかして地に於いてもまた天に於けるが如き偉大なる調和を実現せしめよ。


  神はこの祈りに応えんが為に、聖霊を遣おくりて貴きみわざを果たさしめつつある。聖霊は風として人の知らざる所に自由に動き、火として凡ての汚れを焼き尽くし冷たき又は微温ぬるきものを熱せしめ、水として干からびたる心を潤し之を育み、油として人の生活をいとも芳かぐわしき香の中に浸らしめつつある。驚くべきは飽く迄も周到にして且つ力強き聖霊のみわざである。彼はやがて必ずそれを完うし給うであろう（ピリピ一の六）。我等はかく信じつつ、なおも切にその善きみわざのために父に向かって祈る。


  聖名と聖国と聖意、この三について祈りて、我等が神の為に祈るべき事は尽きたのである。しかして神の為に祈れば、神の子たる者の願いは尽きると言うことが出来る。聖名にして崇められ、聖国にして来たり、聖意にして行われさえすれば、乃すなわち足る。その上に我等また何をか求めようか。


  しかしながら我等は神の立場より普遍的一般的の求めを抱くべきと共に、また自己の置かれたる立場に於いて個人的の願いを有もたねばならぬ。何となれば、聖名の崇められ、聖国の来たり、聖意の行われんが為に、我等各自もまた或る役目を務めねばならぬからである。神の聖業に我等自身の参与することを得んがため、神の栄光の我等各自を通して挙らんがため、我等は更に自己についての祈りをささげざるを得ない。ここに於いてか「あなたの」との二人称に次いで「私共に」又は「私共を」との一人称の願いが来るのである。


  自己について我等は何を願うべきか。それは明らかに我等の二重の立場に基かねばならぬ。第一に造られたる者として、第二に罪びととして。


  第一に我等はみな造られたる者である。我等の生命は少しも己に属しない。その存在、その持続、その発達、悉く神による。我等は自ら生命を寸陰も延ぶることを得ず、頭髪一筋だに之を白くしまた黒くすることが出来ない。生命の事について、我等は絶対的に神に依頼せねばならぬ。


  生命の存続と発達との為に必要なるものは何か、言う迄もなく糧である。我等は生きんが為に日々に適当なる糧を要求する。霊の糧、肉の糧、之なくして生命は死滅を免れない。然らば如何にして之を獲得すべきか。糧の供給を、均ひとしく造られたる者に期待するほど愚かなる事はない。「汝等鼻より息の出入する人に頼ることをやめよ。かかる者は何ぞ数えるに足らん」。ただ之を創造者たる父に求むべきのみ。故に我等は祈る、「私どもの日用の糧を今日私どもに与えて下さい」と。


  この祈祷の位置より見て、我等は之を肉の糧にのみ限るべき理由を知らない。よしその原語 ton arton を糧と読まずしてパンと読むとも同様である。イエス自ら言った「我は生命のパンなり」と。人の生命は肉のみより成らない。我等は造られたる者として肉のパンと共にまた勿論霊のパンをも日毎に父に求めねばならぬ。否、我等のたましいの日毎に緑の野に臥させられ憩いの水浜みぎわに伴われん事こそ、肉の充足にもまして切なる願いである。


  しかしながらそれにも拘らず、この祈りの力はより多く肉の方面にある事を拒むことが出来ない。何となれば霊的生命については、造られたる者としてよりもむしろ罪人としての立場に於いて強く之を祈らざるを得ないからである。故に我等は暫く肉の糧の一方面よりこの祈りを観察しようと思う。


  「私どもの日用の糧を今日私共に与えて下さい」之を要求の発表といおうか、むしろ信頼の告白と言うの適切なるには如しかぬであろう。これ糧に関する配慮を全然父に一任したる者の声である。聴け、その響きの如何に平安に充つるかを。「日用の」という、その原語 epiousion は此処及びルカ伝十一章三節を除く外ギリシャ語に於いて何処にも見当らざる語であるがため、その意味を確定することは甚だ困難であるが、之を epi ousia（存在のため）の組み合わせと見るの説は多分謬らないであろう。かくてその意味は箴言三十章八節に「ただ無くてならぬ糧を与え給え」とあると全く一致するのである。一般に行わるる訳語「日用の」の意味もまた之に外ならない。「無くてならぬ」糧！必要以上のものはいざ知らず、必要のものだけは必ず父によって備えらるるのである。「空の鳥を見よ、野の百合を思え、神は之等をも養い又は装い給えば、まして汝等をや」とイエスは叫んだ。我等は之を確信する。しかして安心する。しかして又決して必要以上のものを求めざらんことを欲する。


  次に「今日」与え給えという。必要以上のものは絶対に之を求めないばかりでない。明日以後のものは予め之を求めないのである。今日は今日の分にて足る。明日の分は明日また更めて之を求むるであろう。


  この心を以てして、糧に関する思い煩いは残なく我等の胸中より排斥せらるるのである。神に背かざる生活を営む者にして、誰か今日一日だけの糧を手にし得ざる者があろうか。明日又は月末の事を取り越すをやめよ。天にいます汝の父を信ぜよ。一日の苦労は一日にて沢山である。生活問題の根本的解決は実にこの祈りの精神に於いてある。


  第二に我等はみな罪びとである。罪とは何か。それは造られし者としての弱さではない。自己の責任である。神に対して果たさねばならぬ重き負債である。しかも絶対に果たすことの出来ない負債である。その事は我等が人に対して犯せし罪についてさえ良心の実験の証明する所である。人に対して為すまじき事を為したる時、誰か或る方法によりてその責任を悉く果たし得ると思うものがあろうか。必ず之を償わざるべからずとは勿論良心の要求ではあるが、しかもたとえ如何なる償いを実行したればとて、それによって当然我が責任が解除せられたとは何人も考えない。「済まぬ」との自覚は何時までも良心の上より消え去らないのである。罪に関する良心の苦痛を消滅せしむる途は唯一つのみ。何か。曰く赦さるる事である。


  我等が神の子と成りしはキリストの贖いを信じて罪を赦されたからである。我等は既に赦されたる罪人である。しかしながら一たび赦されて神の子と成りたる後、我等は果たして全く罪を犯さないか。否、誠に残念ながら我等は今もなお日々に罪を繰り返しつつある。これ如何ともすべからざる事実である。罪について最も鋭敏なる感覚を有もたねばならぬ筈の基督者が、却って自己の罪を意識することの甚だ鈍きを我等は心より悲しむ。「もし罪なしといわばこれ自ら欺けるにて、真理我等の中になし」、誰かこの言を現在の我に適用なしと言い得るものぞ。


  「そして私共の負債を免ゆるして下さい」。「そして」の一語の語勢を注意せよ。前の祈りと同じ心もちの継続である。矢張り日毎にである。日毎に我等の罪の赦しを得ずして、我等の良心の苦痛は消え去らない。今日犯せし凡ての罪を、またキリストの功いさおしの故に悉く赦されんことを我等は伏して希う。


  罪の赦しの理由はキリストの贖いより外に何もない。我等自身の如何なる功績にもよらない。しかしながら之を願うこころは誠実でなければならぬ。しかして我等もし赦されたる罪人としての誠実を失わざらんか、我等は必ず自己に対して悪を為したる者の罪を、喜びて赦すべき筈である。己が大いなる負債を免されたるの歓喜に溢るる者が、いかでか己に対する遥かに小さき負債を免さずしていらるべきか。自ら赦さんと欲する心こそ、赦されたる者の誠実の徴しるしである。故にこの心なくして我等は再び神の赦しを求むることが出来ない。ここに於いてか附加して言う「私共も私どもの負債者等を免しますように」と。赦しを願う者のこの誠実の必要を高調せんが為に、主は祈りの後にも再び注意して言い給うた。


  
    汝等もし人の過失あやまちを免ゆるさば、汝らの天の父も汝らを免し給わん。もし人を免さずば、汝らの父も汝らの過失を免し給わじ。（マタイ六の一四、一五）
  


  我等が人を赦す如くに神は我等を赦し給うという。素より原因結果の関係ではない、また程度の比例でもない。しかしながらその実質上確かに或る共通のものあるを拒むことが出来ない。然り、我等が人を赦す時に、その時我等は最も神らしくあるのである。


  罪人として我等のまず祈るべき事は、犯したる罪の赦しであった。次には必然、犯さんとする罪についての助けでなくてはならぬ。


  目を挙げて見れば、我等の周囲に又前途に、無数の誘惑が我等を呑もうとして待っている。ああ誘惑の恐ろしさよ。誰か之を侮るものぞ。およそ人の恐るべき敵にして誘惑者サタンの如きはない。彼の策略は無限である。彼は凡ての人に応ずべき最も適切なる方法を知っている。青年には青年の、婦人には婦人の、貴族には貴族の、学者には学者の、皆それぞれ特有なる誘惑がある。性質、能力、境遇、その他如何なる事情の差別を問わず、誘惑の迫り得ない人は一人もない。しかして一たびその中に陥らんか、如何なる悪しき事と雖も、之を為さざるを得ざるに至るのである。


  犯したる罪を思う時、罪は悲しむべき負債として我等の良心を圧する。犯さんとする罪を見る時、罪は恐るべき誘惑の方面に於いて我等の良心を脅かすのである。誠に誘惑の前に我等は戦慄する。如何にして之に打ち勝つべきか。誰か自己の力に頼って誘惑に打ち勝ち得る者があろうか。負債としての責任についてはただ神の赦しを求むるより外なきが如くに、誘惑の力に対しては我等はただ神の断えざる助けを願うより外を知らないのである。故に祈る「そして私どもを誘惑の中に陥れないで下さい」と。


  神は進んで我等を誘惑の中に突き入れ給わない。しかしながら彼が一たびその聖手を引き給えば、もはや望みは絶えるのである。彼の手に縋すがらずして、我等は誘惑の大波に浚さらわれざらんと欲するも能わない。ただ彼われと共にいましてのみ我は危うくもしかし安全に逃るることが出来るのである。この間の消息は、誘惑に遇いし時の我等自身の実験に照らさなければ解らない。ダビデ歌って曰く、


  
    エホバもし我等の方かたに在いまさざりしならんには、


    水は我等を蔽い、流れは我等の霊魂たましいをうち越え、


    高ぶる水は我等の霊魂たましいをうち越えしならん。


    エホバは讃むべきかな、


    我等を彼等の歯に渡して噛み食らわせ給わざりき。


    我等のたましいは捕鳥者とりとりのわなを逃るる鳥の如くに逃れたり。


    羅わなは破れて我等は逃れたり。


    我等の助けは天地あめつちを造り給えるエホバの聖名にあり。（詩一二四）
  


  祈る、彼つねに我等の方にいまして、我等を誘惑者の歯に渡して噛み食らわせず、捕鳥者の羅を逃るる鳥の如くに逃れしめ給わんことを。


  造られたる者として、我等は霊と肉との糧について祈り、罪びととして、我等は犯したる罪の赦しと犯さんとする罪の助けとについて祈る。これみな我等が日々に与えられんことを欲する恩恵である。これらの祈りにして断えず聴かれさえすれば、我等は神の子らしき日々の生涯を続くることが出来るであろう。しかしながら我等の祈りはなおここに尽きない。我等は何時迄も罪と誘惑との間に生きんことを欲しない。我等の切なる願いは、何時いつか遂には凡ての悪より永久的に救い出されんことにある。罪とそれに基くあらゆる害悪、良心の苦痛、家庭の荒廃、人との関係の素乱、社会組織の不秩序、戦争、殊にまた死、また自然界の欠陥、すべてこれらの悪より永久的に救い出されて、再び悲しみ歎きの存せざる生活に移されん事こそ我等の終局的の願いである。何人か之を望まずしてただ日々の断えざる保護と赦免と指導とのみを以て満足することが出来ようか。


  故に自己に関する最後の祈りはこの総括的終局的の一条でなければならぬ。曰く「しかし私どもを悪から救い出して下さい」と。「そして」を繰り返せる後に「しかし」といって、まずそのの心もちの一転せるを見る。不断の恩恵より終局の恩恵へ、日々の生涯より永遠の生涯への転回である。我等の祈り此処に至りて、我等は時を超越したる彼方とこしえの国を望みつつある。其処には誘惑者は既に滅ぼされ、我等罪人はみな栄光の姿に化せられ、天地もまた全く新しきものに造り更えられて、悪の痕跡をだに発見すること能わず、之に代わりて義が宇宙に充ち満つるであろう。我等は之を望む。しかして之が為に祈らざるを得ない。


  聖名、聖国、聖意、次に糧と赦しと導き、しかして最後に悪よりの救出である。始めに神のため、終に我等のため、この七箇条を以て我等の祈るべき凡てが尽くされている。しかして一語の贅疣ぜいゆうを見ない。実に完全にして極美である。


  これらの願いに次いで多くの聖書写本に載せらるる「国と力と栄は永久にあなたのものでありますから、アーメン」との頌詞しょうしは、現に存する最も古き時代の写本には大抵欠けているという。従って最初の原本にはそれが多分無かったものであろうとの推定は、その反対の想像よりも有力ならざるを得ない。しかしながら誰が之を決定することが出来ようか。この一句もまたイエスの口より出たのであるかも知れないとの保留を打ち消し得る材料はない。


  仮にそれが本来主の祈りの一部を形作らなかったにもせよ、この祈りをささげ終りし者の思いを代言する声として、かくも適切なるものがあろうか。愛の発言たる祈りは事実上願いのみを以て終ることが出来ない。願いの底に讃美の潜流がある。凡ての願いのささげられたる跡より、引き続き熱き讃美は上に向かって迸ほとばしらざるを得ないのである。「讃美は祈祷の冠であり、その安息である。」


  神のための祈りも我等のための祈りも、共に永遠の国をその目標とする。しかして国そのものと、之を実現するの力と、之によって顕わるる栄光とは、みな永遠に彼に専属するのである。彼は必ず己が国を己が力をもて己が栄光のために実現せずしてはやまぬであろう。従って聖名は必ず崇められ、聖国は必ず来たり、聖意は必ず行わるるであろう。我等の糧は必ず与えられ、我等の負債は必ず赦され、我等は決して誘惑に渡されず、しかして遂に我等は必ず凡ての悪より救出さるるであろう。


  ここに於いてか確信より出づるアーメン（然しかあれかし）は讃美の叫びとして声高く我等の口より溢るるのである。


  ＊　＊　＊


  
    かの日に於ける我等の讃美


    


    　天と地とに御出なさる私どものお父さま。


    あなたの聖名は崇められました。


    あなたの聖国は来ました。


    あなたの聖意は行われました、天に於いてと同じく地に於きましても。


    私共の日用の糧は日々に与えられました。


    そして私共の負債は悉く免されました、私共も私どもの負債者等を免しましたように。


    そして私共は誘惑に陥れられませんでした。


    しかし私共は凡ての悪から救い出されました。


    国と力と栄は永遠にあなたのものでありますから。


    アーメン
  


  〔第二〇号、一九二二年一月〕


  



  第五 祈祷について


  一　むさし野


  祈祷の哲学を私は知らない。すべての祈祷がそのままに聴かれるとは私は信じない。私の実験が明らかに反証するからである。


  かつて私に一つの祈祷があった。私は数ヶ月に亙わたって殆ど絶えまなく祈った。或る夜私は夜もすがら祈りつづけた。次の夜も同じように始めた。しかし衰弱せる健康は二昼夜の不眠に堪えなかった。幾日かの後、私は心を尽くして祈った。膏あぶらは汗のように額から滴したたり落ちた。私はゲッセマネを憶って、何となく始めて祈りらしき祈りが出来たように感じた。私は私の祈りがそのままに聴かれることを少しも疑わなかった。


  しかし私の祈りは遂に聴かれなかったのである。私はつつまず告白する、その時以後暫くの間、私は祈りに疲れ果てて、また祈ろうとする心を起こし得なかったことを。私は私の祈りが別の意味に於いて聴かれるであろう事を疑わなかった。しかし別の意味は別の意味である。私の当面の願いはそこにはなかった。私は私の言葉を以て表わした通りに事の実現を許していただきたくあったのである。その望みが失せた時に、私の実感はありのままに「わが祈りは聴かれなかった」というにあった。


  それ限りに然らば私は全く祈らない人になったか。そうではなかった。むしろ私が聖名を呼ぶことは前よりも更に切であった。夕ごとに野路を歩きながら、「エス様、エス様」との声が絶えず私の唇にあった。書斎の卓子に倚りながら、ともすれば我知らず稍々やや大声に「ああ神様……」と呼びかけて、自ら驚かさるることも少なくなかった。して見れば私は祈りなき人になってしまった訳でもなかった。


  差別はここにあった。――努力としての祈り、それが私から消えたのである。そしてただ自おのずからなる祈りのみが之に代わったのである。


  この変化は意味あさきものと思われない。祈りが努力の事としてにあらず、さながら呼吸のように、無意識ではあるが暫くもやみがたき事として行われる時に、少なくとも私は幾倍か神と親しくある事だけは確かである。まことに祈りは今や私の霊魂の呼吸である。一切の事、文字通りに一切の事を私は神に訴える、恥づべき事も、わがままなる事も。しかせずして私はもはや生き得ないのである。今や私にとって神はいと近き友である。彼の面前から私の離れ去る時はない。従ってこの身このままに、隠さず、つくろわず、憚らず縋すがる。


  親密なるが故にまた秘密である。私は私の祈りを人に知らるることを好まない。私は実は人の前にて祈るを大いなる苦痛とする。集会の席上にやむを得ず祈りはするものの、私としてはそれは多くの場合に於いて真実の祈りではない。集会の司宰者としての公然の祈りは全会衆の心を代言するものでなければならぬ。そのためには祈祷の準備すなわち一種の予習さえ必要とせられ、甚だしきに至っては朗読祈祷さえ行われるに至る。もし単に集会又は儀式そのものの整備の上より見るならば、それもやむを得ぬことであろう。しかしかくのごとき祈祷が真実の祈祷でない事だけは明白である。誰が父にものいうに朗読の法を以てしようか。何いずれの父がかくのごとき対談を喜びとしようか。いかに贔屓目ひいきめに見るとも、かかる精神のうちには或る濃厚なる不純の分子を含むことを拒むべくもない。これ祈祷よりも集会を重しとする精神である。神に聴かるるよりもむしろ人に聴かれんことを求むるこころである。神は最もこのこころを悪にくみたもう。私は信ずる、朗読祈祷いかに荘重であるとも、それによって会衆の心気いかに純化せられるとも、神はそれを聴きたまわないことを。「我なんじらが手をのぶるとき目をおおい、なんじらが多くの祈祷をなすときも聴くことをせじ」（イザヤーの一五）。「誠になんじらに告ぐ、彼らは既にその報いを得たり（人に聴かれんことを目的とし、しかして目的通りに聴かれたるが故に）。なんじは祈るとき、己が部屋に入り、戸を閉じて隠れたるにいます汝の父に祈れ」（マタイ六の六）。


  祈祷が心意の努力たらず、霊魂の呼吸たるに至って、祈祷の聴かるる所以は私に少しく解る。我らは単に祈るが故に聴かれるのではない。祈るが故に我らはいよいよ神と親しみ彼に似る、従って彼のこころにかなうものを求め、かなわざるものを求めざるに至るのである。かかるが故に我らの祈祷は聴かれるのである。祈祷の背後にある「神との親密」の故に、祈祷によって代表せらるる信頼生活の故にである。すなわち個々の祈祷そのものが聴かれるというよりも、むしろ霊魂全体が聴かれるのである。「われ汝らに告ぐ、求めよ、さらば与えられん。尋ねよ、さらば見出さん。門を叩け、さらば開かれん。……天の父は求むる者に聖霊を賜わざらんや」（ルカ一一の九～一三）とは、この間の消息を告ぐる言ではないか。


  〔第四五号、一九二四年三月〕


  二　眠られぬ夜のいのり


  「エホバその愛いつくしみたもうものに寝ねむりをあたえたもう」。睡眠はたしかにこの世に於ける大いなる恩恵の一つである。傷つきて物狂おしき心、または疲れてサタンの誘いに敗れ易き心などが、いかばかり睡眠によって癒されるか。我らがなお肉体を以て生きるかぎり、「安きねむり」の恩恵に与からずしては堪えられない。


  然るに睡眠は時として我等から奪われるのである。眠られぬ夜になやむものは少なくない。しかして不眠の苦痛は必ずしも侮りがたい。


  しかしながら睡眠がそうであるように、不眠もまた恩恵ではなかろうか。私は信ずる、眠り得るの恩恵にまさる眠り得ざるの恩恵があると。神は或る時殊更ことさらにその愛いつくしみたもう者の寝ねむりを奪いたもう。神を愛する者のためには凡ての事相働きて益をなすのである。不眠もまた必ず我らのために益をなすのである。我らは眠られざるがために、眠りしならば得なかったであろうところの善き経験をもつことが出来る。


  その主なるものは祈りである。夜は祈りに善き時である。更けたけてあたり音なき時、この世の刺撃から離れて床の上に身を伸ばしいる時、その時われらは静かに過去の恩恵をおもい、自分のみじめさをおもい、永遠をおもい神をおもうに適する。


  
    夜はわが心われを教う。（詩一六の七）


    夜はその（エホバの）歌われと共にあり、この歌はわがいのちの神にささぐる祈りなり。（四二の八）
  


  この故に預言者は悩みのどん底にある者に勧めていった。


  
    なんじ夜の初更しょこうに起きいでて呼びさけべ、主の御前になんじの心を水のごとく注げ。（哀歌二の一九）
  


  私もまた眠られぬ夜の兄弟姉妹たちにすすめたい、「いのりたまえ」と。必ずしも身を起こすには及ばない、床上臥しながらにして結構である。臥しながら、その善き機会に、自分の心のいと深きところを飾らずつくろわずありのままに主の御前に注ぎいだせ。いかばかり乱れたる言葉でもよい。ただ思うがままに憚らず訴えよ求めよ。然らば常には待ちあぐむ時間の進行も、その速やかなるを怪しむであろう。一時うつを聞きしは今しがたとばかり思う間に早や二時を聞きまた三時を聞くであろう。しかして心はややに和らぎうるおい、何となく大いなる手に抱かるるを覚えるであろう。恐らく夜の明くるに先だちて、暫しの安きねむりはつつむがごとくに臨みきたるであろう。


  
    われ床にありて汝をおもい出で、夜の更ふくるままになんじを深く思わん時、わがたましいは髄ずいと脂あぶらとにて饗もてなさるるごとく飽くことをえ、わが口はよろこびの唇をもてなんじを讃ほめたたえん。（詩六三の五、六）
  


  人が平生祈りのために用いる時は余りに少ない。雑談のため、娯楽のため、新聞雑誌の閲覧のためには惜しまない時をも、神との楽しき会話のためには之を惜しむ。いかばかりの欠陥であろうか。この欠陥を補わんがために、神は最も適わしき不眠の時を与えたもうのであるかも知れない。我らは徒いたずらに眠られざるを思いわずらうをやめよう、しかしてこの善き時を天の父と心ゆくばかり語らんがために用いよう。苦しき不眠の時を化してしずけき祈りの甘美なる時となそう。少しく眠りて多く祈るは、多く眠りて少しく祈るよりも勝ること幾段であるかを知らない。


  〔第六二号、一九二五年八月〕


  三　われ山にむかいて目をあぐ　私の信仰としてクリスマスに語りしところ


  私も今まで度々たびたび自分の生活を省みては、その足らざるを歎いた。信仰に入りて既に幾年、なおかくのごとき歩みは何事かというように、自分に目を着けては悲しんだ。しかし今は私は全くそれを廃やめたのである。自分を省みては歎く事を私は全然廃めてしまったのである。


  何故か。その事の無意義を私は知ったからである。少なくとも私の場合に於いては、それは意義を成さぬ事であった。自分を省みる事は、自分について何等かの希望をいだき得る者にこそ適わしけれ、もはや少しの余地なきまで自分について絶望した者に取っては、それは意義を成さないのである。「私は弱い」とか「私は穢れたものである」とかいう事は、私自身については無意義なる空虚の響きに過ぎない。例えば「闇はくらい」「熱はあつい」というと異ならない。誰が闇くらからざる闇やみ、熱からざる熱の存在を想像しようか。「私はまだ足らぬ」と言う心はいつか「私はもう十分である」と言い得る心であろう。「私、私」といって自分に目をつける人は、なお自分を問題となし得る人である。しかし私にはその時は過ぎたのである。今や私には私自身が問題にも何にも成らないのである。足るとか足らぬとか、善いとか悪いとか、弱いとか強いとか、すべてそれらの相対的批判の対象には成らない。「私」が何であるか。私はそれに愛憎を尽つかしてしまった。私はそれを眼中から棄ててしまった。私はそれの存在を無視してしまった。


  私は早くから罪の問題に悩んだものではあるが、しかし人に比べては、自分は低くともなお水準より下るほどの者でないと信じて居った。そののち聖書の光に接して、自分に対する私の評価は頓とみに一変した。罪人としての自分の地位は限りなく低いものである事を私は知った。或る意味に於いては自分について絶望もした。しかしそれでもなお多年自分を省みては歎くことを続けていたからには、私は未だ絶望し切らなかったに相違ない。ただ近年に至って私は始めて自分の正体を見届けたのである。自分が弱いというは果たしてどのくらい弱いのであるか、殊に神のまえに罪人として自分は果たしてどんな処に位置すべきものであるか。それらの事を如実に見せつけらるる痛ましき日が遂に私に臨んだのである。


  鳴呼、過る数年、私はどんな内的生活を送ったか。ただ彼のみぞ知る。誠にただ自分の偽りなき姿を明白に発見せんがための試煉であったと見てさえ、それは十分に意義ある経験であった。


  私はかようなる事を公言するを好まない。しかしここには明らかにせねばならぬ。私はパウロの口調をかりていう、誰か弱りてわれ弱らざらんや、誰か罪を犯してわれ犯さざらんやと。自殺者狂者は私の親友であり、殺人者姦淫者盗賊は私の兄弟である。今や私はたとえ如何なる悪名を以て呼ばれようとも甘んじてそれを受けねばならぬ。


  かくのごとき私が今更に「足らぬ」などと言い出すほど笑止の沙汰があろうか。実際私はもはや自分を見るに堪えない。その事は余りに心苦しい。もし私をして何時までも己に省みさせるならば、私は自ら果つるのほかないであろう。


  この故に私はやむなく目を自分よりそむける。しかして之を何処に向けるか。「われ山にむかいて目をあぐ」（詩一二一の一）。私はただ目をあげて彼に着ける。自分を見ておる暇に、私はただ彼をあおぐ。然り、ただ、ただ、彼をあおぐ。


  しかして福いなるは彼をあおぐものである。その人は自分を忘れ得るからである。自分の責任から脱のがれ得るからである。「なんじの荷を我にゆだねよ」と彼は言ってくれる（詩五五の二二）。私は罪ふかい、私は弱い。省みてそれを憶うとき心くずおれる。しかしすべて私の責任を私はみずから負わなくとも善いのである。彼が代わって之を負ってくれるのである。彼は己をあおぐ者を無責任の地位に置いてくれるのである。十字架のキリストに頼るとき、私は彼の功績のゆえに無責任者である。私に多くの恥辱がある。しかし私は彼にそのすべての始末を附けていただく。私が真実に彼に頼るかぎり、私の恥は掻き棄てにすることを許される。


  然らば私が彼に頼る理由は何か。彼が私の祈りに答えたもうからであるか。彼が私に恵みを加えたもうからであるか。否、すべて「私」のために彼が何かを為し或いは為したからではない。すべて私のために彼が何かであり又はあったからではない。そうではない。私は今や何の恵みにも好意にも値するものでない事を十分に知っている。彼が私のために何をなさずとも、彼が私に対してどんなに冷淡であろうとも、然り、どんなに無慈悲、残酷でさえあろうとも、それをもって私は彼を疑うの理由とすることは絶対に出来ない。


  しかして現に私は自分の関するかぎりに於いては、幾多の躓きをもっている。私には聴かれざりし又は聴かれざる祈りがある。私には奪われし恵みがある。私には時々見失われし聖顔みかおのなげきがある。私は信仰の先輩が余りに安く祈りの応答について証あかしした事を憾うらむ。私をして言わしめよ、祈りは多くの場合に於いてはそのままに聴かれないのである。霊魂に関する祈りのほかは、聴かれたと見えるものも実はそうではない。「たとえわれ彼を呼びて彼われに答えたもうとも、わが言を聴き入れたまいしとはわれ信ぜざるなり」とのヨブの告白は、近代基督者の経験よりは遥かに深刻である（ヨブ九の一六）。「求めよ、さらば与えられん……天の父は、求むる者に聖霊を賜わざらんや」とある。これこの世に於ける祈祷応験の原則である。聖霊は必ずこれを賜う。しかし健康や成功や金銭などは、多くの場合に之を賜わない。霊魂以外の事についての私の祈りは聴かれない事が多い。


  しかし右にも言った通り、たとえ私の祈りが悉く拒絶せられたとしても、それをもって私は神を信じ或いは疑うの理由とすることは出来ないのである。何となれば、私は素々彼の前に立つ資格さえないものであるからである。神が私に対して聾者みみしいとなりたもうはげに宜うべなる事である。


  私が神を信ずる理由は、「私」の側には少しも存在しない。私はただ神を信ずる、神が神でありたもうがゆえに！神はキリストの十字架に於いて御自身を明白に現わしたもうたが故に！神は御自身の永遠的公義の要求を満たさんがためにおのが独子キリストを惜しまず世に送って敢えて之を十字架につけたもうたが故に！


  私が神を信ずるの理由は之よりほかに一つもない。キリストに於いて、殊に十字架上の彼に於いて、私は神を見たのである。私はもはや彼を見識っているのである。彼処に神の神らしさは悉く現われ尽くしたのである。たとえほかの事はどうあろうとも、十字架のキリストが変わらないかぎり、私の信仰は変わらない。勿論私は屡々神を疑おうとする。しかしその試みに出遇うとき、私はただちに十字架のキリストに帰る。彼は私の唯一の避所さけどころである。さればたとえ地は変わり山は海の中央もなかに移るとも、私は恐れない。よしその水なりとどろきて騒ぐとも、その溢れきたるによりて山はゆるぐとも私は恐れない。何となればそれらの騒ぎのなかに、なお十字架の上に永遠に変わらざる神を私は見出すことが出来るからである。かしこに神は己の義を顕わして、自ら義となりまた人を義とするの途を開きたもうた。かしこに彼はその独子を釘つけるほどに世を愛したもうた。この一つの事実を打ち消す何ものがあるか。我らの社会に何事が起ころうとも、人が何をなそうとも、自分の上にいかなる悩みが加わろうとも、この一つの永遠的事実を如何にするか。


  私は時として自分に臨むことあり得べき一切の患難を想像して見る。自分が陥り得べき最も呪われたる谷底を想像して見る。しかしてそれでもなお私は神に信頼し得べきかを考える。宜よろしい。何処まで往っても宜しい。私の幸福がたとえどうなっても、神は変わらないのである。十字架のキリストの神は永遠に変わらないのである。しかして私にとって最大の問題は、私の幸福の如何ではない、神が神でありたもうか否かである。神が神でありたもうかぎり、私はただ彼に信頼すればよいのである。たとえ私は地獄に落ちても、なおひたすらに彼に信頼して彼の名を呼べばよいのである。まことに大いなる患難、大いなる呪いが私に臨めば臨むほど、私はいよいよ切せつに彼にすがるのほかないのである。


  かくいえばとて、勿論私は如何なる場合にも泰然自若としてあり得ると言うのではない。断じてそうではない。私自身は前に言った通りの者である。たとえば今にも死が私に臨むならば、私は或いはいかばかり見苦しき様子を示すかも知れない。しかしその事の故に私の信仰は変わらない。否、さほどに言い甲斐なき者であればこそ、私は自分を見ずしてひとえに彼を仰ぐのである。私が絶対に彼に信頼することは、私自身の憐れさをこそ証明すれ、断じて私の功績にはならない。


  かくて私の生涯は聖旨のままである。自分がどうあろうとも、社会がどうあろうとも、私は関わない。自分のために思いわずらわない私は、また世を憂えず人を憂えない。私はただ神をあおぐ、しかして一切を彼に委ねまつる。彼の聖旨の成らんこと、その事のみを私は願う。聖旨の成るにまさる善き事はない。故に彼の成したもうがままに私は従う。私の信仰は之である。


  〔第六七号、一九二六年一月〕


  四　私は何故に祈るか


  「何故になんじは祈るか」と問われたならば、私は何と答えようか。それはあたかも「何故になんじは呼吸するか」と言うと異ならない。もし祈りをやめたならば私は窒息するのである。祈らずして私は生きることが出来ないのである。有名なる心理学者ウィリアム・ジェームスも言っている、「我らはなぜ祈るかといえば、理由は簡単である。祈らずにはいられないからである……たとえ科学が之に反対して何と言おうとも、人は世の終りまで祈りつづけるであろう」と。確かにそうである。祈りは人の本能である。神が人を創造する時にひそかに植えつけたもうた性質である。故に真まことの神を知らない人すらなお祈る。全く祈らない人とてはひとりもない。しかしながら私などにとっては祈らない事が不可能であるは無論の事、たとえ暫くなりとも、祈りなしには生ける心持がしないのである。実際、祈らない時に私は死んでいる。そのとき私の霊魂は窒息し生命を失っている。気がついて直ちに祈りを回復する時の感じは、息つまりしのち胸をひらいて大気を吸い込む時のそれと少しもちがわない。祈りに於いて私は息つく。祈りに於いて私は生きる。祈りは文字通りに私の霊魂の呼吸である。


  呼吸である。私の霊魂はここに息つく。ここに私は天の国の新鮮なる大気を吸うと共に、また私の衷なるすべての気を吐きいだす。衷に起こりしすべての思いを祈りに於いて神のまえに吐き出さなければ、恐らく私は鬱結うっけつする悪気に中毒して斃たおれるであろう。故に私は事ごとに祈る。どんな事でもいのる。神に祈るべくあまりに小さいというような事は一つもない。〔中断――編者〕


  〔未発表の手稿〕


  



  第六 私のいのり


  或る日のいのり


  天の父様！又しても私の心が凋しぼみはじめました。光が薄れて、闇がひしひしと迫ります。熱が失せます。何ともわからず堪えがたき重荷が私を圧迫します。人生がつまらなく感ぜられる時、自分も人も呪わしく思われる時、今までの経験がみな間違いではなかったかと疑う時、そのいやな時がまた来ました。


  神様、告白します、こういう時には、実際、祈りの熱心さえ消えてしまうのです。私はいま祈りたくありません。しかし、ああしかし、あなたを措おいて何処へ往きましょうか。人間のだれが今、私のすべてを受け入れてくれましょうか。否、人間に対する信頼が少なくとも現在私を見棄てたという事が、即ち沈鬱の主なる原因ではないのでしょうか。神様、私は今、人について何の興味をも持ちません。私は人の同情を欲しく思いません。人から慰められたくありません。人は私に取って余りに不可解なのです。彼等は私の少しも求めない時に、熱き愛を以て私を驚かせます。そしてさながら強盗のように私の心から歓喜と感謝とを引き出して往きます。そうかと思えば、私の方に最も切なる要求が動いている時に、彼等が私の期待を裏切らないことは滅多にありません。その失望の味はかなり苦くあります。彼等は果たして親切なのでしょうか、もしくは不親切なのでしょうか。罪は期待する私にあるのでしょうか、それとも裏切る彼等にあるのでしょうか。私にはさっぱりわかりません。結局、人間に信頼する事は、私のようなものに取っては、〔中断――編者〕〔未発表の手稿〕


  



  いのり


  神様、あなたが日本国の戸の外に立って叩きたもう音が、今こそ明白に聞こえます。どうぞ私共が開かずにはいられぬほど、強く強く叩きつづけて下さい。〔第四一号、一九二三年一一月〕


  



  年頭のいのり


  神様、聖国みくにの来る日が一年だけ近づいた事を深く喜びます。世界の混乱の間に聖旨が成就しつつある事を感謝します。今年も矢張りあなたの勝利であるに相違ありません。どうぞ私共をして益々あなたを讃美させて下さい。出来るならば始より終まで讃美の一年であらしめて下さい。アーメン〔第四三号、一九二四年一月〕


  



  或る日電車の中にて


  イエス様、自分の内にも外にも醜いものばかりを見ます時に、失望せずにはいられません。しかしあなたを思うときに、何という明るみに引き出されるんでしょう。あなたを知り得たというこの一事、感謝の感謝です。ただその為に生まれたとして、私の生涯に十二分の意味があります。この喜びを言い表わすべき言葉を知りません。〔第四四号、一九二四年二月〕


  



  いのり


  今年もまた患難を通して聖意みこころを一層ふかく知ることが出来ましたことを深く感謝いたします。すべてあなたを見上げて立つ者どもに、新しき智慧と能力とを御注ぎ下さいましたことを感謝いたします。震災の後の日本になお排日問題その他の難問題を御与え下さいまして、国民の自覚を促していただきましたことを感謝いたします。ひとり日本ばかりではございません、東洋全体が眼を醒ましつつあります事は何という意味深い事でございましょう。新しい曙が世界歴史の上に臨みつつあるを思います。実に希望に心燃えます。神様！どうぞ大いなる御経綸に従って、大いなる事を見させて下さい、栄光を地の極はてまで御示し下さい、全人類をして聖名を讃美させて下さい。〔第五四号、一九二四年一二月〕


  



  或る日の感謝


  光と生命と愛との神様！聖名を崇めさせて下さい。


  御みちびきによりまして私もここまで参りました。かつてはあなたの事を耳で聴いていましたが、近頃ようやく目をもって見まつる事が出来るようになりました。今は私も少しばかり人生の何か実在なるものに触れたことを覚えます。今は私にもささやかながら自分の実験と称し得べきものが出来ました。三年前に私の恩師が私について「君は今よりは理想を語るに非ず、研究の結果を語るに非ずして、直に見し所のものを語るに至り云々」といいました言葉は真実でありました。神様、感謝いたします、私ごとき者にも兎にかく目を以て何かを見ることを得さして下さいました事を。殊に人生の至聖所に入って二つのケルビムの間からあなたの御声を聴くことを得さして下さいました事は、私にとって何という特権でありましょう。


  しかも之は少しも私自身の望んだ事ではありませんでした。こんな処に来ようとは私は始めから願いませんでした。今に至って、私もまた手を伸べて他の人に帯せられ、私の欲せぬ処に連れて来られたとの感が甚だ深からざるを得ません。今に至って私は明らかに見ます、三十七年余の私の生涯を通じて、いと大いなる一つの手が私を連れゆきつつありました事を。顧みますれば、之まで私の上に起こりました凡ての事が――そうです、凡ての事が――奇しき御摂理でありました。実に一つとしてそうでなかったものは無いと感ぜられます。私はあなたを求めませんでしたが、遂にあなたを見出さしめられました。私はみずから全く予想しなかった事を私の生涯の仕事として選ばしめられました。私は限りなく愛惜するものを奪われて始めて人間らしきものに煉られました。私ごとき者をここまで御みちびき下さるために、どれだけの御心づくしを成して下さった事でしょうか。実に勿体なく思います。感謝の言葉もありません。それと共にこの小さい経験の中に私にもまたどのような涙があったかは、あなたのみが御存じの事であります。


  かくて私は今もなお大いなる聖手に連れゆかれつつある事を心から喜びといたします。どうぞ神様、どこになりと御連れ下さい。あなたに従って歩むにまさる願わしさはありません。どうぞ何処になりと御連れ下さい。そして何処へ往っても、ただあなたを信頼することをお許し下さい、何がどうなっても、ただあなたのみを信頼することが出来ますように。アーメン。〔第五九号、一九二五年五月〕


  



  いのり


  天の父様、あなたは何時いつも私共の思いに過ぎる事をなし給います。あなたは私共の愛惜するものを奪い給います。あなたは私共の計画するところを破壊し給います。あなたは私共の歩みゆく途を行き詰らせ給います。無情の神、無理解の神、圧制の神とさえ思わせられる事が稀ではありません。しかしながらあなたを謬なく見上げるために、あなたの驚くべき愛をさとるために、あなたを絶対に信頼しまつるために、之らの経験がいかに必要であるかは、経験者のみが知る事実であります。私共はもはや患難を欺こうと致しますまい。却って「見ずして信ずる」の幸福、「望むべくもあらぬ時になお望む」の恩恵、「その審判は測りがたく、その途は尋ねがたき」永遠の神を知るの特権を、心から感謝します。どうぞ父様、あなたの聖旨を成らしめて下さい。そして唯その事のみが私共の祈願であり、歓喜であり、感謝であるように御導き下さい。讃美とこしえに聖名にあれ。〔第七五号、一九二六年九月〕


  



  いのり


  言いがたく聖なるわが神よ。なんじに願わざる何事かわが心にあらん。しかも願いのなかの願いのひとつは、わが聖潔にあり。神よ、われは実に聖からんことを欲す。汚点しみなく皺なくすべてかくのごとき類たぐいなく、晨の胎よりいづる露のごとくにみまえにあらんことを欲す。吹きすさぶ罪の嵐を蔑みて、鷲のごとく自由に高翔せんことを欲す。然るに何ぞや、わがたましい光をも色をも失って黒きこと炭団たどんにまがい、断えざる旋風に漂って喘ぐこと椋鳥むくどりにたぐう。これを見るごとにわれ浅ましと自らを嘲り、しかして望みなく朽木のごとくに倒れ伏すなり。ああ神よ、われを憐みたまえ。われを潔めたまえ。われを造りかえたまえ。わが衷に住みて我を悉く化したまえ。然り、神よ、なんじ既に我にかかわるこのみわざを始めたまいしことを信ず。なんぢ既にわれを聖子に接つぎ、彼にありて我を完く潔めたまいしことを信ず。そはなんじわがたましいに告げて、彼はなんじの聖潔なりと言いたまえばなり。さらばわが神よ、願わくはわが信ずるごとくに然あらしめ給え。〔第八五号、一九二七年七月〕


  



  いのり


  いと高き神よ、なんじにむかってわれら口を開くとも、なんじに適わしき何事をか語り得よう。さりともなんじのまえに黙すは禍いなるかな。われら時として何を為すべきかを知らない。ただわれらをして常になんじを讃美せしめよ。なんじわが頭をひきあげたもうときにはなんじの恩恵を、なんじわが霊魂を鞭うちたもうときにはなんじの真実を、しかしていかなるときにも断えずなんじの栄光を、讃美せしめよ、讃美せしめよ、讃美せしめよ。主よ、なんじは苦熱をあたえまた甘涼をあたえたもう。なんじは暗黒をあたえまた曙光をあたえたもう。なんじは涙とともに種子を播かしめ、また歓喜とともに禾束たばを穫かりとらしめたもう。まことにかつてわれらの祖先にむかって誓いたもうた通りである。曰く「地のあらん限りは播種時たねまきどき、収穫時かりいれどき、寒熱さむさあつさ、夏冬なつふゆ、および日ひると夜よる、息やむことあらじ」と（創世八の二二）。されば主よ、ねがわくはわれらをして患難のなかになんじを疑うことなからしめたまえ。却ってなんじのみすがたの見えぬ所に、われらにいと近くいますなんじを信ぜしめたまえ。すべての苦痛、すべての蹉跌さてつ、すべての失望は、限りなく深遠にして宏大なるなんじの経綸の中のものである事をさとらしめたまえ。一切の出来事は聖手の中にある。一羽の雀さえみゆるしなしには地に落ちない。われらの髪の毛一すじだになんじこれを算かぞえ知りたもう。ねがわくは主よ、聖意みこころをして成らしめたまえ。われらをしてひたすらに汝に頼み、かつ従わしめたまへ。栄光ねがわくはとこしえに汝にあらんことを。〔第八七号、一九二七年九月〕


  



  いのり


  すべてを知りたもう神よ、わが思想おもいは人の思想おもいと馳せちがうこと恰あたかも列車の上り下りのごとく、わが所為わざは彼らのそれと相副わぬこと例えば夏に見る吹雪のたぐいか。彼らが信ぜざるものを我は信じ、彼らが準備そなえするものを我は準備そなえせず。総じてわが歩みは彼らのそれに比べて甚だしく乱調なり跛行的なり。彼らもし正ならば我はほぼ狂にちかく、彼らもし賢ならば我はまさに愚をきわむ。まことに狂愚の謗そしりはたえずわが負うところ、時には我みずからさえ果たして然らざるかを疑う。然れども常識われを笑い、伝統われを罵り、哲学われを嘲り、道徳われを責め、世のすべての小学こぞりて我を非とし、人ひとりだに我を義とするものなきとき、ああ神よ、我ただ汝のふところに帰り、汝の言に聴く。しかしていかにぞや、なんじの懐はわが狂を容いれて限りなくひろく、なんじの言はわが愚を嘉よみしてあくまでもこれを義とす。しかして汝、汝だに我をゆるしたまわば、人の審判さばきは何ぞ、世の智慧は何ぞ。たとえ人みな我を賞むるとも我あに悦ばんや。もし世こぞりて我を謗らば我これを誇とせん。神よ、わが平和はただ汝にあり。願わくはなんじ常に我とともにいませ。願わくはわが思想おもいわが所為わざをして、ひとしく転ずる車輪のごとく、ただなんじの思想なんじの所為に相副わしめたまえ。願わくは我が上にとこしえに変わらざるみむねを成しとげたまえ。〔第八九号、一九二七年一一月〕


  



  わがいのり


  わが神よ、何時までなんじは我をして豚のごとくに泥の中にまろばしむるや。何時まで罪をして古き情人のごとくわが霊魂に触れしむるや。今は悉くなんじのものなるわが生命いのちに、なおなんじが最も悪にくみたもうものを容いるることあるは何ぞや。神よ、われはもはやかかる怪しき二重生活に堪えず。なんじとサタンとひとしく我に臨むがごときは何らの怪事ぞや。


  然れども神よ、我はなんじを信ず。なんじは一たびわがたましいに告げたまえり、「我はなんじの救いなり」と。なんじ二たび三たびこれを繰返したまえり。


  なんじは渾沌より秩序をつくりたまえり。なんじは光に命じて暗より照りいでしめたまえり。汝は昴宿ぼうしゅくと参宿しんしゅくとを空につらね、日と月とをして地の上にかからしめたまえり。なんじは民をえらび使いをおくりて六千年の歴史をみちびきたまえり。なんじはキリストの十字架によりてわが罪をゆるしたまえり。しかしてなんじ今現に我が衷にやどりたもう。ああわが神！われ豈あになんじを信ぜざるを得んや。


  神よ、ねがわくは我を憐み、わが足にからめるこの錆びたる鎖を断絶せしめたまえ。ねがわくはわが霊魂をして鳩のごとく地を蹴りて翔らしめたまえ。ねがわくはただなんじ我を瞳のごとくにおおいたまわんことを。〔第九二号、一九二八年二月〕


  



  祈祷


  神様、何をあなたに申し上げないでいられましょう。一切の事を御存じのあなたであります。人には言いがたい事もあなたには残らず申し上げさしていただきます。


  特別に此事彼事についてでなく、私の生活の全部について、私の起き臥しの土台について、あなたに対する無限の感謝がいつも私の胸をみたしております。どんなに寂しいおもいの漂うときでも、その底の深淵のようなところに、この感謝が湧いていない時がありません。それはただ活ける神様あなたを知ることが出来たからの心もちであります。神を知るの悦びであります。人と生まれてこの事がかなえば、もうほかに願いはありません。何という福いでありましょう。


  けれども神様、虫けらのような私であります。感謝のほか何もないなどとはどうして申し上げられましょう。御存知の通りの悩みが絶えずおそってきます。神様！どうぞ恥知らぬ者のような告白の繰り返しを御ゆるし下さい。あなたに訴えないで之をどうしましょうか。聴かれる聴かれないはとにかくとして、すべての悩みをただあなたに訴えさして戴きたくあります。あなたにむかって語ることその事がまず私の救いであります。


  しかしまた虫けらのような者の胸にも、あなたを知りましてから大きな考えが住まうようになりました。人類全体の事、すべて造られし物の事、永遠の事、それらの問題がやはり私の最も切なる祈りを喚び起こします。神様の立場に少しく自分も立って見ることが出来るように思います。そうしてその遠大なるみこころの成ることを何よりも深く願わずにはいられません。


  どうぞ神様！みこころを成らしめて下さい。私ひとりの悩みなどは、そのために宜しきように御処置下さい。そうして如何なる場合にもただあなたに従わせて下さい。黙って、小羊のように。〔第九三号、一九二八年三月〕


  



  歳末の感謝


  感謝す、わが神よ、今年中にわが上に起こりし一切の事について我は今汝に感謝す。その善き事について感謝す。その悪しき事について感謝す。そは悪しき事もまたみなわが為に働きて善をなすを我は見たればなり。汝は今年我をして前後二回、百数十日に亙りて病床に臥さしめたまえり。我は自ら肉体を待あしらうの足らざりしことを遺憾とす。然れども神よ、わが病床の生活一日としてなんじの恩恵ならざりしことありや。なんじはわが肉を病ましめてわが霊を健やかならしめたまえり。なんじは我をして堪えがたき痛苦の中にもがきつつ転まろびつつ汝を呼ばしめたまえり。しかして汝つねに我にむかい応答こたえをなしたまえり。病床はわが新たになんじを見んがための聖所なりき、なんじの静かなる細き声を聴かんがためのホレブの嶺なりき。恐らくはこの後、我ふたたび同じ痛苦に陥ることあらん。されども我は怖れざるなり。なんじ必ずわれと共にいますことを信ずればなり。汝と共にあることをだに得ば、病患何かあらん、貧窮何かあらん、孤独何かあらん。禍いなるは汝なくして健やかにかつ富みかつ昌さかゆることなり。神よ、われは我に与えたまいし病患を感謝す。その他のもろもろの煩累と災累とを感謝す。然れどもわが感謝あに是に止まらんや。なんじは今年もまた偉大なる真理を我に啓示したまいしにあらずや。われは汝がいと高き所よりして宏大無辺なる永遠の経綸を行いたもうを見たり。われは我らの世界が汝の定めたまいし至福いとさいわいなる目標にむかって速やかに進みゆくを見たり。然り、神よ、われは見たるなり、汝の聖意の日々に成りつつあるを。ああ、これ何ら厳粛なる事実ぞや。神よ、かくてわれは今生くることの光栄をおもう。まことになんじの統べたもう国において、生くるは誇らし、身にありても身を離れても。さらばわが神よ、この機会においてまたわが溢るる言いがたき感謝を受けたまえ。願わくは栄光とこしえに汝にあらんことを。〔第一〇二号、一九二八年一二月〕


  



  いのり


  永遠の神様。また心からの讃美を以てこの新しい年を始めさせて下さい。聖名を讃美するにまさる喜びはありません。恐らくあなた御自身も何よりそれを御喜びくださることと思います。なぜなら、私どもにとりそれほど適わしい、それほど当然な事は無い筈でありますから。そうして私どもの目を一たびあなたに向けますときには、どうして讃美せずにいられましょう。神様、あなたは六千年の世界歴史を驚くべき方法によって御支配になりました。聖意みこころは日々に成りつつあります。アーメンであります。また私どもひとりびとりの生涯をあなたは深き恩恵と奇しき摂理とを以て御導き下さいました。自分の過去を顧みまして、おごそかさ、勿体なさに打たれます。ああ神様。世界の歴史に、自分の生涯に、ひとしくかくも鮮かに御足みあしの跡を見、御手みての動きを感じますとは！実に詩人の歌った通り、「我いずこに往きてなんじの霊みたまをはなれんや、われ何処にゆきてなんじの前みまえをのがれんや」であります。「なんじの事跡みわざはことごとく奇くすし」であります。しかしながら神様、奇しきあなたの事跡みわざにもまさってなお奇しきは、あなたの御性格であります。あなたの義であります、あなたの愛であります。そうです、あなた御自身であります。独子キリスト・イエスに現われましたあなたのみかおを拝しますときには、ほかに何がありましょうか。我もなく世もなく、罪もなく死もなく、涙もなく嘆きもありません。ただ讃美――心に溢れる永遠の讃美があるのみであります。ほんとうに神様御自身が私どもの酒杯に受くべきもの、私どもの絶えざる所領、私どもの一切全部であります。願わくはとこしえに聖名に栄光あれ。（一九二九年年頭のいのり）〔第一〇三号、一九二九年一月〕


  



  編集室にてのいのり


  この月もまたわれは野に出いでてなんじに呼ばわれり、主よ、示したまえ、伝うべきの真理をと。その時たちまちわが胸かがやけり。またも天の薫りうせぬ新鮮なる音信を、小さき器に盛りてわが同胞にすすむることの福いを想いてなりき。われはすなわち入りて卓に倚れり。かくするはまさに幾十月ぶりなりしぞ。この年頃ただ（病床ならずば）寝椅子の上にのみ仰臥しながら原稿を書き続けたるものを。発行の日はすでに迫りてあわただしくも過ぎ去らんとす。百枚に近き稿、今よりいかにして綴らるべきか。されど我に思いわずらいは露ほどもあらざりき。然り、ただ主よ、なんじを見あげて我はペンを執れり。しかしてまことに主人の口授に従い物書く人のごとく、我は示したもうままに綴れり。一段また一段、はつ夏地平に湧く雲の嶺のごとく、真理は真理のうえに畳々相重なりいでて、わが思いは躍り、わがペンは飛ぶ。ひそかに想いいづるは、百合花のしらべにあわせてのコラの子の歌の一節なりき。いわく「わが心はうるわしき事にてあふる。わが舌はすみやけく写字ものかく人の筆なり」と。稿成りて言いがたき感謝大水のごとくわが胸にあふれぬ。主よ、かくしてこの月の号もまた世に送らるるにいたれり。なにらの奇しさぞ。常にただなんじみずからこれを培つちかいこれを実らしめたもう。数ならぬ一巻の『旧約と新約』、これはた生命の水のほとりに立ちて月毎に実を結ぶ樹の一枝ならざらんや。ああ主よ、栄光はことごとくなんじに、ただなんじにのみ帰せんことを。聖名により、アーメン！〔第一〇五号、一九二九年三月〕


  



  秋の朝のいのり


  神様、宇宙の神様、そうして私の神様！


  初秋のすがすがしい暁、虫の声が雨のようにしっとりと。またあちこちから起こる鶏鳴がいかにも原始的に聞こえます。人はみな寝しずまって、この静寂を掻き乱しません。珍しく暫くの間は自動車の笛さえ響きません。


  起たって雨戸をくりあけて空を仰げば、何という健やかさでしょう。庭一面にひろがる櫟クヌギの古木の黒い葉かげから、滴るような星々。ああオリオン！ああ大犬！金牛のほとりに一つ殊さら大きく燦然さんぜんときらめくは、木星か。東には小舟のように浮かぶ下弦の月、またその水先をしるべするような曙の明星。


  ああ昔ながらの神秘をたたえたこの一朝、永遠の中からまた私どものために巡ってきたこの新しい一日！讃美と感謝なしにどうしてこれを迎えることができましょう。今私は声をあげて呼ばわりたいような気もちで一杯であります。


  神様、あなたの造りたもうた宇宙は、今なお荘厳そのものであります。あなたの日々に導きたもう歴史もまた、これをあなたの御摂理という側からのみ見ますれば、何という奇しいみわざでありましょう。私どもは実に申し上げようのない美わしい貴い世界に置かれておることを思います。それであるのに、ひとり私どものたましいだけは、なぜこんなにも濁った乱れた浅ましい世界なのでありましょうか。


  すべてを新たにしたもう神様！人の擾乱じょうらんの一夜をもこの朝のようなものに変えたもう神様！私は失望しません。否、あなたを仰いで新しい希望に満たされます。あなたは既に私どもの衷に善き業わざを御始めになりました。かの日までには、あなたは必ずこれを完うしたもうでありましょう。然り、アーメン、聖名を讃美させていただきます。〔第一一一号、一九二九年九月〕


  



  病床の感謝


  永遠の神様！


  静かにあなたを御思いする機会をたくさんに御与え下さいまして、ありがとうございます。病床は何とあなたの聖座に近い所でございましょう。醒めてはあなたを思い、寝ねてはあなたに憩い、苦しんではあなたに寄り縋り、安らいではあなたに感謝します。一杯の牛乳、百グラムの葛湯さえ、心から湧き起こる真実の感謝なしには戴かれません。


  あなたは去年の秋以来、この地方の好き天気を奪い、殊に美しき日光を奪い、私の野原に散歩する機会を奪い、かくて次第に私の健康を奪いたまいました。そうして私を病床に投げ込み、私の仕事と義務を果たす能力とを奪いたまいました。その上になおこたび三たび大きな蹉跌をお与えになり、暫くは苦しむ事のほか一切をお奪いになったかのようでありました。


  けれどもそうではありませんでした。何を私からお奪いになっても、ただ信頼とそれにもとづく平安とをあなたはお遺し置き下さいました。否却ってすべてをお奪いになるとき、これらのものだけは一層豊かに私に御加え下さるのでありました。それはどんなに有りがたい事でありましたか。何がなくともあなたへの信頼さえあるならば、ほんとうに足りるのでございます。


  しかし又それだけではありませんでした。あなたはその間に私の一切の需要を見事に充たして下さいました。数多の意外なる実際的恩恵を以て私を豊かに潤おして下さいました。私は寝ながら、片腕をさえ動かすことなしに、多くの義務を果たすことができました。


  しかしながら何と申しましても、病床における最大の恩恵は、あなたに親しみあなたを知り奉るその事でございました。平生健康の時には経験しない深さをもって、あなたは私にあなた御自身とその真理とをよろこぶの歓喜を御与え下さいました。


  誠に病床の一人の上に施したもうあなたの聖業は、全世界の上に施したもうそれと同じだけ奇しくあります。人類の歴史を導き、地の面を新たにしたもうその聖手を以て、あなたは又私ひとりをも導き、わが褥しとねをさえ敷きかえたもうのでございます。此処にも彼処にも聖旨は確実に成就しつつあります。


  何という感謝でございましょう。ああ讃美すべきかな、あなたの聖名は！栄光とこしえにわが神にあれ！アーメン！


  
    聖徒は栄光の故によりてよろこび


    その寝床ふしどにて喜びうたうべし。
  


  〔第一一五号、一九三〇年一月〕


  



  第七 唯この一事を務む


  一　我は肉にも恃むことを得るなり


  時は多分紀元元年の頃であった。即ち後年に至り人類の歴史と万物の運命とを一変せしむべき人の子イエスが、なお頑是なき五六歳の児童として、ナザレの街上に嬉戯せる頃であった。小アジアなるキリキア州の首都タルソの市まちの或る家に呱々ここの声を揚げたる者があった。


  タルソは当時繁栄を極めたる都であった。それは蓋けだし彼女の天然的位置に負う所が多かったのであろう。即ち周囲には北方タウラス東方アマナス両山脈に達するまでの甚だ肥沃なる平原の展開するあり、市中には舟を浮かべて海に通ずるシドナス河の貫流するあり、河口には遠く海の東西と交易するレグマ港の横たわるありて自ら富の集中を招くに適したのである。しかしながら彼女の誇りはその物的の財よりも寧ろその知的の富に於いてあった。タルソの市は実に当時世界の学問の中心であった。古き地理学者ストラボー曰う「哲学並びに百科の学問に熱中したるタルソの民等は遂にアテネ又はアレキサンドリア又は其の他すべて言語学及び哲学学派の発生地たる何れの都よりも優秀なるに至った」と。殊に羨むべきはその数多の学者等がみな土地の人であった事である。「学生は他国より蝟集いしゅうし来るも教師を輸入するの必要なく、却ってその過多なる学者を外国に派遣して以て世界を教導せんと試み」たるものは彼女であった（デビッド・スミス）。従って此の狭き地に知名の学者が族々として輩出した。哲学者としてはアンチパテル、アーケダムス、ネストル、アセノドルス、文法家としてはアーテミドルス、ヂオドルス、詩人としてヂオニシウス、彼等はみな彼女の産したる子であった。繁栄の巷にして学問の府、かくの如き地に生まるる事は此の世の立場より見て意義なき事ではなかった。


  嬰児の家はタルソ土着のものではなかった。タルソの市盛んなりと雖も異教国の都に過ぎない。然るに嬰児の父はユダヤ人であった。素々もともと北ガリラヤのギスカラの住民であった。それが多分或る事変に際し、妻を携えて国外に逃れ、遂に此の地に落ち着くに至ったのであろう。彼は富まざりしとするも少なくとも中産以上の階級に属した。加之しかのみならず、彼はロマの市民権の所有者として、名誉ある社会的地位に止まった。


  両親は嬰児に命名してサウロと呼んだ。此の語は「願いし者」の意味であれば、多分彼等の長き祈りに応えて与えられし子であろうとの事である。果たして然らば彼は特別に父と母との大いなる望みを担って世に出でたであろう。


  
    我は八日目に割礼を受けたる者にして、（五）
  


  割礼はユダヤ人の最も重しとする儀式である。それは始めアブラハムに啓示せられたる神の契約の徴であった。爾来じらい彼の子孫等は代々厳重に此の儀式を守った。異邦人にしてユダヤ教に改宗したる者もまた割礼を受けた。しかし彼等は既に或る年輩まで進みたる者なれば、生まれて八日目に之を受くべき純粋なる形式に従うことが出来なかった（創世一七の一二）。サウロは生来のユダヤ人であった。故に勿論割礼に関する凡ての条件を完うした。


  
    イスラエルの血統、（五）
  


  八日目に割礼を受けたる事は其の人自身の所謂いわゆる改宗者たらざる事を示すも、血統の証明にはならない。彼の父又は母は或いは異邦人であったかも知れない。改宗者の子もまた生まれて八日目に割礼せられたからである。しかしながらサウロは純粋のユダヤ人を父とし母として有もった。彼の血は遠くイスラエルと称えられしヤコブに迄その流れを遡ることが出来た。


  
    ベニヤミンの族やから、（同上）
  


  加之しかのみならず、ヤコブの妻ラケルの子にして、侍女の出に非ざるベニヤミンの族に彼は属した。小なりと雖も精悍にして戦に猛かりしものは此の族であった。イスラエルの最初の王サウルを出したるものは此の族であった。不信の空気の漂いし間に独り宮の儀式を固守したるものも此の族であった。


  
    へブル人より出でたるへブル人なり。（同上）
  


  彼の体内を巡りし血液中に異邦人の分子は一滴だもなかった。父の系統よりするも、母の系統よりするも、みな混まじりなきユダヤ人のみであった。へブル人中のへブル人！彼はまさしく其れであった。もし人の系図が何かを語るならば、彼の如きは世界に向かって誇り得べき地位にあった。彼の周囲にギリシャ人も居った、ロマ人も居った。彼等はその文化とその権勢とを誇ったであろう。しかし血統に於いては到底彼と争うことが出来なかった。彼の祖先に衆多の国民の父と呼ばれたるアブラハムがあった、面を合わせて神と語りしモーセがあった、ヨシュアがあった、エレミヤがあった、又その他の預言者等があった。斯かる貴き血統を受けたるサウロは、宜しく力つとめて祖先に恥じざる人物と成るべきであった。


  
    律法につきてはパリサイ人、（同上）
  


  系図を誇り得たるサウロはまた経歴についても申し分がなかった。ユダヤ人の生命となしたる律法との関係より言えば、彼はまず第一にパリサイ人であった。パリサイ人と聞いて我等は直ちに偽善と倣慢と冷酷とを連想する。しかしパリサイの理想は貴くあった。そはだらしなき近代人の理想と比すべくもなかった。何か。曰く「義の追求」である。人は如何にして神の前に義しく在り得べきか、この霊魂の至上の願いが彼等パリサイ人の最大の問題であった。否むしろその唯一の問題であった。彼等は此の一つの問題の解決の為に全力を傾注した。彼等は思った、我等に神の与え給いし律法がある。之を欠かけなく遵守するに由て我等は義を獲得することが出来ると。故に彼等はまず律法に精通した、しかして之を神の命令として重んじた、しかして自らその一点一画を悉く実行せんと力つとめた。故にパリサイ人は最も熱心なる宗教家であると共に、また最も厳格なる道徳家であった。世が宗教道徳に対して冷淡なりし時にも、独りその信仰と努力とを棄てざりしものは彼等であった。軽薄なるヘロデ党と不信なるサドカイ派とに反対して厳然として立ちたるものは彼等であった。パリサイ人を以て悉く自負者又は偽善者とのみ見るは大いなる誤りである。彼等の中にも貴きたましいがあった。神の限りなき聖さを慕い、律法の凡ての要求に従わんと忠実に努力しながら、自己の無力を痛感せる真面目なるたましいがあった。パリサイに勿論幾多の弊害が伴ったであろう。しかし弊害は弊害である。理想は理想である。弊害は何にでもある。高き理想は滅多にない。しかして理想なき所に貴きものは絶対にない。パリサイ人の中に浅薄なる又は悪にくむべき形式主義者が多くあった。しかしながらユダヤ人の立場に於いて、最も尊敬すべき人もまたパリサイの中にあった。


  しかして若きサウロの如きは即ちその一人であった。彼をしてラビ（イスラエルの教師）たらしめんと望みたる彼の父母は、始めより彼に施すにその目的に適う教育を以てした。彼は多分六七歳の頃より、「聖書の家」と称えられし地方的会堂（シナゴグ）と関連したる一種の初等学校に遣られて、旧約聖書を学ばしめられたであろうとの事である。その教育の方法は曾て久しく我国に行われたる漢書の素読の如く、教師の口誦によりて児童等をして暗誦せしむるにあった。従って聖書の文句は自ら彼等の頭に彫り付けられた。十五歳に至りサウロは正式なるラビ教育につかんがため、エルサレムに往って「解釈の家」と称うる学校に入った。しかして此処に数年の間有名なる碩学ガマリエルの指導の下に、律法その他の旧約聖書の研究にいそしんだ。ラビ・ガマリエルは寛容の人なりしと雖もなおパリサイ人たるを失わなかった。彼の豊かなる感化に浴せし弟子サウロはパリサイ人として更に熱心なるものであった。今や聖書に関する深邃しんすいなる知識の備わるあり、完き生活に入らんと欲する燃ゆるが如き欲求の動くあり、若きラビ、サウロの努力は律法の実行に向かって烈しく注ぎ出されざるを得なかった。彼は神の前に立ちて羞じざる義しき人と成らんが為には如何なる誡めをも厳守せんと欲した。モーセの成文的律法にもあれ、学者等の不文的律法にもあれ、道徳の命令にもあれ、儀式の命令にもあれ、凡そ義たらんが為に必要なるものは我れ悉く之を実行せんとは彼の雄々しき願いであった。斯くして彼は勿論その心に平安を得ることが出来なかった。しかしそれにも拘わらず、彼は曾てパリサイ主義の正当を疑わなかった。蹉跌は更に新たなる勇気を喚ぶに過ぎなかった。もしユダヤ伝経（タルムード）の列挙するが如くパリサイ人に七種の別ありとせば、彼を編入するに適当なるものは『更に為すべき事を我に告げよ、われ乃すなわち之を為さん』底の一派であったであろう。「タルソの市中彼の如く熱心なるユダヤ人あるなく、彼の如く凡帳面なるパリサイ人あるなく、また彼の如く不屈なるラビはなかった」。サウロの思想は誤まって居ったかも知れない。しかしながら彼の理想は高くあった、彼の良心は鋭くあった、彼の忍耐は貴くあった。


  
    熱心につきては教会を迫害したるもの、（六）
  


  忠実なるパリサイ人の特徴は律法に関するその熱心に於いて現われた。サウロの熱心は如何ばかりであったか。彼はすべて微温的の態度に堪えなかった。彼は事を終局まで徹底せしめずしては已むことが出来なかった。彼は善しと見たる事は飽く迄も之を追求した、同様に悪しと感じたる事は如何なる手段に訴えても之を排斥した。然り、之を迫害した、之を絶滅せしむべく力つとめた。而して彼のこの恐るべき熱心に訴えたるものは他のものではなかった、それは実に基督教であった。


  イエスが人類の救い主として公然世に現われ、エルサレムの都をうち騒がせし頃、サウロは何処に如何にして在りしか、今より確かむるよしもない。或いは郷里タルソにありて同胞子弟を教えつつあったであろう。或いは諸方を巡回して異邦人にユダヤ教を宣伝しつつあったであろう。何れにせよ、福音の火は未だサウロの衣に届かなかった。勿論その怪しげなる異端についての高き噂は彼も屡々之を耳にしたに相違ない。その首唱者の磔殺たくさつと彼の復活、その追随者等の生涯に臨みし驚くべき変化と彼等の熱烈なる活動等は、サウロも必ず之を聞いたであろう。而して彼は神聖なる律法の汚されん事を思って心私ひそかに憂えたであろう。しかし彼が律法擁護の為に身を棄てて異端基督教の撲滅を図らざるべからずと決心したるは、殉教者ステパノの大演説を傍聴したる時であった。紀元三十三年の春四月、過越の祭の為にエルサレムに出でたるサウロは、偶々たまたま「キリキア及びアジア人の会堂」に列して、ステパノとの討論に参加した。彼はその豊富なる聖書知識と巧妙なるラビ的論法とを尽くしてステパノの妄を弁ぜんと努力したるも遂に之に敵することが出来なかった。しかしステパノは捕えられて議会に曳かれた。しかして提出せられし偽証に対して答うべく、かの不朽の雄弁を揮った。彼が聖霊に充たされて堂々論じ去り論じ来たり、最後に一段声を励まして、「うなじ強こわくして心と耳とに割礼なき者よ、汝等は常に聖霊に逆らう、その先祖等の如く汝等もまた然り云々」との激語を放ち、更にその目を天に注ぎて「見よ、われ天開けて人の子の神の右に立ち給うを見る」と叫ぶに及び、人々はもはや暫くもその冒涜に堪え難くなった。彼等は喊声かんせいを挙げつつ一人のステパノに向かって殺到し、彼を町より放逐して、石にて撃ち殺した。この狂激なる暴動の立役者の一人は実にサウロであった。彼は自ら石をこそ投げざりしが、之を抛なげうつ者の衣を預かりて彼等を励ました。「サウロは彼の殺さるるを可よしとせり」（行伝八の一）。しかして此の時よりタルソの若きパリサイ人は初代基督教迫害運動の中心人物として立つに至った。


  ステパノの壮烈なる死は有司等の教会撲滅の決心を促した。しかして彼等は議会に於ける新進気鋭の議員サウロを推して之が執行委員長たらしめた。彼は直ちに猛烈なる運動を開始した。即ち彼は自ら部下を率いてエルサレム中の諸会堂を襲い、信者を捉えて之を鞭うち、また彼等の家庭に闖入ちんにゅうして、男のみならず女をも捕縛し、悉く之を獄に投じた。又彼等をして強しいてキリストを涜すの言を吐かしめんと試みた（しかし彼等はみな応じなかった）。又彼等に対する虐殺に同意し、幾たびかその悲劇を実現せしめた。彼の行動の如何に狂暴なりしかは之等の事実も記録する言語に照らして察することが出来る。例えば「サウロは教会を荒し」という（行伝八の三）。此の語は新約聖書中他に一度も見当らない。しかして七十人訳聖書又はギリシャ古典にありては、葡萄園を蹂躙する野猪の行動の烈しさを表わすに此の語が用いられているという。又例えば後にダマスコの信者等は彼の事を語り合いて「こはエルサレムにて此の名を呼ぶ者を害そこないし人ならずや」と言った。「害そこなう」と訳せられし語は敵国に侵入したる軍隊が砲火と剣戟とを以て其の国を荒廃に帰せしむる時に用いらるる甚だ強き語である。誠に迫害者サウロはその律法に対する熱心の故に野猪であった、また侵入軍であった。律法の神聖を擁護せんが為に彼の敢えてし得ざる事はなかった。かくてエルサレムに於ける信者等は彼の為に或いは囚えられ或いは散らされ、幾ばくもなくして一先ず屏息へいそくした。しかしながらサウロの熱心は熄きえなかった。彼は散乱したる信者の多数が北方ダマスコの都に難を避けて今や其の地は異端の巣窟と化しつつありとの報道を得て、更に新しき勇気を鼓舞せざるを得なかった。ダマスコはパレスチナの境を超えしいわば外国の町である。しかし宗教の事に関しては、その地のユダヤ人と雖も議会の監督の下にある。故にサウロは大祭司に到りてダマスコに於ける諸会堂への添書を請うた。「この道の者を見出さば、男女に拘わらず縛りてエルサレムに曳かん為なり」。かくて狂える迫害者は「なおも恐喝と殺害との気を充たし」、さながら血に渇ける狼の如くにして、遥かに北の空を睨みつつ進発した。


  「熱心につきては教会を迫害したるもの」という。然り、幾多の教会がなお揺藍の中にあるままに、彼の血腥なまぐさき手によりて屠られたのである。律法に対する熱心はサウロをして狂わせしめた。之よりも大いなる熱心を我等は想像することが出来ない。


  
    律法によれる義につきては責むべき所なかりし者なり。（六）
  


  サウロはパリサイ人として忠実であった、また熱心であった。教会の迫害に於いて現われたる彼の熱心はその具体的の一例に過ぎない。彼は他の冒涜に対して律法を擁護せんが為に熱心であった。同時に自らその一点一画を実行せんが為に熱心であった。彼は人として守り得べき凡ての誡めを守った。勿論何人も完全に律法を守ることは出来ない。神の前に律法によれる義を認められん事は絶対に不可能である。その事はサウロもまた自ら告白している。曰く「律法によらではわれ罪を知らず、律法に貪るなかれと言わずば貪りを知らざりき。されど罪は機に乗じ、誡めによりて各種の貪りを我が衷に起こせり」と（ロマ七の七、八）。しかしながら神の立場があると共に又人の立場がある。神の見て甚だしく不完全となし給う者にして人の目に間然する所なき者がある。凡て比たぐいなく卓抜なるもの、独一と称すべきほど優秀なる者は、人の前にありて殆ど完全である。もし此の意味を以てせんか、律法に対して最も忠実熱心なりしパリサイ人サウロの如きは確かに責むべき所なき者であった。何人も彼の欠点を指摘し又は彼の足らざるを非難することは出来なかった。パリサイ人の典型、紳士中の紳士、若き男子の模範たる者はタルソのサウロであった。


  八日目に割礼を受けたる者、イスラエルの血統、ベニヤミンの族、へブル人より出でたるへブル人、しかして律法につきては厳格なるパリサイ人、熱心につきては最大なる教会迫害者、律法の義につきては責むべき所なき者、斯の如き者が彼であった。完全なる血統と遺憾なき経歴である。此の二箇の条件を兼ね備えたる者は稀有けうであった。故に曰う「もし他の人肉に恃む所ありと思わば、我は更に恃むところあり」と（四節）。誠に此の世の立場より見て彼の如きは最大の特権を有する者の一人であった。その他ここには挙げられざりしと雖も、彼がタルソの地の利によりて修得したるギリシャ文学又はストア哲学の素養の如きも、思うに決して浅きものではなかったであろう。（彼は詩人エピメニデス、メナンデル、アラトス等の語を自由に引用することが出来た。又彼の文章中にストア哲学の学語を見ること少なくない。）之等幾多の有利なる準備を以て、サウロは人生の競走場裡に立った。壮齢正に三十有三、心身共にその自然的発達の絶頂に達して意気天を衝つかんとするの時代である。詩人歌って曰く「日は……勇士ますらおが競い走るを悦ぶに似たり」と（詩一九の五）。サウロにもまた中天を目指して出で立つ堂々たる旭日の面影があった。彼は既に人生の晨に於いて必ずしも小ならざる名声と勢力とを勝ち得た。しかしながら前途の希望に至っては測り知るべからざるものがある。彼の踏み出せし途は此の世の最大の幸福に向かって開いた。もし比たぐいなき力と名と富との獲得に適したる者ありとせばそれは彼であった。もし人生の成功者たるべく運命づけられたる者ありとせばそれはサウロであった。彼が野猪の如き勢いを以てエルサレムの諸教会を席捲せし頃、何人も後来ユダヤ史上一人の英雄の記録を加うべきを疑わなかった。彼のダマスコ遠征の行を見送りし者は勿論みな彼が遠からず異端撲滅の赫々かくかくたる功業を樹てて凱旋すべきを期待した。


  二　これを塵芥の如く思う


  然るに意外！期待は悉く裏切られた。同僚の期待も世人の期待もまた古き両親の期待も、然りまた実に彼自身の期待もすべて見事に裏切られた。前途最も多望なる有為の好漢サウロは未だダマスコの門に入らざるに先だち、忽焉こつえんとして別人に変わってしまった。彼はもはやユダヤ人にしてユダヤ人ではなくなった。パリサイ人にしてパリサイ人ではなくなった。彼の眼中また血統あるなく、経歴あるなく、割礼あるなく、又律法によれる義もなきに至った。すべて肉に対する恃みは痕跡もなく彼の心より落ちた、その前途に輝きたる所謂成功の望みは悉く彼の眼より消え失せた。教会迫害の首謀者、基督教撲滅の征途に上りし勇士は、意外にも、甚だ意外にも、却って最も熱心なるキリストの僕と化してしまったのである。然り、かの悪にくむべき異端の首唱者、かの磔殺せられたる犯罪者、かの大いなる人心の惑乱者の僕となりて、きのう迄自己の揮いし鞭を今日よりは己が身に受くべき者と変わってしまったのである。


  此の驚くべき変化は如何にして起こったか。それには大いなる原因がなくてはならない。一言にしていえば、彼の心中にありし最も深刻なる煩悶が、キリストによりて完き解決を得たからである。誠にサウロにも煩悶があった。そは多分人のたましいの曾て経験したる最も深刻なる煩悶の一つであったであろう。彼の理想は義の獲得にあった。神の前に義しき人として立ち得ん事、これ彼の何よりも切なる願いであった。しかして彼は此の理想実現の途が律法の実行にある事を信じた。故に事いみじくも律法に関わらんか、彼は狂せんばかりに熱心であった。その基督者に対する恐るべき迫害の如きも一いつに之が為であった。斯く彼は律法に対して忠実であった、熱心であった、しかして人の眼には責むべき所なき完き生涯を送りつつあった。然るにも拘わらず彼の心の底に人知れず湧きし悶えよ、悩みよ。律法による義の追求は何時までも彼に平安を与えざるのみならず、却って益々これを遠ざくるに過ぎなかったのである。彼は幾たびか独り虚空に向かって叫んだ、曰く「ああ、われ悩める人なるかな、此の死の体より我を救わん者は誰ぞ」と（ロマ七の二四）。人の生涯は往々これを外より見ると内より窺うとによりて非常なる相違がある。外には力溢れて雄々しく華々しき生涯も、内には言うべからざる深き寂しさを包むものがある。これ必ずしも偽善ではない。内なる欠陥を充たすに外なる活動を以てせんとする同情すべき努力である。凡人にもこれがある。英雄の心事に最も多くこれを見る。教会迫害の勇者サウロの経験もまたそうであった。彼は内に於いて大いなる霊的不満を有した、故に外側に於ける義の実行によりてこれを癒さんと試みた。彼の白熱的狂奔は実は霊魂の亀裂を合わせんとする悼いたましき鳴動に外ならなかった。貴き憐むべき努力よ。斯くして彼の渇望したる平安は遂に彼のたましいに臨まなかったのである。然るに他方にありてまた彼は如何にしても解する能わざるものを見た。彼の義憤を促せし異端の徒、彼の迫害に悩みし基督者が、その艱難の中にありて現わしたる不思議なる勇気と平安と而して敵に対するの愛、かかるものを目前に示されて、迫害者サウロの胸中大いなる疑惑なきを得なかった。殊にステパノが血を以て彼の心に刻みしキリストに関する大いなる証明は、いつも彼の反省を唆そそりて已まなかった。かくて彼の心に収拾すべからざる混乱があった。彼が恐喝と殺害との気を充たしてダマスコに向かいし頃、その混乱は多分絶頂に達しておったであろう。山河六十里の道程を辿りながら、彼は朝に夕に問題の解決を求めつつあった。既にしてダマスコは視界の中に入り来たった。忽ち見る、大いなる光明天より出でて彼を環り照らすを。彼は地に倒れた。しかして或る明瞭なる声は彼の耳を撃った。曰く「サウロ、サウロ、何ぞ我を迫害するか。刺ある鞭を蹴るは難し」、「我は汝が迫害するイエスなり。起きて汝の足にて立て。……われ汝を此の民及び異邦人より救わん。又汝を彼等に遣わし、その目を開きて暗くらきより光に、サタンの権威より神に立ち帰らせ、我に対する信仰によりて、罪の赦しと潔められたる者の中の嗣業とを得しめん」と（行伝二六の一五～一八）。この天来の声は電光の如くにサウロの暗き心を底まで衝き徹した。しかして凡ての混乱は之に照らされて忽ち整然たる体系を成した。一切の疑惑は残なく解決した。何故に律法は我に満足を与えないか、人は先ず生ける神と義しき関係に入らずして、自己の力を以て律法の義を行わんとするも絶対に不可能であるからである。如何にして我は神と義しき関係に入る事が出来るか、今しも我に現われたる復活のイエスが神の独子なる事を信じて、彼を我が主と仰ぐによってのみ可能である。義の追求に狂せんばかりなる我は平安を獲る能わざるに反し、我が迫害の為に苦しむ多くの男女が却って此の羨むべき福祉の所有者であるは何故ぞ、ただ彼等のたましいが生けるキリストに結び付いているからである。ステパノが「汝等の先祖等は義人の来たるを預言したる者を殺し、汝等は今この義人を売り、かつ殺す者となれり。汝等聖徒たちの伝えし律法を受けて尚これを守らざりき」と絶叫したるは我が事を意味したのではなかったか。彼が天を仰いで「見よ、人の子、神の右に立ち給う」と呼びし時、彼は確かに今我に現われし者を見たのであろう。彼はまさに息絶えんとしながら跪きて大声に「主よ、此の罪を彼等に負わせ給うなかれ」と祈った。ああ、彼は己が敵なる我をも斯く愛したのである。しかしてこれ全く彼がキリストの霊をもて充たされたるが故であった。然り、キリストである、凡てがキリストである。復活したるキリストを受くるによって一切の問題が解決する。殊に我が多年の理想たる義の獲得も彼に在りてのみ実現し得るのである――斯の如くにしてサウロの深刻なる煩悶は、キリストによって完全なる解決を得た。誰か其の日に於ける彼の歓喜と感謝とを想像し得るものぞ。迫害者サウロの一朝にして使徒パウロと激変したる事何ぞ怪しむに足らん。彼は実にキリストを受けし日に生まれ更わりて全然新しき人と成ったのである（「パウロ」は多分サウロの父母が既に彼の生誕の時に附したるラテン名であろう）。


  
    されどさきに我が益たりし事はキリストの為に損と思うに至れり。（七）
  


  一たび此の経験を得て後翻ひるがえってさきの日のものを回顧せんか、「我が益たりし事」即ち我が前途に大いなる幸福を約束したる此の世の特権の如きは実に数えるに足らぬのである。割礼何ものぞ、イスラエルの血統何ものぞ、パリサイ何ものぞ、熱心何ものぞ、律法による人間的の義そもそも何ものぞ。これらのもの果たして我に何ほどの平安を与えたか。否、我が心を肉の事此の世の事に繋ぎて、我をして今に至るまでキリストを信ぜざらしめたるもの、然り、彼を迫害せしめたるものこそ、これらの特権ではなかったか。故に今や我は之を益と見ないばかりでない、却ってこれを「損」と見る。今や我は完全なる血統と遺憾なき経歴とを誇らないばかりでない、却って我心一たび其処にありし事を大いなる恥辱とする。我が最も悪にくみたるキリスト今やわが至上の喜びとなるに至って、我が人生観は悉く顛倒したのである。


  
    然り、我はわが主キリスト・イエスを識ることの優れたる為に、凡ての物を損なりと思い、彼の為に既に凡ての物を損せしが、これを塵芥の如く思う。（八）
  


  ああ、我が主キリスト・イエス、彼を識り彼を我がものとすることの福いよ。彼の中に我が最も深き要求を満足せしむべき一切のものがある。否、我が眼未だ見ず、我が耳未だ聞かず、我が心未だ思わざりし貴きものが、彼にありて備えられているのである。彼にありて我は新しき生命に入った。彼にありて我はカより力に進みつつある。彼にありて我は恩恵に恩恵を加えられつつある。彼にありて我は栄光より栄光に進みつつある。此の至上の福祉に比較せんか、凡て此の世の成功幸福何かあらん、総理大臣又は大統領の地位何かあらん、カーネギー、ロスチャイルドの富何かあらん、人の空しき誉れ何かあらん、学位何かあらん、栄爵何かあらん、功業何かあらん、勢力何かあらん。これを慕う者をして勝手に慕わしめよ。ただ我にありては――我はすべてこれらの物を損となす、しかして彼キリストの為に既に凡ての物を損したのである、自ら抛棄したのである、その途は我が前に広く開きたりと雖も、我は惜しみなくこれを抛棄したのである。今や我に割礼はあるも無きに均し。我は特にへブル人ではない、パリサイ人ではない。我が優秀なる血統と経歴及びこれに基く現世的幸福の希望は今や一つも我が有ものではない。しかして勿論我はこれを抛棄したる事を少しも悔いない。何となればキリストを知るの福いに比して、それ等のものは塵芥又は糞土と異ならないからである（「塵芥」と訳せられたる語はすべて抛棄すべきやくざ物を意味する。例えば動物の糞尿、溶液の残滓、金属の鉄渣てつさ、糟糠そうこう、残飯、洗汁等）。誰か塵芥を慕わん、誰か糞土を拝せん。我をして再び此の世の幸福を顧みしめんとするなかれ。我は犬ではない、故に「己が吐きたる物に帰り来たる」ことは出来ない。我は豚ではない、故に「身を洗いてまた泥の中に転まろぶ」ことは出来ない（後ペテロ二の二二）。


  パウロは斯の如くにして断じて人の期待に反そむいた。同じようにルーテルもまた父母と友人と教師との期待に反き、その多望なる未来を棄て、キリストの為に凡ての物を損して、独り高き感謝の声を挙げた。古き時代に於けるモーセもまたそうであった。彼もまた当時の文明国エジプトの凡ての学問を学び「言と業とに能力あり」、パロの女の子として栄華を極むべくありしに拘わらず、「キリストによる謗りはエジプトの財宝にまさる大いなる富と思」って断然紅海を渡って曠野に出てしまった。彼等はみな自己の持つ能わざるものを貶けなしたのではない。否、さる卑しき負け惜しみをなすべく彼等は余りに此の世の成功の条件に富んでおった。彼等はいずれも普通の意味に於いて人生の競走場裡の最優勝者たるべき十分の資格を備えておった。彼等をして政治家たらしめ、哲学者たらしめ、或いは文学者たらしめんか、必ずやそれ等の方面に於ける世界第一流の人物と成ったであろう。しかしながらイエス・キリストを知る事は彼等に取って余りに貴くあった。この比較すべからざる優れたる事あるが為に、彼等の心は自ら此の世の成功に対する一切の興味を失ったのである。実に仕方がない。「良き真珠を求むる商人は価高き真珠一つを見出さば、往きて有もてる物を悉く売りて之を買う」。しかして福いなるは彼等の如く、その有もてる物を悉く売りて以て買うに値する一つの貴き真珠を発見したる者である。人生の徹底的満足は凡およそ此辺にある。


  三　キリストを識ることの優れたるため


  パウロは惜しみなくその凡ての物を抛棄した。そは言う迄もなく或る一つの貴き真珠を手に入れんが為であった。かくも貴き真珠とはそもそも何か。彼は既に「キリストの為に」といい（七節）、「わが主キリスト・イエスを識る事の優れたる為に」といって（八節）、その名を明らかにしている。しかし彼が優秀なる血統、経歴等によって得べかりし此の世の成功の生涯に代えて、特に選び取りし新しき生涯の如何なる性質のものであるかについては更に委くわしき説明を必要とする。名誉あるパリサイ人として踏みつつありし限りなき幸福の途を糞土の谷と見なして、彼は果たして如何なる峯をよじんとするのであるか。イエス・キリストを我が主と仰ぐ生涯の特徴は何処にあるか。


  パウロは或る他の処にて同じ問題に対し最も簡潔なる答を与えて曰った「キリスト・イエスは神に立てられて我等の義と聖と贖い（身体の贖い）とに為り給えり」と（前コリント一の三〇）、又或る他の処に於いては同じ事を系統的教理的に布衍ふえんし説明して縷々るる数千言に及んでいる（ロマ一～八）。彼が今ピリピの信者に対してその輪廓を示さんと欲する事も畢竟これに外ならない。信仰の生涯の特徴をその始めより永遠に亙りて簡単に記述したるもの、これ即ち以下の数節（九～一一）である。故に我等は之を解せんとするに当り、右に掲げたる引照諸章節の光を籍かるの最も適当なるを思う。


  彼は此処にも大体に於いて三段に分かちて語る。第一はキリストを獲かつ彼に在るを認めらるる事である。


  
    これキリストを獲、かつ律法による己が義ならで、ただキリストに対する信仰による義、即ち信仰に基きて神より賜わる義を保ちてキリストに在るを認められ、（九）
  


  基督者の生涯は、まずキリストを我がものとして獲得し、而してキリストに在る者として神に認めらるるに始まる。キリストは自己を提供して我等をして彼を獲得せしむ。彼は曰った「我は生命のパンなり……汝等我が肉を食らい我が血を飲め」と。如何にして彼の肉を食らい彼の血を飲まんか、如何にして彼を獲得せんか、曰くただ彼を信ずるによってのみ、全き我を彼に委ぬるによってのみ。我等がキリストの生涯殊にその十字架上の死について知り、砕けたる心をもて彼の前にひれ伏し、「主よ今よりただ汝にのみ頼りまつる。願わくはこの僕を悉く汝のものとなし給え」との告白を発するその刹那より、我は彼を獲得して、彼は永遠に我がものと為るのである。


  しかしてかくキリストを獲得すると共に神は直ちに我等を「キリストに在る」者として認め給う。即ち彼を信受したるその時より、我等もまた彼の性質を受けたる者、神の子として扱わるるのである。神は如何なる状態に着目して我等を斯の如くに扱い給うか。信仰の日より我等は全くキリストに似たるものと成るが故であるか。否、事実はその然らざる事を証明する。信仰によりて勿論我等のたましいは大いなる革命を経験する。しかし我等が一々の思想と言語と行為とは必ずしも直ちに変わらない。我等の生活はその原理に於いて本質に於いて根底に於いて確かにキリストに属するものと成る。しかしその個々の態様は未だ俄にわかに聖化せられない。然るにも拘わらず、神は既に我等をキリストに在る者として認め、神の子として扱い給うは何故であるか。他なし、神の我等に期待し給うものは「律法による己が義」を保つ事に非ずして、「ただキリストに対する信仰による義、即ち信仰に基きて神より賜わる義」を保つ事であるからである。


  何をか「律法による己が義」と言う。律法の中に定められたる凡ての誡めを自ら欠かけなく実行するによりて、神の前に義しき者として存在する事である。しかしてこれ実に言うべくして行うべからざる事である。何処に自己の努力によって完全の生活に到達し得たる道徳家があるか。「律法の行為によりては一人だに神の前に義とせられず」（ロマ三の二〇）。「すべて律法の行為による者は誼のろいの下にあり」（ガラテヤ三の一〇）。誠に律法の実行に忠実なればなるほど、自己の無力は益々明らかに暴露せられて、義の望みいよいよ薄らぎ往くのみ。パウロ自身がその痛切なる実験者であった。彼は幾たびかこれが為に泣いた。しかしながら福いなるかな、神の我等に期待し給うものは斯の如き難題ではない。それは「ただキリストに対する信仰による義、即ち信仰に基きて神より賜わる義」を保たんことにある。何をか信仰による神の義と言う。律法による己が義と全然対照を為すものである。即ちそは第一に「己が義」に非ずして「神より賜わる義」である。その原因は少しも我等自身の功にあるのではない。ただ神の恩恵にある。我等自身の行いは未だ義しからざるに拘わらず、神は恩恵としてこれを与え給う。何故に然るか。我等は到底己が義を全うし得ざるに反し、キリストは我等の為に、いみじくもこれを全うし給いしが故である。我等の為にしたるキリストの功のみによりて神より賜わる義である。従ってそは第二に「律法による義」に非ずして「ただキリストに対する信仰による義」である。その標準は律法ではない。信仰である。我等の行為が律法に適うや否やではない、ただ我等の為に義を全うしたるキリストを信ずるや否やである。神は我等を測るに難かしき律法の尺度を以てし給わない、ただ一つの信仰を以てし給う。キリストに対する我がたましいの根本的態度だに全からんか、すなわち汚れたる此の身此の儘まま、直ちに我を義しき者として待遇し給うのである。


  ここに於いてか、キリストを獲得すると共に直ちに「彼に在る」者として認めらるるの意味がわかる。神は我等の側よりはただ信仰のみを要求し、而して凡て信ずる者には自ら義を着せ給うのである。我等に未だ行為はない、勿論律法による己が義はない、ただキリストを信ずる一つの信仰あるのみ。而してこの信仰により神より賜わる義を衣の如くに纏って、我等は安んじて神の前に進むのである。故に曰う「キリストを獲、かつ律法による己が義ならで、ただキリストに対する信仰による義、即ち信仰に基きて神より賜わる義を保ちてキリストに在るを認めらる」と。如何にしてキリストを獲たるのみにて直ちに彼に在るを認めらるるか、曰く神より賜わる義を保ちてである。後者は前者の奥義的説明である。


  先ずキリストに在るを「認めらるる」に始まる基督者の生涯は、次にこれが実現に移る。神は初めに彼を義とし次に彼を聖め給う。我等はただに神より賜わる義を衣の如くに纏うのみならず、更に聖霊の力によりて己が生活を聖くせらる。これ即ちキリストの聖を我が上に実現する事である。パウロはここに此の事を称して「キリストを識る」と言った。そはただに知的に解するの意味ではない、「実験的に識る事」である（マイヤー）。故に「ただ自らキリストに似たる者と成るによりてのみ可能である」（アルフォード）。仮に「識る」の字に代えて「己が生活に於いて実現する」との語を以てせば、その大体の意味は一層明瞭を加えるであろう。


  
    キリストと、その復活の力と、又その死に倣いて彼の苦難に与る事とを識り、（一〇）
  


  キリストを我が生活に於いて実現する事である。殊に彼の復活の力と、彼の苦難に与る事とを、我が生活の上に実現する事である。これ基督者の生涯の第二の階梯であって、又その貴き特権である。


  キリストを我が生活に於いて実現するという、彼の聖きが如くに聖く生くるという、果たして有り得べき事であろうか。そは我に取って過大の野心ではないか。何人か肉にある間罪より全く離れ得ようか。誠に我等は事実上未だ絶対に罪なき生涯に入りたる人あるを知らない。しかしながら事実有りしにもせよ、無かりしにもせよ、聖書は明言して言うのである、「肉によりて弱くなれる律法の成し能わぬ所を神は成し給えり。即ち己の子を罪ある肉の形にて罪の為に遣わし、肉に於いて罪を定め給えり。これ肉に従わず、霊に従いて歩む我等の中に律法の義の完うせられん為なり」と（ロマ八の二～四）。肉にありながら罪なき生涯は絶無なりしと言うことなかれ。少なくともナザレのイエスの地上に於ける生涯はそれであった。彼は勿論神の独子であった。しかし同時に純粋なる人であった。彼の肉そのものに我等の肉との性質上の相違は断じて無かった。然るにも拘わらず、彼は全く罪なき聖き生涯を送りて、見事に肉に於いて罪を定めてしまった。しかして此の事実は独り彼のみならず、すべて彼の霊に従って歩む者の生活に於いて実現せんがために起こったのである。然り、我等もまた肉に従わず、聖霊に従って歩まば、律法の義を全うすべき生活に入ることが出来るのであると聖書は明言するのである。しかしてこれ実に我等の願いではないか。罪の痛みに堪え得る者は知らず、然らざる者は唯にキリストの贖いによりて罪あるまま義とせらるるの恩恵のみを以て満足することが出来るか。否、彼は更に前なる恩恵を慕う、みたまによって我が残れる罪を現実に悉く聖められんことを望む、我が生活の上にキリスト彼自身を実現せんことを欲する。我等が「キリストを獲かつ神の賜う義を保ちて彼に在るを認めらるる」は、畢竟ひっきょう更に「キリストを識らん」が為である。義の目的は聖にある。我等もし正しく霊に従って歩まば必ず此の大いなる福祉に与るであろう。


  基督者生活の第二の階梯は「キリストを識り」の一語を以て尽きる。しかしパウロは己が実験に訴えて、なお少しく言い足さざるを得なかった。その生活は主として如何なる方面に特徴を有するか。曰く積極的には彼の復活の力の実現、曰く消極的には彼の苦難の参与の実現これである。蓋けだしキリストを識るの生活は言わばキリストの地上に於ける生活の再現であるが故に、その特徴もまた彼の生涯の特徴と相似たるものでなくてはならぬ。


  彼の復活の力とは何か。多くの聖書学者はこれを解して、キリストの復活が信者に対して有する所の効力であると言う。しかし前後の関係は明らかに別箇の解釈を要求する。キリストの復活の力は彼が復活したるその実力に外ならない。キリストに或る実力があった、それによって彼は復活した。如何なる実力ぞ。曰くみたまに充つる生命である。此の生命ありしが故に彼は復活せざるを得なかったのである。此の生命はこれを復活の力と呼ぶの最も適わしきを覚える。何となればこれ罪と死との法にうち勝つ実力であって、唯に体的復活を実現するの原因たるのみならず、また霊的復活を維持するの原因であるからである。体的復活と霊的復活とは縁故の遠きものではない、姉妹である。キリストの場合に勿論霊的復活の事実は無かりしと雖も而も彼の生命は畢竟霊的復活の生命の理想であった。即ち愛である、また勝利である。みたまによる愛と勝利との生命が彼の復活の力であったのである。而して我等が彼を実験によりて真に識る時我等もまたこの力を己がものとして実現せざるを得ない。我等もまた彼の如くにみたまによって罪の法を超越して歩む。我等もまた勝利の生涯に入る。我等もまた全き愛に向かって進む。


  この積極的の一面が基督者生活の著るしき特徴にして且つ福いなる特権である事は言う迄もない。しかしながらキリストの足跡を踏む者に更に注意すべき又感謝すべき消極的の一面がある。何ぞ。曰う「又その死に倣いて彼の苦難に与る事を識り」と。キリストの苦難に我も与る事、彼の十字架上の死に於いて絶頂に達したる大いなる苦難に倣いて我もまた彼の為に苦しむ事である。彼を識りて而して此の事を識るほど当然なるはない。彼自身が「悲哀の人」であったのである。故に彼の苦難に与らずして彼を我が生活の上に実現することは出来ない。我等がキリストを識るの程度は、彼の為に負いし苦難の程度に比例する。彼と酒杯を共にする者にして始めて能よく彼の心を識ることが出来る。


  主の飲み給いし酒杯に我も与るという、ああ、これ如何ばかりの特権ぞ、名誉ぞ、福祉ぞ。心真に主を愛する者は此の特権、名誉、福祉に与らずしては已むことが出来ない。愛は労苦を要求する。愛する者の為に苦しまずして、我に果たすべきの負債おいめあり、我が肩重きを覚えざるを得ない。いわんや我が主イエス・キリストの為をや。彼――我がなやみを負いわが哀かなしみを担い、わが愆とがの為に傷つけられわが不義の為に砕かれし彼のためをや。我もし彼の聖名の為に苦しむ能わずして世を逝らんには、我が憾うらみそもそも幾ばくぞ。ああ、我これに堪えない。歌あり曰く


  
    主にのみ十字架を負わせまつり、


    我知らずがおにあるべきかは。
  


  然り、我知らずがおにあるべきかは。我もまた彼に似たる十字架を負わんと欲する。我はこれを負わせられん事を祈る。これ徒いたずらなる感激ではない、わが全心の願いである、愛の自然の要求である。主の苦難に与る事は我が最大の喜びである、感謝である。使徒等は危く殺されんとして、鞭うたれて僅かに免れし時「聖名の為に辱しめらるるに相応ふさわしき者とせられたるを喜び」て、相顧みて互いに慶賀し共に感謝した（行伝五の四一）。その時彼等は実に一段と主に近くあったのである。ああ福いなりしかなステパノ！ああ恵まれたるかなヤコブ、ぺテロ、パウロ、ヨハネ、ポリカルプ！ああ祝すべきかなウイックリフ、フス、ルーテル、フーパー、ラチマー、リッドレー、バンヤン、その他すべての殉教者また主の為の労苦者！かの者はみな主の特愛者であった。故にその隣に坐せしめられて彼の酒杯を頒たれた。しかして彼に似たる心を以てこれを飲んだ。我等は実に彼等を羨む。主よ、願わくは我等をして汝の死に倣いて汝の苦難に与かることを識らしめよ。願わくは我等をして聖名みなの為にいたく辱しめらるるに相応わしき者たらしめよ。願わくは我等が地上に於ける暫時の生涯を以て汝の栄光を高く揚げんが為の燃料たらしめよ。


  基督者生活の第三の階梯は復活である。


  
    如何にもして死人の中より甦ることを得んが為なり。（一一）
  


  始めに義とせられ、次に聖めらる。何れも偉大なる恩恵である。しかしながら基督者の生涯はこれを以て終るべきでない。そは最後には完全にして永遠なるものと成らねばならぬ。神の完きが如くに完く、神の在るが如くに永遠に亙りて朽ちざる生涯と成らねばならぬ。これ実に人の理想である。基督者は遂に此の理想に達せずして満足することが出来ない。しかして神は必ずその子等を此処に達せしめ給う。父なる神は必ず彼等をして全く己に似たる者たらしめ給う。


  完全にして永遠なる生涯を我等が現在の状態に於いて直ちに実現することは出来ない。何となれば現在の肉体はその機関として余りに不完全にして且つ早晩朽つべきものであるからである。此の肉体にありて、我等は霊に従って歩むことが出来る、キリストの地上生活を兎に角或る程度まで実現することが出来る、彼の如くに世に勝つことが出来る、彼の苦難に与ることが出来る。しかしながら遂にこれ不完全にして且つ暫時的たるを免れない。我等が理想の生涯はまた理想的なる身体を要求する、疵きずなき朽ちざる、自由なる身体を、その適当なる機関として要求する。ここに於いてか「身体の贖い」即ち復活の必要がある。


  キリストは復活した。彼は一たび死して葬られたりと雖も、三日目の朝に至りその身体は朽ちざるものに化せられて、新しき生命を獲得し、屡々弟子等の前に現われ、遂に天に昇った。事は拒むに由なき歴史的事実である。然り、彼は確かに死者の中より甦った。彼はその完全なる復活体を以て今も神と共に生きつつある。彼の肉の日に於ける霊に充ちたる生命の故に神は彼を復活せしめずして措く能わなかったのである。然らば乃ち彼を識り彼を己に実現するの生涯もまた此の終局に達せずして已むことを得ようか。「もしイエスを死人の中より甦らせ給いし者のみたま汝等の中に宿り給わばキリスト・イエスを死人の中より甦らせ給いし者は、汝等の中に宿り給うみたまによりて汝等の死ぬべき体をも生かし給わん」（ロマ八の一一）。「されどまさしくキリストは死人の中より甦り、眠りたる者の初穂と成り給えり」（前コリント一五の二〇）。彼の復活は我等の初穂である。彼の如くに我等もまたいつか復活して堂々と死より凱旋する。しかして彼に似たる者と成りて完全なる永遠なる生涯に入る。


  ああ復活、しかしてこれに伴う来世の生涯、涙は悉く拭われ、再び死もなく、悲歎も号叫も苦痛もなき生涯、世々「神と羔とに事つかえ、且つその聖顔を見る」の生涯、如何に偉大なる恩恵ぞ。これを望みて我等の心焦がる。我等は「如何にもして」此の終局的恩恵に与らん事を願う。しかして此の希望もまたキリストに在って必ず充たさるるのである。彼は「神に立てられて我等の義また聖また贖い（身体の贖い即ち復活）と成り」給うたのである。


  第一に「キリストを獲、かつ律法による己が義ならで、唯キリストに対する信仰による義、即ち信仰に基きて神より賜わる義を保ちてキリストに在るを認められ」、第二に「キリストと、その復活の力と、又その死に倣いて彼の苦難に与る事とを識り」、而して第三に「如何にもして死人の中より甦ることを得」る、これ即ち基督者の生涯の輪廓である。此の一つの真珠を得んが為に、パウロは己が有もてる凡ての物を棄てた。彼は果たして愚かなる事をしたのであろうか。割礼とイスラエルの血統とベニヤミンの族とヘブル人中のヘブル人たる系図と、またパリサイ人としての忠実と熱心と完全と、また凡て之等のものに基きて得べかりし此の世の高き地位と名誉と大いなる力と富と、然り、しかしてまた之等のものに添えて必ず罪と死とたましいの深き所に於ける不安と、それが果たして慕うべきものであるか。地的幸福か、天的福祉か。我等は一つを選ばねばならぬ。人は二人の主に兼ね仕える能わず。彼も欲ほし、此も棄て難しとは余りに慾深くある。「手を鋤に附けてのち、後を顧みる者は神の国に適う者にあらず」（ルカ九の六二）。まして此の世の幸福を味わいながら基督者として在らんと欲するが如き、背理これよりも甚だしきはない。真珠を買わんと欲せば有もてる一切の物を売れ。キリストを識らんと欲せば此の世につける凡ての望みを抛棄せよ。パウロは喜び且つ喜びてこれを為した。しかして彼の心始めて安くあった。「彼は善きかたを選びたり。こは彼より奪うべからざるものなり」（ルカ一〇の四二）。


  四　後のものを忘れ前のものに向かって励みつつ


  パウロは既に善きかたを選んだ。こは彼より奪うべからざるものである。彼は今（ピリピ書を認めし時）繋がれてロマの獄にある、しかしてたとえロマ皇帝よりその地位を交換せん事を申込まるるとも、勿論これに応ずべくもなかった。キリストに在るの生涯は全世界の帝王たるよりもなお限りなく貴くある。


  しかしながら此の貴き生涯は既に悉くこれを取れりと言うことは出来ない。如何なる基督者も既に全き生活に入れりと言うことは出来ない。何となれば基督者生活に三段の階梯ありて、何人も未だその終局に達しないからである。我等の完全にして永遠なる生活の開始はなお全く未来に属する。キリスト再び来たりて我等の身体を栄化し給う時にのみ此の事が成就する。しかのみならず、現世にありてキリストを識り、彼の復活の力を味わい、聖名の為になやみを受けて彼の苦難に与る事も、また未だ決して十分ではない。我等の肉体を以てキリストの聖き地上生活を再現せんが為には限りなき進歩を必要とする。故に唯に我等の来世生活が全く把握の外にあるのみならず、現世生活そのものにも性質上なお辿るべき無限の前途があるのである。基督者生活の完成は畢竟未来の問題である。


  
    われ既に取れり、既に全うせられたりと言うにあらず、唯これを捉えんとて追い求む。キリストはこれを得させんとて我を捉え給えり。（一二）
  


  未来の問題である。故に我はこれ（基督者生活の完成）を捉えんとの期待を以て疾駆しつつ追求するのである（追求の原語にこの意味がある）。しかして我がこの期待は空しきものではない。何となれば我をしてかく努力せしむるものは我自身に非ずして、キリストであるからである。彼は我をして完全なる生活を捉えしめんが為にまず我自身を捉え給うたのである。その時まで我が捉えんとして追求したるものは此の世に於ける成功であった。然るにキリスト来たりてその偉大なる手をもて我を捉え、しかして我が追求の方向を一変せしめた。今や我が目と我が手とが地にあるものを離れて天にあるものに向かうに至りしは即ち彼の捕捉の結果に外ならない。彼が我をして追求せしむるのである。故に確実である、信頼するに足る。問題は未来に属すると雖もなお確実である（始めに「取る」といい、後に「捉え」というも、意味に変わりはない。ただキリストに捉えられたるの事実に関連せしめんがため言い換えしのみ）。


  未来である、しかして確実である。ここに於いてか「希望」なきを得ない。希望は唯に欲求ではない、また期待ではない。必ず充たさるべき欲求、確実なる未来に対する期待、これを称して希望という。基督者生活は希望の生活である。然り、そは実に大いなる希望の生活である。


  
    兄弟よ、我は既に捉えたりと思わず、唯この一事を務む、即ち後のものを忘れ、前のものに向かいて励みつつ、標準めあてを指して進み、キリスト・イエスによりての神の高き召しにかかわる褒美を得んとするなり。（一三、一四）
  


  基督者生活が希望の生活なる事を力説せんと欲して、パウロはその心に或る喜ばしき緊張を覚えた。故に彼は特に「兄弟よ」と呼びかけて書翰の読者の注意を促した。彼の筆に此の一語の上る時、そは必ず問題の軽からざる事を暗示する。


  彼は力強く繰り返して曰った「我は既に捉えたりと思わず」と。彼は既に基督者生活を送ること三十年、最も忠実なる主の僕として、はた偉大なる異邦人伝道者として、何人も及ばざる高き途を歩みつつあった。キリストに在る栄光の生涯の記録に於いて、とこしえに日の如く輝くものは、実に聖パウロの名である。彼は基督者生活の開拓者であった、世界教化の先導者であった、基督教の定礎者であった、霊界のチャンピオンであった。然るにも拘わらず、彼は自ら言うのである「我は既に捉えたりと思わず」と。彼の如き多くの名誉ある記憶を以てして、彼はなお自己の生活について満足しなかった。彼の既に実現したる凡ての貴きものも、一たびこれを彼の理想たる基督者生活の完成に照らす時は未だ言うに足らぬものであった。もしこれを不満といいべくば、貴き不満である。パウロは曾て一たびも自己の過去と現在とについて満足を感じなかったのである。


  然り、彼の如きは徹底的なる希望の子であった。彼は多くの凡人の如くに現在に於いて生きなかった。また多くの偉人の如くに過去に於いて生きなかった。彼はただ未来に於いて生きた。彼にとって人生殊に基督者の生涯は恰も競走者の境遇であった。競走者の眼中前途に立てる目標のほか何もない。彼には過去もない、現在もない、誰か競走中立ち止まり振り返りて我が来し方を眺むる者があろうか。我は既に幾ばくの途を辿りしかを彼は知らない、また知る必要がない。彼はただ知る、未だ目標を捉えざる事を。此の事を彼は刻々に自覚しつつある。故にこれを捉える迄は、唯一事を務むるのみ、即ち我が後ろの行程を忘れ、前途に向かって身を提しつつひたすらに目標を目指して驀進ばくしんするのみ。パウロは自己の生涯もまたそれであると言った。即ち曰った「我ただ此の一事を務む――後のものを忘れ、前のものに向かって励みつつ、標準を指して進む」と。壮なるかな、老使徒の意気、人生の競走場裡に立ちて、彼はいつ迄も若々しき青年であった。


  パウロは未だ目標を捉えざる事を自覚する。故に唯一事のみを務めた。彼は此の世に在って種々の事を為そうとしなかった。彼はその精神をかの事この事に分たずして、唯一つの事に向かって集中した。しかしてこれ実に力の秘訣である。力は統一と共にある。分裂のある所に何があっても力は無い。パウロは何故に力の所有者であったか。何故に彼は今より千九百年前の交通至難なる日に、欧亜に跨る前後三回の大伝道旅行を試み、到る所の都市に福音を浸潤せしめ、一人にして能く幾千のたましいを生命に導き、基督教をして全人類のものたらしむるの基を据えたるが如き、異常なる力の所有者であったか。他なし、聖霊彼に臨みて、彼の全精神を唯一事に集中せしめたからである。


  斯く彼は一元的生活者であった。しかしてその一事とは何ぞ、曰く「後のものを忘れ、前のものに向かって励みつつ、標準を指して進む」事これである。競走者パウロはすべて後のものを忘れた、即ち基督者生活に於いて自己の今日まで辿り来たりしすべての行程を忘れた。我は品性に於いて幾ばくの進歩を為したか、我は伝道の為に如何ばかりの力を尽くしたか、幾人の霊魂に福音を伝えたか、幾つの教会を創設したか、幾通の手紙を書いたか、幾千哩の旅行を為したか、我は聖名の為に如何ばかりの迫害を受けたか、如何に艱難に堪えたか、如何に誘惑を斥けたか。凡そ之等過去に於ける自己の成業を顧みんには、何人よりも快心の笑みを湛え得べき者はパウロであった。しかしながら彼は一つも之等過去のものを顧みなかった、顧みるの余裕が彼には無かった。未だ目標を捉えずしてなお競走中にありながら悠々として頭を後に廻すが如きは彼には堪えがたき遊戯であったのである。故に彼は決して老人めきたる過去回憶に耽らなかった。彼は自己の業績を悉く忘れてしまった（また勿論過去の失敗を追想してくよくよ思い煩うが如き非信仰的心理を知らなかった）。彼は多分思ったであろう、かの日来たりて、我が競走の終りし後に、我は緩々来し方を顧みて楽しまんと。


  後のものを忘れたるパウロの心はそれだけ前のものにあった。前のものとは何ぞ、前に残れる馳場である、即ち基督者生活の完成に於いて未だ実現せざるすべての高き階梯である。パウロの前途に無限の進歩的未来があった。彼は一歩を進むる毎に更に新しき、広き、高き光景の己が前に当りて展開するを見た。しかしながら彼はこれを見て唯に失望しなかったばかりでない、却って基督者に与えられたる馳場の遠大なるを讃美し感謝した。しかして恰も競走者が前方に身を提して（励みと訳せられし語に此の意味がある）進むが如く、パウロの心もまた常に前方に提進しつつあった。彼は断えず望んだ、求めた、憧れた。彼は永久の青年であった。彼の心情は暮れざる春であった、其処には新しき芽がいつも萌え出ておった、理想の花が凋むことはなかった、希望の歌が消える時はなかった。更に深き愛、更に聖き行い、更に大いなる活動を彼は求めた。殊に又キリストの再臨と天国の実現と永遠の生活とを望んで心焦がれた。誠にただ希望に於いて生きたるものは彼パウロであった。


  しかして斯く後のものを忘れ、前のものに向かって励みつつ、彼の目指して進み往きたる目標は何であったか。目標なくして競走者は走ることが出来ない。目標は明確なるを要する、具体的なるを要する。人生の偉大なる競走者パウロの目標は果たして何であったか。それは単に漠然たる抽象的の「完全」ではなかった。むしろ完全なる人であった。即ちキリストであった。キリストの生涯が彼の明確にして具体的なる唯一の目標であった。これを狙って彼はまっしぐらに突進した。彼処に到達したる時に彼の競走は終りて、彼は貴き勝利の冠を戴くのである。キリストの如くに成らん事、キリストの生涯に似たる生涯に入らん事、彼の如くに神に従い、彼の如くに人を愛せん事、彼の如くに朽ちざる復活体を被きせられ、彼の如くに栄光と権力とを賦与せられん事、それがパウロの願いであった。従って現在に於ける自己の生活を評価するにもまた彼は此の標準を以てした。我は果たしてキリストの如くに誘惑に打ち勝ちつつあるか、果たしてキリストの如くに苦難を忍びつつあるか、果たして彼の如くに敵を愛しつつあるか。キリストを唯一の目標とするによりて、彼の進路は確然と定まった。彼は自己の生涯が何人の理想に抵触するとも少しも憂えなかった。時代の思想と如何に懸隔するとも少しもかまわなかった。世の人々が種々なる理想に迷わされて動揺浮沈窮まりなき間に、彼は独り栄光の主を目がけて一直線に飛んだ。思うにダマスコ近郊に於いて彼の仰ぎし栄光の姿は死に至るまで彼の眼底より消え去らなかったであろう。彼の変わらざる目標は即ちかの一人に於いてあった。


  競走は言う迄もなく勝利を得んが為である。しかして勝利は必ず褒美を伴う。褒美と勝利とは勿論同一ではない。褒美は如何に卑しくとも、勝利は貴きものたる事がある。しかしながら原則として褒美は勝利の表彰である。貴き勝利には貴き褒美がある。勝利の性質は褒美の如何によって知ることが出来る。従って勝利を目的とする競走者の心に、褒美は大いなる影響を与えざるを得ない。


  キリストに在る競走者の受くべき褒美は何であるか。パウロはここにその実体については語らずして、ただそれが如何に貴きものであるかを説明している。曰う「キリスト・イエスによりての神の高き召しにかかわる褒美」と。彼はキリスト・イエスによりて神の高き召しに与った。彼自らは優秀なるパリサイ人として此の世に於いて成功せん事を求めつつありし時、意外にも神はキリストを遣わして彼を召し給うた。即ちダマスコの途にて「サウロ、サウロ」との声の彼の耳に響きし以来、彼は世より呼び出されて、全く新たなる途についた。その時神は既に或る褒美を備えて、これを与えんが為に彼を呼び給うたのであるという。乃ち知る、彼の受くべき褒美はいわば神の彼を召し給いし主なる理由である事を。従ってそは彼の召されし以来世を去る時に至るまでの凡ての悪戦苦闘に酬いるに足るものである事を。


  然らば何ぞ。「彼等は朽つる冠を得んが為なれど、我等は朽ちぬ冠を得んが為にこれ（競走）をなすなり」（前コリント九の二五）。「我は今供物として血を注がんとす。わが去るべき時は近づけり。……今よりのち義の冠わが為に備われり」（後テモテ四の七、八）。「汝死に至るまで忠実なれ。さらばわれ汝に生命の冠を与えん」（黙示録二の一〇）。冠である、名誉の月桂冠である。但し橄欖カンラン又はローレルにて編みし朽つべき冠ではない。朽つべからざる永遠の生命！完全なる栄光の生命！それが彼方に於いて彼を待った。かの日、即ち再臨の日に至りて彼は確実にこれを獲得することが出来る。その時こそ彼は「我既に取れり、既に全うせられたり」と言うことが出来る。その時こそ万事が決定的に顕明する。


  福いなるかな、タルソのサウロ。しかして彼の経験は又実にすべての基督者の経験であるべきである。


  〔第七号、一九二〇年一二月〕


  



  第八 慕う所は天にあり


  一　信仰の本領


  現代思想と信仰生活


  十九世紀に於ける最も目覚ましき現象の一つは生物学及び歴史学の発達であった。ヘーゲルが一たび歴史の哲学的価値を高唱して以来、歴史研究の潮は大浪うちて動き出した。同時に前世紀以来断えざる進歩を続けつつありし自然科学殊に生物学は、ダーウィンの努力を機会として頓とみに躍進を始め、殆ど抵抗しがたき勢いを以て人心を支配するに至った。現代人の思想を形成すべく最大の影響を与えたるものは、近時の生物学及び歴史的研究の発達であるといって略々誤らない事を我等は信ずる。


  生物学と而して歴史的研究である。前者の対象は見得べき物であって、後者の領分は限られたる時である。生物学は霊界には通用しない。歴史的研究は永遠の世とは没交渉である。ここに於いてか之等の二大勢力によって支配せらるる現代人の思想は自ら唯物的にして且つ現世的ならざるを得ない。ハックスレーは曰った、「現代に於ける科学の進歩は何を意味するか。それは我等が霊魂と呼ぶ所のものを人類の思想のあらゆる地方より駆逐する事である」と。ルナンがその著『イエス伝』中、墓中のイエスを叙し終らんとするの言に曰く「弟子等は彼の復活を信じた。しかしながら歴史家に取っては、イエスの生涯は彼の最後の呻吟を以て終ったのである」と。誠に現代人の思想と縁遠きものにして復活又は来世、霊魂又は贖罪等の如きはない。十八世紀の中頃バットラーが基督教の天啓を論ぜし頃に至る迄は、なお死後の生活の如きは何人も怪しまざる前提として取扱われたのである。然るに今は基督者又はその教師と称する者さえ多く之を信じない。現代人の着眼は専ら現世に於いてある。その確信は主として試験管内の反応又は顕微鏡下の映画より来る。すべて永遠なるもの又は見えざるものは最早や彼等の心中にその地位を見出さないのである。


  しかしながら現世的にして唯物的なる現代思想必ずしも悉く排斥すべきではない。その中に又或る捨てがたき一面がある。何か。曰く経験の尊重これである。生物学と歴史的研究とによって養われたる心は、経験の範囲に移し得ざる何物をも確実と見ることが出来ない。故に凡ての真理を己が経験上に実現せんと欲するは現代人の強き要求である。彼等は伝統的教理をそのまま受入るるに堪えない。彼等はその足を地より浮かして、手の届かざる真理に垂れ下るに堪えない。彼等は免に角己が心臓に訴える限りを信ぜんと欲する。彼等は少なくとも事実を以て証明し得べきだけを告白せんと欲する。如何に深遠なる真理と雖も、もし実験に基かざるもの、又は自己の遂に経験し得べからざるものならんか、乃ち彼等に取っては鳴る鐘や響く繞鉢にょうはちと異ならないのである。しかして我等は大体に於いて現代人の此の特徴を貴しとする。たとえ如何なる真理にもせよ、自己の良心の深き所に触れて其処に確かなる反響を見出さざる限り、何人も実際上未だ之を我が有ものとすることは出来ないのである。実験と没交渉なる教理又は信仰箇条は、確かに空虚に非ずんば乃ち虚偽たるを免れない。


  現代人は経験の中に生きる。此の点に於いて彼等は正しくある。しかしながら彼等の経験の対象は何か。現世殊に現在である、また物質である。彼等の心は地を離れない。彼等の眼光は見ゆる物の裏にまで徹しない。現世以上更に確実なる永遠の生活については、彼等は遂に何ものをも実験することを知らない。物質の下に於ける最も深刻なる霊の働きもまた、彼等の認識の届かざる所にある。経験を重んずるは現代人の優れたる特徴であるにも拘わらず彼等の経験そのものは余りに浅薄である。此の世と物！此の世を住み心地よき所たらしめん事、物を豊かならしめん事、およそ此辺に現代人の努力は存在するのである。宜うべなり、社会主義又は社会問題の今に至て隆盛を極むること。社会組織の改造により経済的欠陥を除去する事を以て人生の最大問題となすが如きは、蓋けだし呪われたる現代精神の見苦しき錯乱である。


  何故に現代人は「経験」を重んじながら、殆どその名にも値せざる平凡なる経験を以て満足するのであるか。彼等は何故に永遠の生活を現実化することが出来ないか。何故に物的宇宙の根底たる霊の世界の消息に参与することが出来ないか。経験の最も深きものは、永遠を味わうにある、神と交わるにある。しかして之を可能ならしむる所以はただ一つあるのみ。即ち信仰である。信仰の欠乏、これ現代人の経験を浅薄ならしむる唯一の原因である。


  
    それ信仰は望む所を確信し、見ぬ物を真実とするなり。（ヘブル二の一）
  


  信仰生活もまた実験の生活である。それは空しき想像ではない、徒いたずらなる思索ではない。意思と感情と理性とを以て成る全心全人格の上に確実なる反響を有する実験である。此の点に於いて信仰は哲学又は芸術と全然その性質を異にし、却って科学と範疇を均しくする。信仰を以て主観的の心理作用に過ぎずとなすものは誰か。少なくとも基督教の信仰については、之より甚だしき誤解はない。真実なる信仰は万人の実験を以て証明し得べき客観的事実である。然り、信仰は実験である。ここに「確信し」また「真実とする」と訳せられし二箇の原語が明らかに此の事を表示する。


  「確信し」の原語 hypostasis は又「実体」を意味する。故に或いは此の一句を訳して「信仰は望む所のものの実体なり」と言う（英訳聖書参照）。蓋し信仰によって未来のものが現実に存在すると同様の地位に立たしめらるとの意である。「実体」に代えて仮に「現実化」といわば、その義一層明白であろう。近頃エジプトの墳墓より発掘せられし遺物によれば、此の原語は新約聖書の記されたる時代に於ける一箇の法律語であって、地券即ち土地を代表する権利証書の謂いいであったという。依て知る、此の語を訳して「確信」というも、それは単に主観的の確信ではなくして、客観的の確実性を有する確信であることを。換言すれば、信仰によって我等は或るもの（望む所）を自ら実験し而して之を確信するのである。


  次に「真実とする」という。その原語 elenchos もまた特別に強き意味を有する。即ちそれは「証拠」又は「証明」の意に於いて用いらるる哲学上の用語である。故に前の句と同様に又此の句を訳して「信仰は見ざる物の証拠なり」とも言う。信仰によって我等の目に見えざるものが他に何の証明をも要せざる確実性を帯びしめらるとの意である。本文の訳語としては邦訳聖書の如く前の語を「確信し」といい此の語を「真実とするなり」と言いて適当たるを失わぬであろう（改正英訳参照）。しかし此の場合に於いてもまた「真実とする」は単に主観的の独断によるのではない、客観的の証明に基くのである。信仰そのものが即ち証明である。換言すれば、信仰によって我等は或るもの（見ざるもの）を自ら実験し従って之を真実とせざるを得ないのである。


  斯の如く信仰生活は実験の生活である。信者は徒いたずらに想像しない、彼は実験によって確信する。信者は妄に独断しない、彼は実験によって真実とする。自己の経験の中に生くるの点に於いて、基督者と現代人とは甚だ相似たる性質を有する。しかしながら最も注意すべきは、経験の対象如何である。現代人の経験の現世的唯物的なるに対し、基督者の経験の対象は何であるか。曰く「望む所」である、曰く「見ざるもの」である。即ち未来殊に来世永遠の生活である、また霊界の事殊に救贖に関する神の摂理である。均しく経験に生くると雖も、現代人の心暫くも境遇を離れず、その目常に地に向かって注がるるとは正反対に、基督者の心は断えず未来にかかるのである、その目はいつも天に向かって注がるるのである。基督者は信仰によって「望む所」を実験し而して之を確信する。即ち信仰によって未来の希望は鮮やかに彼に啓示せられ、しかして之を啓示する者は昨日も今日も永遠までも変わらざる神であることの十分なる理由があるのみならず、その希望は彼の全心を充たして尚余りあるものであるが故に、之を以て己が人生観の基調となさざるを得ないのである。また基督者は信仰によって「見ざるもの」を実験し而して之を真実とする。即ち信仰によって霊界の事実は明確に彼に啓示せられ、しかして之を啓示する者は恩恵と真実との神であることを疑うべき理由がないのみならず、その真理は必ず彼の最も深き霊性を満足せしむるに足るものであるが故に、之を以て己が生涯の根本的法則となさざるを得ないのである。


  貴き生活とは何か


  その確信は「望む所」にあり、その真理は「見ざるもの」にある。かくて基督者は此の世の人殊に現代人の経験せざるものを経験する。しかして「望む所」及び「見ざるもの」と、現に在る所及び見ゆるものとは全く別個の原理によって支配せらる。前者の上に行わるるは永遠、神秘、超自然の法則である。後者の上には主として暫時的又は機械的又は自然的なる法則の行わるるに過ぎない。故に或る人の人生観が二者の何れを本位とするかによって彼の生涯は全然別種の趣を呈せざるを得ない。来世と霊とを重んずる基督者は其の思想に於いて言語に於いて行動に於いて、現世と物とを重んずる世の人殊に現代人の到底解する能わざる途を辿る。世の人が歓楽に耽りつつある時、彼等は何事をか悲しみつつあるのである。世の人が不安失望の谷に沈む時彼等は不思議にも平安の峰にありて希望の歌をうたうのである。何故に多数者の感ずる不安を彼等は感じないか。何故に此の世の歓楽の筵に彼等は携わらないか。世の人はその理由を解しない。故に嘲って曰う、愚である、狂であると。


  愚か、狂か。信仰生活の価値果たして如何。誰かよく之を断定し得るものぞ。神ならずして、何人か正しき判断を下し得るものぞ。しかして我等は知る、人の目に愚にして狂なる信仰生活こそ、神の前にはいと美しき誉れを受くべきものであることを。


  
    古の人は之によりて証せられたり。（二）
  


  人の前にあらず神の前に、如何なる生活が貴き生活であるかは、ただ神の証明によってのみ之を知ることが出来る。神の証明という。何処にさるものがあるか。曰く聖書中にある。神の霊感によりて成りし聖書中に証明せらるる生涯こそ、紛れもなく聖旨にかなうものであると断ぜざるを得ない。故にもし貴き生涯の謬らざる実例を見んと欲せば、ただ聖書に於いて証せられたる古の人の生涯に之を探るべきである（本文の場合にありては勿論旧約聖書である）。


  然らば問う、古の人が神に証せられたるは何によりしか。それは事業ではなかった、知識でもなかった、道徳でもなかった。ただ信仰であった。曰く「之によりて証せられたり」と。之、即ち望む所を確信し見ざるものを真実とする信仰である。その目を天につけて歩みたる信仰生活である、此の世の人より愚よ狂よと嘲られたる超自然的生活である。それが何よりも神を悦ばしめたる生涯であると聖書は大なる文字を以て我等の前に立証するのである。誠に貴き証明である。神に悦ばれんが為に、我等は「肉によれる智き者」たるを要しない。「能力ある者」たるを要しない。「貴き者」たるを要しない。ただ信ずる者たるを以て足る。これ何人にも能わざることなき生活である。多くの場合に於いて神は却って「智き者を辱かしめんとて世の愚かなる者を選び、強き者を辱かしめんとて弱き者を選び、有る者を亡ぼさんとて世の卑しき者、軽んぜらるる者、即ち無きが如き者を選び給」う。彼等はただ信仰によって望む所を確信し見ざる物を真実としつつ日々を送ればよいのである。この狂愚に似たる信仰的生涯こそ人の生涯の最も貴きものである。神は大いなる満足を以て彼等を受け、何かの方法により親しくその旨を彼等に示し、以て証となし給うのである。之に反して、信仰によらざる如何なる華々しき生涯も神に悦ばれない。たとえ此の世の歴史に特筆大書せらるるとも、信仰なき生涯は畢竟神の前に虚しきものたらざるを得ない。


  信仰的宇宙観


  ここに於いてヘブル書記者は旧約聖書中より信仰的生涯の実例を列挙せんと欲する。それ等は何れも信仰によりて世の人と全く趣を異にする経験を味わいしものである。しかして経験の内容は一々相異なると雖も、均しく一箇の大いなる基礎的経験の上に立つのである。独り旧約の聖徒等のみではない。何時の世何処の国たるを問わず、凡ての信者の経験が皆そうである。故に記者は個々の生涯に入るに先だちてまず此の共通なる基礎的経験を一言している。


  
    信仰によりて、我等は諸々の世界の神の言にて造られ、見える物の顕わるる物より成らざるを悟る。（三）
  


  これ即ち信者の宇宙観である。全宇宙――時間的にも場所的にも最も広き意義に於ける宇宙――の根本の立場に関する了解である。凡ての信仰的経験はみな此の大いなる宇宙観に基づく。しかして或るものの根本の立場は、それが如何なる原理によりて成立したるか、又如何なる本源より流れ出でたるかによって定まる。


  我等の宇宙は如何なる原理によりて成立したのであるか。タレース、プラトー、アリストートルを始めとして、幾多の哲学者物理学者等がその説明を試みたるに拘わらず、何人も真相を穿つことが出来なかった。然るに我等はただ信仰によって此の深遠なる問題に関する啓示を受入れ、恰も造化の当初に於ける目撃者であるかのように、之を我が実験的知識となすことが出来るのである。即ち諸の世界は神の言によって造られたのである。ここに「世界」と訳せられたる原語は常に時間的の観念を有する。多くの場合に於いて、寧ろ「時代」と訳するが適当である。「諸の世界」とは宇宙を歴史的に観察して、凡ての時代を包括したる観念である。ベンゲルこれを遺憾なく説明して曰う、「偉大なる複数である。天地がその目標に達する迄の筋途と、天地間に存在する或いは見える或いは見えざる万物と、その筋途の尽くされし時に於ける永遠の状態と、而して又その後に起こることあるべき凡ての変化と、之等一切のものを示す語である」と。斯の如きものが「諸の世界」である。しかして我等は信仰によって知る、この諸の世界を造り（組立て）たる力は神の言である事を。言は此の場合には命令であった、即ち意思の発表であった。神は万物の各部及び全部の構造と、その万世に亙りての断えざる摂理とを、驚くべき調和を以て組立つべく、まず己が意思を決定し、然る後此の意思を発表して、以て其の全能の力により之を実現し給うたのである。故にただ万物の存在その事のみではない、それが遂に未来永遠に達すべき筋途まで、一つとして愛なる神の意思の外に出ることが出来ないのである。「諸の世界は神の言にて造らる」という。語は短しと雖もその事実の偉大さよ。しかして神を信ずる者に取っては此の事実は如何にしても疑うべからざる実験的知識である。彼は恰も二二ヶ四の真理を悟ると同様なる確実さを以て、此の偉大なる事実を悟るのである。


  かく諸の世界の造られたるは神の意思の発表による。然らば万物の本源の何処にあるかは自ずから明らかである。見えざる物については言う迄もなく、見える物さえ素々もともと顕わるる物を本源として出でたのではない。顕われざるもの、我等の感覚を超越したる或るものより成ったのである。それは何か。神の思想（観念）である。諸の世界が神の言によって造られたるものである以上、現実の世界の実現するに先だちて、その原型としての観念の世界が神の心の中にあったに相違ない。見える万物は顕われざる此の観念を本として成ったのである。神は己が言の力によって、己が思想の中より、現実の宇宙を引出したのである。造化の原理は神の言にある、その本源は神の観念にある。


  神の言によって造られたる宇宙は、遂に彼の意思のままに完うせらるるであろう。神の観念より成りたる万物は、一つとして彼の知らざるものを含まないであろう。凡ては神の知る所であって、しかしてまた彼の欲する所に向かって進みつつある。基督者の宇宙観は之である。彼は信仰によりて実験的に之を知る。信仰生活の箇々の内容は相異なるであろう。しかし此の基礎的経験に至っては何人も変わらない。すべて神を信ずる者は、宇宙を斯の如くに見るが故に、世の人の如く現に在るもの又は見える物に捕らわれない。彼の心は望む所にあり。彼の目は見ざる物につく。


  二　旧約時代信仰史大観


  歴史の中心


  へブル書十一章四節以下は、旧約聖書中より拾録せられたる信仰的生涯の列挙である。記者は素より例示の目的を以て之を掲げたに過ぎない。しかしながら其の着眼の深さよ。歴史上何の意味もなく見える事実さえ、ここには貴き光を発して現わるるのである。誠に或る人の言うが如く、これ旧約聖書の優れたる摘要である。


  歴史の理想的編纂法は、地上に起こりし多くの国民及び出来事のうち全体に対して中心的地位を占むるものを選びて記述するにあるとは、近世史家ランケの教えたる卓見であるが、古き聖書記者の歴史観は常に之であった。彼等は人類の歴史が或る時まではユダヤ人を中心として、然る後に主として異邦人より成る基督者が之に代わりて、最後には再びユダヤ人に中心が復帰して、動くべきことを知った。しかして地上の出来事として中心的地位を占むべきものは政治又は戦争又は芸術ではない、信仰である。神が諸の世界を造りて之を導く限り人と神との結合なる信仰が最も重要なる地位に立つは当然である。国民として或る時まではユダヤ人、次に基督者、最後に復またユダヤ人が中心となるもまた彼等の信仰の故に外ならない。人類歴史は実に信仰生活を中心として動きつつあるのである。従ってへブル書十一章の如きは、理想的歴史観の良き見本であると言うことが出来る。


  歴史の中心は政治ではない、戦争でもない、文芸でもない、信仰である。一たび此の見地に立ちて、即ち信仰の峰に立ちて、人類歴史の野を大観せんか、その光景は普通歴史の場合に於けると全然一変する。多くの所謂いわゆる大立物は此処にはその華々しき姿を失い、却って彼等の後ろに隠れて見えざりし小さき男女が星の如くに輝き出づるのである。


  我等は暫くヘブル書記者と共に、信仰の峰より眸を放ちて旧約時代の歴史のパノラマを見渡そうと思う。


  アベルの信仰


  
    信仰によりて、アベルはカインよりも勝れる犠牲を神に献げ、之によりて正しと証せられたり。神その供物につきて証し給えばなり。彼は死ぬれども、信仰によりて今なお語る。（四）
  


  見渡せば遠く遠く地平線のほとり、歴史の視界の将に尽きんとする所に、一人の牧羊者の其の手に何か犠牲を携えて神を礼拝しつつあるを見る。アダムの子アベルである。彼は神の前に於ける己が罪の責任を深刻に意識した。しかして信仰によって遂に或る啓示を受けた。それは尚漠然たりとはいえ極めて貴き経験であった。何人かの血による犠牲を以てするに非ざれば、罪の始末は付かないとの真理之である。彼は勿論その大いなる犠牲者の誰であるかを知らなかったであろう。しかし何時か事の実現すべきを確信した。犠牲者の出現（望む所）と罪の贖い（見ざるもの）、アベルの目は其処に向かった。乃ち彼はその信仰を象徴せんが為に、羊の初生の肥えたるものを選び、之を屠りて神に献げたのである。此の供物は疑いもなく兄カインのそれに勝るものであった。カインは今日多数の所謂信者の如く、ただ形式的に之を為したに過ぎない。従ってその供える所も何の特徴なき通常の産物に過ぎなかった。


  罪の自覚と犠牲の必要に関する意識、それは普通人の目に愚かなるものであること、六千年の昔も今と多く変わりはなかったであろう。しかし神は之を嘉よみして、特にその供物につき何か顕然たる証明の徴を与え給うた（創世四の四）。かくて数えるに足らぬ原始の牧羊者の名は天の記録の第一頁に掲げられたのである。


  アベルはカインの殺す所となって世を去った。しかしその信仰の故に神はとこしえに彼を顧み給う。神は自ら其の事を証して曰く「アベルの血の声地より我に叫べり」と（創世四の一〇）。彼は即ち信仰によりて今なお語るのである（へブル一二の二四参照）。


  エノクの信仰


  
    信仰によりて、エノクは死を見ぬように移されたり。神之を移し給いたれば見出されざりき。その移さるる前に神に喜ばるる事を証せられたり。信仰なくしては神に悦ばるること能わず。そは神に来たる者は、神の在すことと神の己を求むる者に報い給うこととを必ず信ずべければなり。（五、六）
  


  罪の意識に胸うてるアベルを見送りて、我等は次に最も超然たる歩みを運べる一人を見る。アダムより七代目のエノクである。彼の生活は神と共に歩むの生活であった（創世五の二四）。人がその友と面かおを合わせて共に語り、互いにその心を悦ばせんと力つとむるが如く、彼は常に見えざる友と面を合わせて語った。しかしてその心を悦ばせんと力つとめた（創世記に「神と共に歩む」とある語を七十人訳は「神に悦ばる」又は「神を悦ばせんと力む」の意に訳している）。エノクは何人よりも神と親しくあった。彼の全生涯が神の感化の下にあった。従ってその最後もまた普通人と全く異なる経験であった。主の手に引かれつつ此の世を超越して歩みし彼は、また主の手に引かれつつ人の知らざる中にそのまま後世に移されて了ったのである（我等はこの経験の内容を知らない。しかしそれは死の特別なる一種ではなくして、死と性質を異にする奇蹟であったと見ざるを得ない）。斯の如き生涯とその最後とは、一方より見れば彼の信仰の表現であって、他方より見れば之に対する神の満足の証明であった。唯に死を見ずして移されたる最後の奇蹟のみならず、移さるる前に神が彼の親しき友となりて歩み給いしその事が、彼の信仰に対する神の証明であったのである。


  エノクの生涯によりて一しお確かめらるる真理は、神に悦ばるるは信仰のみによるとの事之である。蓋しエノクの神に悦ばれたるは、ただ彼が友に近づく如くに親しく神に来たりしが故に外ならなかった。しかして凡て彼の如く神に来たる者は、勿論真の神の見えざる所にありて実在し給う事と、また彼を求むる者には彼に適わしき恵みを以て報い給う事とを信ずる者であるに相違ないからである。エノクはこの信仰によって静かに神と共に歩んだ、しかしてただ之によって神に悦ばれた。


  ノアの信仰


  
    信仰によりて、ノアは未だ見ざる事につきて御告みつげを蒙り、畏かしこみて、その家の者を救わん為に方舟を造り、且つ之によりて世の罪を定め、また信仰による義の世嗣となれり。（七）
  


  世界歴史の一紀元たる大洪水の彼岸に於ける最後の信仰生活である。ただ見る、一人の老翁の孜々ししとして巨大なる方舟を建造しつつあるを。その長さ四百五十尺、幅七十五尺、高さ四十五尺に余る。何事ぞ。彼は人々に宣言して曰う、「今や罪の世の運命は迫った。神はやがて洪水をもて全人類を滅ぼし給うであろう。我はその啓示を受けて心に畏み、我が家の者を救わん為に斯の如き巨船を造りつつあるのである。汝等もまた神を信じて救われんことを求めよ」と。人々は如何に彼の老耄もうを嘲り笑ったであろう。しかし彼ノアは憚らなかった。彼の信仰の目に洪水は既に押し寄せつつあるが如く見えた。故に衆人環視の前に彼は甘んじて狂者に似たる行為を続けた。


  事実は遂に信仰の勝利に帰した。世は彼の警告にも拘わらず悔改めざりしが為に滅び失せた。しかして独り彼とその家族とのみ救われた。即ちノアは信仰によって世の罪を定めたのである。また己は信仰によって神に義とせられたのである。


  アブラハムの信仰


  
    信仰によりて、アブラハムは召されし時嗣業として受くべき地に出で往けとの命に遵したがい、その往く所を知らずして出で往けり。（八）
  


  大洪水を此方に超えてより、我等の目は先ずアブラハムの上に落ちざるを得ない。アブラハム、彼は誠に信仰の民の父祖である。一人の彼の生涯に於いて幾多の深刻なる信仰的実験が繰返された。


  我等は先ず彼がその家族を率いて漂然として故郷ウルを出で、再び帰らざる旅路に上るを見る。何の故の移住ぞ。彼は神に召されて「汝の国を出で、汝の親族に別れ、汝の父の家を離れて、我が汝に示さんその地に至れ」との命令を聴き、乃ち之に従ったのであるという。その行先は何処ぞ。未だ少しも之を知らない、ただ導かるるままに進むのであるという。「彼は家なき流浪者として、今日はその天幕を泉の傍に張った、明日は見えざる案内者が何処に綱を結ぶべく命ずるかを知らずして」。如何に愚かなる冒険よ。しかし信ずるアブラハムに取って、神の命令に従うは幼児の母に従うよりも安全にして且つ正当であった。彼は信仰によって現にある所よりも望む所を選び、見ゆるものよりも見えざる者に頼ったのである。


  
    信仰により、異国に在る如く約束の地に寓やどり、同じ約束を嗣ぐべきイサクとヤコブと共に幕屋に住めり。これ神の営み造り給う基礎もといある都を望めばなり。（九、一〇）
  


  彼は導かれて遂に約束の地カナンに入った。しかし此処にても何等現世的幸福は彼に許されなかった。「神は此処にて足踏み立つる程の地をも嗣業に与え給わざりき」（行伝七の五）。彼は他国の君主に仕え他国の民の中に相変わらざる幕屋を張って住つた。始めにはサラと唯ふたり、後には一子イサクを交えて。やがてサラの彼に先立ちて眠るや、僅かにマクペラの野の洞穴を買取りてここに彼女を葬った。この涙を以て手に入れし一画の墓地こそは地上に於ける彼の唯一の財産であった。サラ逝きて後イサクの子ヤコブの誕生があった。彼等二人にもまた神の同じ約束が繰返された。しかして彼等と共に老アブラハムは死に至るまで此の世の人の解する能わざる寂しき生活を続けた。


  何故に彼は斯の如き数奇なる境遇を選んだのであるか。彼は寂しみを解せざる異常なる鈍感の人であったのであろうか。否、却って彼の霊的感性が余りに鋭敏であったからである。彼の眼には他の人の見るを得ざる或るものがいと鮮やかに映じた。それは一つの都であった。都――他国人の間に張る寂しき天幕ではない、愛する者と共に集い住む都である。天幕の如く畳みて移し得べき一時的の仮寓ではない。基礎ありて動かざる永久の住所である。之を設計しまた築造する者は人ではなくして神である。故に其処には人の業に伴う凡ての欠陥が除かれて、完全なる福祉が充つるに相違ない。「神の営み造り給う基礎ある都」、新しきエルサレム、それが遂にアブラハムの眼に映じた。しかして此の優れたる希望あるが故に、現在の不遇は忍び得てなお余りがあったのである。


  アブラハムは如何にしてこの都を望見することが出来たか。地上に於ける失望が即ちその原因であった。すべて信ずる心の為に最大の福祉の一つは失望である。神は故なくして己を信ずる者を失望せしめ給わない。失望は必ず更に大いなる恩恵へ導く門である。余は此の真理を呼んで失望の福音という。聴かれざる祈祷、充たされざる約束、裏切られたる期待、それ等の蔭に必ず愛の聖手が動きつつある。小なる恩恵に満足し易き心は、斯くして始めて更に大なる恩恵を受くるに適わしきものとせらるるのである。アブラハムの地上に於ける失望は、彼の眼をしてひたすら天に向けしめた、しかして約束にまさる限りなき福祉は、彼の確実なる希望となってその胸に宿った。


  
    信仰によりて、サラも約束し給う者の忠実なるを思いし故に、年過ぎたれど胤たねをやどす力を受けたり。（一一）
  


  アブラハムの生涯のともサラもまたその信仰を夫と共にした。彼女は最早や年進みて到底胤を宿すに適せざる時に至り「汝に男子あらん」との啓示を受けた。こは勿論信ずるに難き約束であった。彼女自身さえ始めには笑って之を打消した。しかし重ねて「エホバに豈あに為し難き事あらんや」との言を聴くに及び、彼女の信頼は全然見ゆる所のものより見えざる所の者に移った。約束し給う主は忠実である、故に老媼我が如き者にも必ず子は与えらるるであろうと信じて彼女は待った。果然、事はその通りに実現した。しかして彼女の信仰は証せられた。


  
    この故に死にたる者の如き一人より、天の星の如く、また海辺の数えがたき砂の如く夥しく生まれ出でたり。（一二）
  


  アブラハムの裔すえは地の砂の如くまた天の星の如くならんとは、彼がカナンの地に落ち着きし当初より幾たびか示されたる約束であった（創世一三の一六、一五の五、二二の一七）。ただその成就は到底覚束なく見えた。然るにも拘わらず、アブラハム之を信じ、サラまた之を信じた。「この故に」、彼等夫妻の信仰の故に、神は、死にたる者の如き一人（アブラハム）より、遂に星の如く砂の如き夥しき子孫を生まれ出でしめ給うたのである。これまた彼等の信仰に対する著るしき証の一つである。


  
    彼等は皆信仰を懐きて死にたり。未だ約束のものを受けざりしが、遥かに之を見て迎え、地にては旅人また寓やどれる者なるを言いあらわせり。斯く言うは、己が故郷を求むることを表わすなり。もしその出でし所を思わば、帰るべき機おりありしなるべし。されど彼等の慕う所は天にある更に勝りたる所なり。この故に神は彼等の神と称えらるるを恥とし給わず。そは彼等の為に都を備え給えばなり。（一三―一六）
  


  彼等、アブラハムを中心として同じ約束を望みつつ同じ幕屋に寓りし妻サラ、子イサク、孫ヤコブ等、彼等はみな信仰を懐きて、望む所を確信し見ざるものを真実としつつ、墓に下った。誠に彼等は死に至るまで約束のものを受けなかったのである。約束とは何か。まず第一にカナンの地の領有であった、次にその子孫による天下万民の福祉であった（創世二二の一八）。最後に神の営み造り給う基礎ある都であった。之等の恩恵は何れも皆遠き未来のものたるに過ぎなかった。此の世の立場より見てそれは殆ど夢であった。しかしながら信ずる彼等に取っては、決してそうではなかった。彼等は遥かに之を「見」たのである。しかして之を「迎え」たのである。「見る」とは勿論実物を実見することである。「迎える」の原語は或る人の手を握りて己に近く引付け而して彼を抱き占むることを意味するという（ユースタシウスの説明による）、いかに適切なる表現よ。彼等は信仰によりて遥けき未来に実在せる恩恵を歴然と実見することを許された。加之しかのみならず、現在既に手を伸べて之を握り之を引寄せて抱き占むるほど痛切なる実験をさえ許されたのである。彼等は信仰によって遠き未来を全く現実化した。かくて世の人には夢の如き約束も、彼等に取っては何よりも確かなる実験的希望であった。誠にイエスの言い給いし通りである。曰く「汝等の父アブラハムは我が日を見んとて楽しみ、且つ之を見て喜べり」と（ヨハネ八の五六）。


  既に己が永遠の行先を望見し且つ之を確しかと心に抱き占む、従って彼等は此の世に在りながら実は此の世に属せざる者であった。現に彼等自身が地に在る間明らかに告白して曰った、「我は旅人なり、寓やどれる者なり」と（創世二三の四）、又「わが旅路の年月は云々」と（創世四七の九）。之等の語の響きに出でたる心の基調は明白である。世の子らは世にありては決して斯の如くに己を呼ばない。地上の旅人寄寓者は必ずや天の国の市民でなくてはならぬ。彼等の故郷は彼処にあるのである。故に彼処を求めつつ彼等は地をさすらったのである。此の世は彼等に取っては外国であった。従って彼等の生活が世の子らの期待と了解とに副そわざりしが如き、素もとより当然のことと言わねばならぬ。


  彼等の流浪の生活は、神の召しに応じて断然とメソポタミヤの郷土を出でし時に始まった。故に彼等にして世の子らの如く、地上に於ける幸福を願わば、その出でし処に帰りさえすれば宜よかったのである。カナンよりメソポタミヤまで、途は遠しと雖もさまでの困難なくして帰り得る。もし彼等にその心だにあらんか、機会は勿論幾らもあったであろう。しかしながら彼等は遂に再びその出でし所を思わなかった。彼等は堪えがたき寂寥の中にありながら、遂に再び地上の幸福を思わなかった。これ必ずしも苦闘の結果ではない、却って悦楽の結果であった。即ち彼等には慕うべき更に勝るものがあったのである。天にある所のもの之である。天にある限りなく福いなる故郷の光景が、歴然と彼等の眼に映じ確かたく彼等の心を捉えたるが故に、言うに足らぬ地上の故郷の如きは自ら彼等の記憶より消え去ったのである。かくて寂しき幕屋の中に於ける彼等の生活は、実は世の子らに勝りて福いなるものであった。


  確かたき信仰、強き希望！彼等と神との関係は一通りのものではなかった。まこと神は自ら己を呼びて「アブラハムの神イサクの神ヤコブの神」といい（創世二八の一三、出エジプト三の六）、彼等もまた此の名を以て神を呼んだ（創世三一の五、三二の九）。この特別なる称呼は疑いもなく彼等と神との関係の永遠的性質を表わすものである（マタイ二二の三一）。少なくとも双方の間には斯の如き意味に於いての黙契があった。アブラハム等はこの関係を確信して少しも疑わなかった。然らば如何、万一にも神の側に於いてこの黙契に背き、彼等の十分なる期待を裏切りて、約束のものを備え給わざりせば如何。神はいかばかり恥とし給うであろう。これ勿論あり得べからざる事である。神は永遠に彼等の神と称えらるるを恥とし給わない。何となれば彼は必ず彼等の為に都を備えて、すべて其の名に伴う期待を完うし給うからである。


  
    信仰によりて、アブラハムは試みられし時イサクを献げたり。彼は約束を喜び受けし者なるに、その独子を献げたり。彼に対しては「イサクより出づる者汝の裔すえと称えらるべし」と言い給いしなり。彼思えらく、神は死人の中より之を甦らすることを得給うと。乃ち死より之を受けしが如くなりき。（一七―一九）
  


  見よ、モリアの地に、播祭の柴薪たきぎを取って其の子に負わせ、自らは火と刀とを手に執りて、共に山路を辿り往く父の姿を。途すがら子は曰う「父よ」。父答えて「子よ、われここにあり」。子「火と柴薪はあり、されど燔祭の羔は何処に？」。父「子よ、神自ら燔祭の羔を備え給わん」。遂に或る処に到るや父は其処に壇を築き、柴薪を列ならべ、しかして子を縛りて之を壇の柴薪の上に載せ、更に手をのべ刀を執りて之を屠らんとするのである。


  へブル書記者は此の悲壮なる出来事を説明して曰う、「信仰によりて、アブラハムは試みられし時イサクを献げたり」と。事は彼に対する神の試みであった。神の試みは素より人の心を知らんが為ではない。更に勝れる恩恵に導かんが為である。神は今に至るまでアブラハムの信仰を悦び給うた。しかして今や彼を更に勝れる恩恵に導かんと欲し給うた。「神アブラハムを試みんとて、之をアブラハムよと呼び給う。彼言う、われここにあり。エホバ言ひ給いけるは、汝の子、汝の愛する独子即ちイサクを携えてモリアの地に到り、わが汝に示さんとする彼所かしこの山に於いて彼を燔祭として献ぐべし」。この声は疑うべからざる神の言として彼に臨んだに相違ない。斯の如くにしてアブラハムの信仰生活は忽ち最大の危機に遭遇した。


  「信仰によりてイサクを献げたり」という、献げよとの命令が疑うべからざる神の声なるが故に、凡てを忘れて単純に之に従ったというだけの意味であろうか。信仰がもし実験の事でないならば、それが明白なる矛盾を意とせざる盲従に過ぎぬならば、多分そうであろう。しかしながら少なくともアブラハムの経験そのものに於いては、問題は今少しく複雑であった。人としての堪えがたき私情は別として、彼にはなお信者としての深き煩悶があった。彼は此の声の出所の神にある事を確信するが故に、却って大いなる疑問に逢着せざるを得なかったのである。疑問とは何か。曰く神の言の矛盾である。即ち先には神この一子イサクにつき約束して言い給うた、「われ彼及び其の後の子孫と契約を立て、永久の契約となさん」と。しかして今はまた同じイサクをその若きがままに献げよと命じ給う。二つの言は明白なる矛盾である。約束を信ぜんか、命令を如何せん。命令に従わんか、約束を如何せん。信者アブラハムの煩悶はここにあった。彼に取って信仰は実験以外の事ではなかった。故に自己の良心の上に何かの解決を得ない限りは、矛盾せる二つのものを共に受入るることは不可能であった。彼は疑い惑うた、神の真意は果たして何処にあるのであろうか、神は今我をしてイサクを献げしめて、如何にして彼の子孫に対し永久の契約を立てんとし給うのであろうか、知らず、われ今彼を献ぐべきか、或いは献げてはならぬのであろうかと。


  アブラハムの煩悶その絶頂に達せし頃、光明は遂に彼に臨んだ。「彼思えらく、神は死人の中より之を甦らすることを得給うと」。復活！これ人の心曾て思わざりし新しき啓示である。しかして実に偉大なる解決である。神の言の矛盾を解くには又斯の如く神にふさわしき奥義がある。アブラハムは深刻なる煩悶を経て遂に之を発見した。今や彼の堪えがたく痛める心にまた新しき貴き希望が湧いた。かくて信仰によりて望む所を確信しつつ彼はイサクを献げたのである。


  「乃ち死より之を受けしが如くなりき」は寧ろ「乃ち譬喩として死より之を受けたり」と直訳するに如しかない。イサクは現実に殺されずして再びアブラハムの手に帰された。しかし一たび献げ切りたる彼に取っては、その子が死より復活したると少しも異なる所はなかった。彼は復活の譬喩としてイサクを受けた。復活に関する彼の観念はなお完からぬものであったとするも、免に角アブラハムは後の日に起こるべき大いなる恩恵をイサクの復帰に於いて譬喩的に実験したのである。


  イサク、ヤコブ、ヨセフの信仰


  
    信仰によりて、イサクは来たらんとする事につきヤコブとエサウとを祝福せり。


    信仰によりて、ヤコブは死ぬる時、ヨセフの子等を各々祝福し、その杖の頭によりて礼拝せり。


    信仰によりて、ヨセフは生命の終らんとする時、イスラエルの子らの出で立つことにつきて語り、又己が骨のことを命じたり。（二〇―二二）
  


  アブラハムを送りて、我等は更に彼の子孫イサク、ヤコブ、ヨセフを見る。


  彼等もまたみな望む所を確信し見ざるものを真実とする信仰の徒であった。しかして彼等の生涯を代表するに足るものは、三人に通じて現われたる互いに類似せる或る預言的行動である。


  イサクは年既に老い目も早やくもりて見る能わざるに及び、二子ヤコブとエサウとを祝福した。彼自身の願いは長子エサウに対する勝りたる祝福にあったにも拘わらず、欺かれて却って季子おとごヤコブに之を帰した。彼は何故その錯誤を発見したる時之を取消さずして、己が自然の欲求を蹂躙しつつ敢えてエサウに劣れる祝福を与えたのであるか。答えて曰う、彼の祝福は己が意思の発表ではなくして神の意思の伝達であったからである。彼はただ示さるるままに口を開いて、己が前にある者の未来を預言した。その結果は内心の欲求と正反対であった。しかしながら彼は神の啓示の実現を信ぜざるを得なかった。故に先の言を取消さずして却って之を確認したのである。


  ヤコブもまた病重くして死に近づきし時、その子ヨセフの子等を招きて、各々之を祝福した。ヨセフが長子マナセをヤコブより見て右方に、季子おとごエフライムを左方に坐せしめたるにも拘わらず、ヤコブは殊更にその両手を交錯して、右手をエフライムの頭に、左手をマナセの頭に載せ、以て弟の子孫は兄の子孫よりも大いなるものと成るべきを預言した。これまた己が私情を排し人の期待にそむきて、ただ神の啓示に従いし行動であった。


  之より先、彼は自ら死期の近きを知ってヨセフを呼び、己をエジプトに葬らずして先祖等の墓場に舁かき往くべきを誓わしめた。しかしてヨセフの之を誓うや、床上に臥せるヤコブは静かにその老衰の体を反して顔を枕に対せしめ、祈祷の姿勢を以て神を礼拝した。創世記に之を叙して「床の頭かみにて拝みをなせり」という（四七の三一）。へブル書記者が「その杖の頭かしらによりて礼拝せり」といえるは、右の本文に対する『七十人訳』に依ったのである。多分ヤコブは其の時杖をも用いたであろう。何れにせよ、彼の態度はその信仰を表示して遺憾なきものであった。イスラエルの民がエジプトを出でて再び先祖等の地に帰るに先だつこと数百年にして、ヤコブは既にその啓示を受け、しかして望む所を確信して少しも疑わなかったのである。


  信仰によりてイサクがその子等を祝福したようにヤコブもまたその孫たちを祝福した。信仰によりてヤコブが己の屍のエジプトよりカナンに移さるべきを命じたように、ヨセフもまたイスラエルの子らが何時かその地を出で立つべき日を望み見て、己が骨をも携え上るべき事を遺言した（創世五〇の二四―二六）。彼は若くしてその地に来たり、幾多の辛酸を嘗め、遂には大臣の位にまで上りて、殆どエジプトを己が国とする程の深き関係に入りし人であった。然るにも拘わらず、彼の心は常に神の約束に結ばれ、その成就の日を見んことをもて何よりの楽しみとなしたのである。


  モーセの信仰


  
    信仰によりて、両親はモーセの生まれたる時、その美しき子なるを見て、王の命をも畏れずして三月の間之を匿かくしたり。（二三）
  


  イサク、ヤコブ、ヨセフ等は去って、イスラエルの子孫は既にエジプトの国中に充つるに至った。暫く隠れたる信仰の閃きは、また彼等の中の或る者に於いて現われた。それは一人の嬰児の両親であった。当時王の命によればイスラエル人に生まれし凡ての男児は殺されねばならなかった。しかしながら此の両親は己が子の常ならぬ美わしさを見て、神の或る聖旨を覚った（先には秀麗なる青年ヨセフが選ばれて、エジプトに於けるイスラエル人の救手となった）。神は此の児の存在を必要とし給う。斯く示されたる彼等に取っては、王の命にそむくの危険の如きは何でもなかった。故に彼等は三月の間之をその家に匿した――嬰児モーセの両親アムラムとヨケベデ、彼等もまた先祖等の如く、信仰によりて現在と見ゆる物とを無視して歩んだのである。


  
    信仰によりて、モーセは人と成りし時、パロの女の子と称えらるるを否み、罪のはかなき歓楽を受けんよりは、寧ろ神の民と共に苦しまんことを善しとし、キリストの謗そしりはエジプトの財宝たからにまさる大いなる富と思えり。これ報いを望めばなり。（二四―二六）
  


  嬰児モーセは奇しき摂理によってエジプト王パロの女の子として育て上げられた。しかして当時の文明国なるエジプトの凡ての学術を教えられ、言語行動共に有力であった。従ってその前途の栄華期して待つべきであった。然るに所謂分別盛りの年輩に及び、彼は自己の前に開ける此の自然の途を取って進むことを断然拒絶してしまった。即ち己が兄弟たるイスラエル人に同情して、或る日彼等の一人がエジプト人に撃たるるを見るや、彼は忽ち後者を撃殺したのである。この一挙は彼の有する凡ての特権の抛棄を意味した。


  殺人その事の是非は別として、何故にモーセはパロの女の子と称えらるることを否んだか。曰く信仰によってであった。イスラエル人にしてパロの女の子とせられし彼の前には二つの途が開いて居った。甲の導く所は歓楽と財宝であった。乙のもたらす所は苦しみと謗りであった。甲は勿論何人に取っても甚だしく心ひかるる途たるに相違ない。モーセにしてもし現在と見ゆる物とに重きを置く普通人なりせば、必ずや之を選んだであろう。しかしながら彼もまた先祖等の如く信仰の人であった。故にその心は現に在るものに向かわずして望む所に向かった、その眼は見ゆるものに着かずして見ざるものに着いた。しかして一たび此の立場より観察せんか、二つの途の光景は忽ち一変する。見よ、偶像国の宮廷の腐敗し切りたる空気中に於ける歓楽、しかもそのはかなさ！之に反して、選ばれたる民と共に苦しみ、神のみわざに参与して彼の悦びのみかおを仰ぐ福いは如何ばかりぞ。エジプトの財宝を我がものにせばという。しかしキリストの謗り（キリストに因よる謗りではない。キリスト彼自身の負い給う謗りである。イスラエルの信者は昔よりキリスト己と共にあり給うことを信じた。勿論先在のキリストである。）を我が有ものにして彼の負うべき謗りに我も曝さらされ従ってまた彼の受け給うべき光栄に我も与かることを得ば果たして如何。モーセは信仰によりて斯の如くに見た。彼は乙なる途の彼方に横たわる貴き報いを確実に望見した。かかるが故に何の未練もなく甲なる途を棄ててしまった。


  
    信仰によりて、彼は王の憤恚いきどおりを畏れずしてエジプトを去れり。これ見えざる者を見るが如く耐えることをすればなり。（二七）
  


  後四十年、モーセは長く隠遁したるミデアンの野より漂然として再びエジプトに姿を現わした。しかしてイスラエルの全民を率いて潮の退くが如くに出で去った。これ所謂イスラエルの出エジプトであって、世界歴史上に於ける最大事件の一つである。人の立場より見て、かくも無謀なる企ては無かった。事は悉く自然に逆った。就中なかんづく危きものは王の憤恚であったが、果然それは遂に実現した。民の逃げ去りたる事王の耳に入るや、彼はその心を剛愎かたくなにし、直ちに軍勢を率いて彼等の後を追った。「パロの近よりし時イスラエルの人々……痛く恐れたり是に於いて……モーセに言いけるは、エジプトに墓のあらざるが故に、汝我等を携え出して曠野あらのに死なしむるや云々」（出エジプト一四の一〇―一二）。しかしモーセは答えて民らに曰った「汝等恐るるなかれ。立ちてエホバが今日汝等の為になし給わん所の救いを見よ……汝等は静まりて居るべし」と。如何にして彼は斯くも無謀の企てをかくも平静に断行することが出来たのであろうか。他なし、ただ天にいます見えざる者を見るが如くにして、凡ての困難に耐えたからである。


  
    信仰によりて、彼は過越すぎこしと血を注ぐこととを行えり。これ初子ういごを滅ぼす者の彼らに触れざらん為なり。（二八）
  


  出エジプトなる大事件中に於ける最も意味深き一段である。イスラエルの全民を救い出すべき機会の漸く熟したる頃、モーセは新しき啓示を受けた。それは或る日を期して、全会衆みな夕暮に羔を屠り、その血を家の門口に塗り、肉は夜の中に旅支度のまま急ぎて之を食らうべしというにあった。しかして斯く血を門口に塗るは、その夜エジプトの国中を巡りて凡ての初子を撃ち殺すべき天の使いが、イスラエル人に触れざらん為の記号としてであるとの事であった。モーセはその通りに実行した。しかし不思議なる啓示である。何故に羔を屠りて所謂過越の祝いを守るに非ざれば、イスラエルは救い出されなかったのであろうか。何故に屠られし羔の血を門口に注ぐに非ざれば、彼等は禍を免るることが出来なかったのであろうか。其処には是非とも何か深き意義がなくてはならない。之を実行したる多くのイスラエル人は多分自らその意義を解しなかったであろう。しかしながらモーセにありてはそうではなかった。我等は当時に於ける彼の地位に照らして斯く断ぜざるを得ない。即ち彼は今己が目前に著るしき対照を見つつあったのである。一つは神の新たにイスラエルの民に施さんとし給う異常なる恩恵であった、他は神に対する彼等の過去及び現在に於ける罪深き態度であった。如何に不釣合なる対照よ。かくも値せざる恩恵を受けんがためには、何か深刻なる条件の必要があるとは、恐らくイスラエルの救出者の胸に人知れず囁かれし鋭き声であったであろう。この良心に対してかの啓示は与えられたのである。羔を屠る過越と、その血を各自の門口に注ぐこと、モーセの良心には必ずや明確なる反響があったに相違ない。過越は犠牲である、血の注ぎはその犠牲を己が為のものとして受入るる各自の表白である。まず此の二つのもの備わりて然る後直ちに救出は実現するのである。モーセは此の啓示の中にキリストの贖いを如何なる程度まで了解したかを我等は知らない、しかし少なくとも彼がその核心を掴みし事だけは疑うべくもない。アベルの献げたる犠牲さえ贖いに関する萌芽的信仰の発現であったとするならば、ましてモーセの実行したる過越と血の注ぎとは、更に遥かに進みたる信仰的意識の表白でなくして何であろうか。アブラハムが復活を信じて之を譬喩的に実験したように、律法の伝達者モーセもまた罪の贖いを信じて之を譬喩的に実験した。「信仰によりてモーセは過越と血を注ぐこととを行えり」。然り、キリストの血による贖いに関する信仰によりて。


  イスラエル人の信仰


  
    信仰によりて、イスラエル人は紅海を乾ける地の如く渡りしが、エジプト人は然しかせんと試みて溺れ死にたり。（二九）
  


  モーセに率いられたるイスラエルの民等は紅海の岸に臨みし時、後よりエジプト軍の追撃を受けた。然るに一夜東風強く吹き荒んで海水切しきりに退けられ、遂に海中一帯の乾ける所を現出した。水はその両側に分たれて垣の如くになったのである。勿論それは何時落ち懸るやも図られざる危険の状態であった。しかしながらイスラエル人等は此の時みな神の保護の手己が上にあることを確信した（彼等には之を信ずべき十分の理由があった。出エジプト一四章）。故にその危険を少しも顧慮しなかった。彼等は大海を恰も乾ける地の如くに見て進み出でた。しかして遂に之を渡り終えた。


  エジプト人もまた続いて海を渡らんと試みた。彼等はその危険を何と見たのであろうか。形に於いてはイスラエル人と同じ行動である。しかし精神に於いては全然異なる。イスラエル人の冒険は信仰の発現であった。エジプト人のそれは愚かなる模倣であった。神は特に己が民の信仰を証せんがため、信仰より出でざる冒険を見苦しき恥辱に終らしめ給うた。


  
    信仰によりて、七日の間廻りたれば、エリコの石垣は崩れたり。（三〇）
  


  モーセ去りて後、イスラエルの民はヨシュアに率いられてヨルダン川を渡り、堅城エリコに迫った。神はヨシュアを通して彼等に啓示を与え、或る特別なる方法によりてエリコを彼等の手に渡さんことを約束し給うた。即ち契約の箱を中に、喇叭を携えたる祭司七人を先頭にして、イスラエルの軍勢は静粛裡に七日間邑の周囲を巡るべきであった。しかして七日目には之を七たび繰返し、その最後の巡回終ると共に祭司等の喇叭の音を合図に一同大いなる喊声かんせいを挙ぐべきであった（ヨシュア六章）。斯の如き方法により戦わずして城が落つべしとは人の智慧より見て余りに愚かなる期待であった。しかし彼等は約束し給う者の忠実とその全能とを信じた。故に示されたるままに愚かなる行動を実行した。しかして見よ、神は彼等の信仰を証せんがために、特に奇蹟を施して、エリコの石垣を見事に崩壊せしめ給うたのである。


  ラハブの信仰


  
    信仰によりて、遊女ラハブは平和をもて間者を受けたれば、不従順の者と共に亡びざりき。（三一）
  


  イスラエルのカナン入りは天地の神の聖意に基づくとは、エリコの市民等のみな均しく感知せる所であった。何となれば彼等はイスラエルがエジプトを出でて以来今に至るまで断えず神の奇蹟的保護の下にありし事を既に聞いて居ったからである（ヨシュア二の一〇）。然るにも拘わらず彼等は神に従わんとの意思を起こさなかった。彼等は堅く門を鎖してイスラエルを阻まんと力つとめた。ただ一人遊女ラハブのみは間者として来たりしイスラエル人を歓迎した。常に節操を売りし彼女は今また国をも売らんとするのであるか。否、彼女のたましいはエホバの前に目さめたのである。エホバその地をイスラエルに賜いし事明らかなる上は（ヨシュア二の九）、之に従うこそエホバを信ずる者の為すべき分であった。事は甚だしく愛国心と矛盾するように見えた。しかし神よりも国を愛する者は彼のこころに適わない。国人みな神に逆らわんとする時、信者は国賊の謗りを免るることが出来ない。ラハブは信仰によりて凡ての悪名を甘受しつつ間者を助けた。故に神は独り世より卑められたる彼女を滅亡より救いて、以てその信仰を証し給うた。


  その他雲の如き証人


  
    この外何を云うべきか。ギデオン、バラク、サムソン、エフタまたダビデ、サムエル、及び預言者たちにつきて語らば、時足らざるべし。（三二）
  


  信仰の峰より旧約歴史の野を大観して、我等の眼はイスラエルのカナン入りにまで及んだ。しかもなお其処より脚下近き辺に至るまで、点々として無数の貴き生涯の散在するを見る。士師としてはバラク、ギデオン、エフタ、サムソン（ギデオンがバラクの先に、サムソンがエフタの先に出づるは多分信仰の戦士として一層顕著なるが故であろう）、王としてはダビデ、預言者としてはサムエルその他（時代的にはダビデよりもサムエルが前である。しかし前記の如き理由に加えるにサムエルを預言者の列に入れんが為転倒したのであろう）、指摘し来たれば際限もない。歴史ならぬ例示を目的としたるへブル書記者は、一先ず此辺にて端折らねばならぬ。


  少なきものは実に信仰的生涯である。しかしながら多きものもまた信仰的生涯である。之を世の人の全体に対比せずして、天に記録せらるる彼等の名のみについて見んには、我等は深き感謝を発せざるを得ない。独り旧約の聖徒等のみではない。使徒等がある、殉教者等がある、改革者等がある。その他多くの無名の忠実なる男女がある。また我等の親しき兄弟姉妹の誰彼がある。ああ信仰によりて彼等は各々世の人と異なる途を歩んだ。ただ彼等ありしが故に、暗き此の世に光明は絶えなかったのである。彼等の故に、我等は心より聖名を讃美しまつる。


  
    彼等は信仰によりて、国々を服したがえ、義を行い、約束のものを得、獅子の口を塞ぎ、火の勢力いきおいを消し、剣の刃を逃れ、弱きよりして強くせられ、戦争いくさに勇ましくなり、異国人ことくにびとの軍勢を退かせたり。（三三、三四）
  


  これ皆普通歴史に現わるるが如き尋常の功業ではない。人の智慧と能力とを以てしては望むべからざりし場合のみである。彼等は世の人の予期に反し、ただ信仰によりて之に当たったのである。しかして事の成就は信仰の力としてよりも、寧ろ彼等各自の信仰に対する神の証明として之を見るべきである。信仰によってダビデは「国々を服え」た。即ちペリシテ人を撃ち、モアブを縄にて度はかり、スリアに代官を置く等の類之であった（後サムエル五の二五、同八の一以下）。信仰によってサムエルは「義を行い」、善き正しき道をもて民を教えた（前サムエル一二の二三）。信仰によって預言者等は「約束のもの（成就）を得」た。例えばイザヤはエルサレムの奇蹟的救助を、エレミヤは聖召当時の約束の成就を見た（ここに約束とは終局的の大いなる約束を意味しない、個々の予備的約束である）。信仰によって預言者ダニエルは「獅子の口を塞ぎ」、彼の三人の友は「火の勢力を消し」た（ダニエル六の二二、同三の二七）。また信仰によってエフタは「剣の刃を逃れ」（士師一二の三）、サムソンは「弱きよりして強くせられ」（士師一六の三〇等）、バラクは「戦争に勇ましくなり」（士師四の一五）、ギデオンは「異国人の軍勢を退かせ」た（士師七の二一）。


  
    女は死にたる者の復活を得、（三五）
  


  ただに士師又は王又は預言者等の如く人の中にて力ある者のみではない。弱き者、然り婦人さえ、自然を超越せる神の能力を信じて、しかしてその信仰を証せられた。例えばザレパテの寡婦並びにシュナミ人が、死にたる子の復活を得たるが如き之である（王上一七の二二、同下四の三五）。


  
    或る人は更に勝りたる復活を得んために免ゆるさるることを願わずして極刑を甘んじたり。その他の者は嘲笑あざけりと鞭とまた縄目と牢獄ひとやとの試煉こころみを受け、或る者は石にて撃たれ、鉄鋸のこぎりにて挽かれ、剣にて殺され、羊、山羊の皮を纏いて経あるき、乏しくなり、悩まされ、苦しめられ（世は彼等を置くに堪えず）、荒野と山と洞ほらと地の穴とに徨さまよえり。（三五―三八）
  


  人の智慧と能力とを以てしては望むべからざるものを信仰によって望み、しかして信ずる通りに之を与えらるるは、素より感謝すべき恩恵たるに相違ない。しかしながら信仰生活の最も純粋なるものはその望む所を現世以上、即ち来世に置くにある、しかしてこの大いなる希望の故に、現世にありては凡ての艱難を甘受するにある。ノアはその望む所のものを己が生くる間に獲得した。しかしアブラハムは未だ約束のものを受けず、遥かに天の都を望みつつ喜んで死についた。士師等は信仰によりて剣の刃を逃れ、婦人等は死にたる者の復活を得た。しかし又或る人は信仰によりて却って免ゆるさるることを願わず、甘んじて極刑（拷問車の上に身体を伸ばして棒又は鞭にて撃たるる刑を意味するという）に身を曝した。何となれば彼等の望む所は来世にあったからである。換言すれば、彼等は死にたる者が再び死ぬべき肉体への復活（蘇生）よりも更に勝りたる復活、即ち再び朽ちざる霊体への復活を何よりの望みとなしたからである。この悲壮なる死の最も著るしき実例は第二マカビー書に記さるる老エレアザル及び或る母とその七人の男子とにある。彼等は来たらんとする世の輝くいのちを望みしが故に、励みてその堪うべからざる絶大の苦痛に堪えた。


  同じ理由により或る人はまた嘲弄的虐待や鞭などの試煉を甘受した（マカビー書にその実例がある）。ミカヤ（王上二二の二六）又はエレミヤ等は縄目に繋がれ牢獄に投ぜられて試みられた。ザカリヤは石にて撃ち殺された。イザヤは（信ずべき伝説によれば）鉄鋸にて挽かれて果てた（本文には「鉄鋸にて挽かれ」の次に「試みられ」の一語がある。此の語は余りに弱くして、到底斯の如き位置にあるに適せずとは殆ど一人の例外もなく感ずる所である。故に多くの学者は最初の原本には形の類似したる他の語があったのであろうと想像している。しかしカルビン等の説の如く、前の語の註釈として書き加えられしものが誤って本文に入ったのであろうと見るは問題を一層簡単に解決する）。ウリヤ（エレミヤ二六の二三）また預言者等（王上一九の一〇）は刀剣にて殺された。


  壮烈なる死に勝るとも劣らざる苦痛は断えざる艱難の生涯である。彼等選ばれたる信仰の戦士が前者を以て世の光となったように、又他の恵まれたる神の子らは後者を以て地の塩となった。「毛深き人」（王下一の八）と言われしエリヤを始めとして預言者らは羊、山羊などの皮にて造りし粗き衣を纏って此処かしこ経あるき、あらゆる欠乏と艱難と困苦とを味わい、内にも外にも罪の世と似つかざる旗幟きし鮮明なる生活を送った。誠に世は彼等に値しなかったのである（「世は彼らを置くに堪えず」は「世は彼等に値せざりき」と改訳するを可とする）。即ち世は彼等を排斥する事によって、実は自ら彼等を受入るるだけの価値なきものである事を説明したのである。かくて彼等神の預言者は享楽の巷を棄てて荒野と山と洞と地の穴とにさまよった。


  彼等と我等


  
    彼等はみな信仰によりて証せられたれども、約束のものを得ざりき。これ神は我等の為に勝りたるものを備え給いし故に彼等も我等と共ならざれば、全うせらるる事なきなり。（三九、四〇）
  


  アベルより預言者等に至るまで、彼等旧約時代の信者はみな信仰によりて神に悦ばるることを証せられたけれども、未だ一人も約束のもの即ち救いの完成を獲得しなかった。蓋し救いは完成せらるるまでに、彼等の立場よりも更に一段勝りたる或るものを必要とするからである、キリストの贖い即ち之である。贖いなくしては完うせられない。故に神は始めより之を備え給うた。まず未だ贖われざる時代がある、次に贖われて未だ完うせられざる時代がある、最後に完成の時代が来る。旧約の信者等はその第一段に属するものであった。第二段に属する者は我等である。彼等は「望むべくもあらぬ時になお望みて信じ」た。我等に取っては来世の希望はキリストの贖いによって一層確実なるものとせられたのである。やがて彼等も我等と共に完うせらるるであろう。彼等にしてなお望む所を確信したるならば、況まして我等に於いてをやである。


  〔第一七号、一九二一年一〇月〕


  



  第九 我らの国


  文芸復興期の最大の天才ミケランゼロは、円天井の壁画にその注意を集中して居った為に、いつしか顔も眼も上に向いたままの姿勢に変わってしまったそうであります。そして彼が街を通る時には狂人かと疑われるほどであったと申します。先般死にました米国第一流の天文学者バーナード博士は星の世界即ち夜の世界が自分の領分でありましたため、いつの挨拶にでも平気で「今晩はグッドイーブニング」と云い放っていたとの事であります。


  彼等はみな上の方を慕い、そこを自分の国としました。彼等はいつもその眼を天につけ、又彼等自身の「国ことば」を以て語りました。


  私どもの国は何処にありますか。「我等の国籍は天にあり」。然らば私共もまたなぜ常に天を望まないんですか。私共もまたなぜ彼の国の言葉を以て語る事が出来ないんですか。信仰の祖先らは「未だ約束のものを受けざりしが、遥かに之を見て迎え、地にては旅人また寄寓者やどれるものなるを言いあらわせり。かく言うはおのが故郷を求むる事を表わすなり。」と聖書にもあります。ほんとうに基督者の熱心が画家や天文学者のそれに劣っては堪りません。
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